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「いらっしゃいませ。ご注文はお決まりですか？」

　飲食店従業員の定番台詞せりふを述べて、叶かの原はら七な紘づなが泣きぼくろの愛らしい容よう貌ぼうに、とびっきりの笑顔を浮かべた。

　そう、飲食店従業員。今彼女は、本来の女子高校生という職業をさておいて、ある喫茶店のフロアに立っていた。

　七紘が振り向く。毛先がカールした淡い色のロングヘアが、ヘッドドレスを纏まとい舞ぶ踏とうした。

　七紘がお辞じ儀ぎをする。メイド衣装を意識したウェイトレス制服の、フリルが飾るスカートが躍おどり、白ストッキングのふくらはぎが覗のぞいた。

　七紘が空の食器を運ぶ。エプロンにて押さえ込まれ、逆にその存在感を強調させられた豊乳が、その拘こう束そくを振り払わんばかりに弾はずんだ。

　それは実に魅み力りよく的てきな、喫茶店の看板娘の姿であった。

　恐らく、七紘目当てに店に来る客も多いのであろう。彼女が接客に来れば目に見えて喜び、そうでなければ隠し切れぬほど落胆する男性客のなんと多いことか。

　──それを少しだけ誇り高く。……大部分は心配混じりで店の窓から覗く大柄な少年。七紘の彼氏、速はや水み柾まさき。男子高校生という真の職業の制服より似合う、宅配業者の制服に包まれた肉体美が、ごくわずかに震ふるえていた。

「……七紘。本当に大だい丈じよう夫ぶなのか？」

（……いや、きっと大丈夫だ。七紘はしっかりしてるから。俺が心配する必要なんて──）

「──あ、店員さんすいません」

「はいっ、何でしょうか？」

　一人の男性客が七紘を呼び止めた途と端たん、内面の声を裏切ってその客に警戒心を撒まき散らす柾。それを感じたのか、男性客がかすかに慄おののいた。

　その後、二言三言言葉を交わす七紘と男性客。その様に、柾が歯ぎしりする。

（ウェ、ウェイトレスのバイトっ。仕事でああいう風に話してるのは解わかってる！　──だけどあんな萌もえ満載のメイド服だと、下心を持って七紘に話し掛ける男が絶対いる！　そんな奴やつら相手に接客なんて、本当に七紘、大丈夫か!?　やっぱり俺……心配だああああ～～～!!）

　柾が胸中で咆ほう哮こうし、身み悶もだえする。

　……単に、そういうこと。今に始まったことではない、柾の七紘に対する心配性だ。これはただ、それだけのこと──。




　──そう。この時は、まだそうだったのだ。




　　　　×　　　　×　　　　×




　──そして時間は数日前に遡さかのぼる……。




　夜九時半を回った時計が、無味な音を刻む。

　──それ以外の音が全すべて絶えた自宅の自室で、速はや水み柾まさきは酒しゆ吞てん童どう子じ染じみた顔と体たい軀くを、今までの人生で一番、本物のそれに近付けていた。

「──財布の中身……ないっ！」

　二つ折りの革財布が、柾の掌しよう中ちゆうでへたり──

「──貯金箱の中身…………ないぃ！」

　豚型陶器が、机の上で空の体内を晒さらし──

「──預金残高………………なぁいっっ!!」

　柾の眼前で、虎とらの子の預金通帳が残高にゼロを一つだけ記す……。

　……男子高校生から鬼神へ、恐るべき速さでクラスチェンジしていく柾。それを傍かたわらで見ていた人影が、忍び足で部屋の出口を目指した。

　小学校は高学年ほどの少女。縦に渦巻く薔ば薇ら色いろのツインテールが震ふるえ、武ぶ骨こつな眼帯で隠された左目の逆、こちらは露あらわな右目が虚こ空くうを泳ぐ。

　──がっし。（←そんな少女の肩を摑つかむ柾）

「──まぁなこぉぉおおおおおおおおっ!?」

「──ひぃやああああああああああああ!?」

　激げき怒どの柾の雄お叫たけびと、少女まなこの恐きよう慌こうが、夏の夜陰に轟とどろいた──




「──というわけで。俺はバイトをしないとならなくなったんだ……」

「まなこ様にお金を使い込まれるなんてね～」

　夏休みも数日後に迫り、授業も午前中で終了した自身の高校、自身の教室２‐Ａにて。柾は苦笑する友人の少年、宇う月づき聖しよう介すけへ呻うめいた。

　まなこ。──今は速水真ま菜な子こと名乗り、柾の妹ということになっている彼女は、本当の名は天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことという……れっきとした神様であった。柾が、彼女の祀まつられた神社にて恋の神かみ頼だのみをしたことから色々事件が起き、最終的に今のような形に落ち着いたのだが……。

（事件の一つ、俺の肉体がまなこに奪われた件が、こんな形に尾を引くとは……！）

「まなこは俺の身体からだを乗っ取ってる間に、俺の金を使って買い食いしまくってたんだ！　事件の途中で飲んでた強力強壮剤も、俺の金で購入した物だったしさ！　おかげで俺は金欠極まりない状況だよ!!」

「──ご愁しゆう傷しよう様さま」

　眼鏡の奥に憐あわれみを浮かべる聖しよう介すけを涙目気味に睨にらんだ後。……柾まさきは改めて己おのれの正面を向いた。

「……それで。剣道部が終わった後、バイトの面接に行くことになってるんだ。だから今日は、部活の後に一いつ緒しよに帰るのは難しい。……ごめん」

「……そうですか。仕方ないですね……」

　柾の眼前、右目下の泣きぼくろがキュートな少女が、寂しげに呟つぶやいた。毛先のみカールした、淡い色のロングヘアがさらりと舞う。

（七な紘づな……そんな顔されると俺もつらいっ！）

　彼女の、細いながら出るべき所は出た肢し体たいを抱き締しめたい衝しよう動どうを、聖介の目もあり柾は自制。

　叶かの原はら七紘。容姿成績家柄、全すべてが学内トップレベルのヒロインである彼女は、まなこ絡がらみで起きた、柾とお互いの服を透視し合ってしまう事件の果てに結ばれた、柾の恋人だ。……先程までのあれは、お互いの部活の終了後「一緒に帰りませんか？」と誘さそってきた七紘への、柾の苦渋の辞意表明である。

（せっかくの七紘のお誘いなのにぃぃっ！）

　……人の目がなければ床で転げまわっていただろう柾に、西洋剣的瘦そう軀くを傾かしがせる聖介。が、唐とう突とつに彼はいつもの涼しげな表情を消した。

「……ちょっと待った。柾、まさか大会の遠征費用まで使い込まれては……？」

「……いるから焦あせってるんだよ……」

　柾の返答に、聖介の顔も蒼あおくなった。

　──柾と聖介たち剣道部は、八月初旬に高校総体の全国大会に出場する。……学校によっては、その遠征費を全額出してくれる場合もあるが、柾たちの剣道部は少し前まで弱小だったため、そこまでは期待できない。ある程度は自分たちで用意しなければならなくて……。

「……解わかってると思うけど。遠征費がないと、君を全国大会には連れていけないよ？」

「……そうならないために、頑張る所存だ」

「……頼たのむよ？　君はうちの最大戦力なんだ」

　普ふ段だんからは信じられない真剣な顔を向け合う柾と聖介。……七紘は声を掛けづらそうに視線をあちこちにさ迷わせる。──と。

「……でもそうなると、柾は七月中に遠征費を稼かせがなきゃならなくなるから……。叶原さんとその間、遊べなくなるんじゃない？」

「う……ぐぉおおおおおお……！」

「……あ。そうなっちゃいます……よね……？」

　聖介の指摘に、柾も七紘も残念な顔になる。

「本当に、ご愁傷様。──七月三〇日は、柾の誕生日なのにね」

「──えっ？」

　聖しよう介すけの発言に、七な紘づなが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「あれ？　叶かの原はらさん知らなかった？　そうだよ、その日が柾まさきの誕生日。……おめでたい日に彼女と一いつ緒しよに過ごせそうになくて、可哀かわい相そうだねー」

「……聖介。本気でヘコむから、やめれ」

　ぐったりとうなだれる柾。その肩をぽんぽんと叩たたく聖介。──七紘はそれを見つつ、何か思案している様子だった……。




　　　　×　　　　×　　　　×




「毎度っ、やすらぎ急便です！」

　半はん袖そでポロシャツの爽さわやかな制服を纏まとう柾が、満面の笑みで小包（一〇キロ）をマンションの最上階（一〇階）へお届けする。

「ありがとうございました。またご利用下さい」

　挨あい拶さつを終え、お客様が扉を閉めるが早いか、弾丸の勢いで柾は地上まで駆け下りた。荷台が空になった三輪自転車に跨またがり──疾しつ駆く。

「うおお！　急げぇ!!」

　真夏の陽ひ射ざしが照り付けるアスファルトを、柾の自転車のタイヤが蹴けり立てる。

　夏休み開始、三日目。柾のバイトは今の時点では順調……ではあったが、過か酷こくだった。

　宅配。柾の仕事は自転車による、比較的近場への軽荷輸送であったが、先のように一〇キロ超の物を、高層階へ運ぶこともあり得た。

　しかも本日午前中にして、気温は既すでに三〇度。今なお上昇中。……柾ほどの体力がないと今日のこの仕事、命に関かかわるかもしれない厳しさだ。

「──いや、俺でもこれは命に関わるか……？」

　自転車の上で滝の如ごとき汗を流し、柾が唸うなる。

　この後柾は営業所に戻り、新たな荷物を受け取る。そこで恐らく正午を過ぎるが、柾はまだ休めない。再び配達に赴おもむき、休憩はその後……多分午後二時過ぎだ。そこから一時間休憩し、また配達へ。終わるのは空に星が瞬またたく頃ころ。……気温的にも仕事内容的にも、相当ハードである。

「……けど、給料は、いいんだよ……！」

　まなこが使い潰つぶした柾の財産を、それなりに立ち直らせることができるほどに。

（それに、週払いだからっ……！）

　来週には、ある程度まとまった金が手に入る。──高校総体の剣道全国大会は八月初旬。月払いの仕事では、給与が入るのは早くても八月半ば。月払いの仕事では、大会に間に合わないのだ。

「だから、この仕事に、懸かけるしかない……！」

　柾まさきは気合を込め、自転車のペダルを踏ふむ。根が真ま面じ目め、しかも今回のバイトのため、剣道部を休ませて貰もらっている負い目もある柾。……少しくらい手を抜いても誰だれも見ていないのに、こうもドぎつい仕事を全力全開でこなしている。

『──無理は、しないで下さいね？』

　七な紘づなの心配が、柾には聞こえた気がした──

「──って？　……うぇええええっ!?」

　と、柾は思わず急ブレーキ。会社から借りた自転車が軋きしむも、それに気を使う余裕すらなく振り返る。……そちらに、意外な姿を見た。

　──頭にヘッドドレス。フリルがたくさんの、メイド風衣装。……今柾が通り過ぎた、喫茶店のウェイトレスの制服と思われる。だが、柾が驚おどろいたのは、それを着て店の前に打ち水をしている少女が、とてもよく知る相手だったからだ。

「……な、七紘っ!?」

「──へ？　え？　……柾くんっ？」

　柾の声に顔を上げたウェイトレスが、つぶらな瞳ひとみを大きく見開いた。──紛まがう方なく、柾の恋人七紘その人である。

「……え？　あ？　──何でっ!?」

　自転車を押して歩み寄りつつ、困惑の柾。

（なぜこんな所で給仕!?　俺、聞いてない……）

　疑問が多過ぎ、自分でも訊きくべきことを決定できぬまま。それでも柾は七紘へ目で問うた。

「──あ。柾くんもバイトの途中ですか？　実はわたしもバイトを始めたんです。この喫茶店でなんですけど──」

「……そ、そうなのか。……で、でも何で……？」

　柾の質問も当然だった。──七紘は、お嬢じよう様さまだ。親は、複数の会社を経営していると聞く。……その辺りに触れたことはないが、それなりに小遣いは貰っているはずで。彼女がバイトをして稼かせがねばならぬ理由など、ないように柾には思えるのだが……。

「──あ、もしかして鷹たか宮みや絡がらみか？　あいつに助すけっ人と頼たのまれたとか？」

　柾はある少女の名を挙げた。鷹宮蒼そ良ら。七紘の親友にして、柾とも関かかわりが深い少女。──彼女は「夏は色々入り用なのよ！」の主張の下、一学期終盤から今の柾に匹敵するバイトライフに打ち込んでいた。……それがとうとう限界にきて、七紘に代役を頼んだのかと柾は思ったが。

「──え？　蒼良は関係ありませんよ？　……最初は蒼良にも相談したんですけど、さすがに今から働いて七月中にお給料が出る仕事は、男の人向けの力仕事になるって言われて。ここのお仕事は自分で色々探し回って、偶然見付けたんですよ。運が良かったです」

「そ、そうなのか……」

　七な紘づなの説明は、しかし柾まさきの戸惑いを増幅する。

（鷹たか宮みや絡がらみじゃないってことは、七紘自身に何かバイトをする理由があるってことだよな？　……何だろう。胸むな騒さわぎがする……）

　七紘は今、七月中に給料が出る仕事と言った。つまり彼女は、七月中にまとまった金銭を必要としているということ。……急ぎで金が要る。しかも、親を頼たよれず自分で稼かせいでいる……。

（……い、嫌いやな想像しかできない……！）

　──何か、七紘がヤバいことに巻き込まれているのではないか？　柾はそれとなくバイトの理由を訊きき出そうと口を開き掛ける。……が。


「[image: さんてん][image: さんてん]すみません叶かの原はらさん。お仕事中のお喋しやべりは控えて頂けませんか[image: さんてん][image: さんてん]？」



「──う、ひょおおおおおおおおおおっ!?」

　突とつ如じよ聞こえたおどろおどろしい声に、柾は柄にもなく飛び上がった。

「──あっ。す、すいません、店長さんっ」

　七紘がしまったという顔をして、自分の背後に頭を下げる。……が、恐ろしいことにそちらには誰だれもいない──

（……え？　え、いや、待て!?）

　よく、目を凝こらせば。……薄うすぼんやりと目に映るコックコート。それが似合わないがりがりの胴体の上に、樹海の奥に転がっている骸がい骨こつを思わせる、生気のない中年男性の頭部……。

「な、七紘？　こ、こちらの方は……？」

「あ。この喫茶店の店長さんです。……本当にすみません店長さん。今すぐ仕事に戻ります」

「[image: さんてん][image: さんてん]はい。以後は気を付けて下さいね。──叶原さんのお友達ですか？　良ければお店にもいらして下さいぃ[image: さんてん][image: さんてん]」

「……は、はい。じゃあ、その内……」

「柾くん、それじゃあ……」

　急ぎ足で喫茶店内に戻っていく七紘。その後を、滑すべるように追っていく店長なる人物。──柾の背を、冷や汗が伝った。

「──い、今の店長、向こう側の景色が透けてなかったか……!?」

（な、何か、俺が幽ゆう霊れいになってた時より、板についた幽霊に見えた……！）

　……霊視能力のない柾や七紘にも一応見えていた以上、オカルトの住人ではないはずだが。

「ひ、人を見た目で判断するのは良くないが。ああいうのが店長をやっている店で働いて……大だい丈じよう夫ぶなのか、七紘？　……それに」

　柾は改めて、七紘の働く喫茶店を見る。──元は白を基調とした、小こ洒落じやれた外観の店だったのかもしれない。……が、今はそれが灰色に煙り、壁一面を毒々しいほど緑色の蔦つたが覆おおっている。

「……グリーンカーテンにしては、不気味だ」

　白昼であっても訳あり物件に見えるそれを、柾まさきはそっと覗のぞき込む。ガラス越しに、店の中で働いているはずの七な紘づなを探し求めた……。




　店内では、七紘が意外にも入っている客から、何か注文を受けている姿が見えた。

「カツカレーセットお一つに、コーラをお一つですね。かしこまりましたっ」

　注文内容を繰くり返し、七紘がお日様のような笑顔を浮かべた。窓ガラスなどではその威力を殺せるはずもなく、柾の心臓はときめきで撃うち抜かれる。

（くああっ。バイトに疲れた心に、七紘の笑顔が眩まぶし過ぎる！）

　──だが、その笑顔は柾に向けられたものではないのだ。……七紘にオーダーした男性客。その顔が魅みせられたように朱を帯びて、慌あわてた様で七紘を呼び止めた。

「──すいませんっ。……や、やっぱり飲み物はアイスカフェオレに替えようかな。……そ、それに何かデザートも追加で……。お、お薦すすめって何ですかね？」

　しどろもどろにいう客に振り返った七紘は、彼の手に持つメニュー表を覗き込む。

「……そうですね。チョコサンデーが人気です。近ちか頃ごろ暑いですから、冷たいデザートが美お味いしいですよ」

「じゃ、じゃあそれにしようかな……？」

（んのお!?　ちょ、待つんだ七紘ぁ!?）

　柾、動転。明らかにあの男性客は、七紘が気になって呼び止めていた。目が客ではなく、男として七紘を見ている。

（あ、あの野郎!?　ふざけやがって……！）

　……その上、七紘自身は気付かずにいるが、彼女がやや前まえ屈かがみになったため、そのメロン並みの乳房が重力に引かれて迫力を増した。メイド風制服は胸元がエプロンで隠れる仕様なのに、霞かすみもしない重量感。男性客が圧倒されたように身をのけ反らせる。

（七紘っ!?　そんな野郎にサービスしすぎ!!）

　ぎりぎりと怒いかりの衝しよう動どうを溜ため込む柾。

「──あ。いらっしゃいませ。二名様ですか？　お席にご案内致します」

　続いて七紘は、新たに訪れた男性客二名を席へと案内する。彼らには先導する七紘の後ろ姿しか見えず、つまり七紘の巨乳を拝まれる心配はないわけで。柾も一いつ旦たんは安あん堵どするが……。

（──にゅおっ!?）

　七紘のメイド服は、スカートが長い。店内で動く分にはそれが大きくまくれ上がるはずなどないのだが。……ある程度広がった裾すそはいいとしても、腰に近い辺りはエプロンの腰こし紐ひもや衣装自体の帯状のパーツで絞られているせいか、割と下半身のラインに貼はり付いていて。エプロンがない後ろ側からだと、七紘のヒップの絶妙な丸みが生地の光沢によりとてもよく解わかって──

（あああの男共、七紘のお尻しりに瞳ひとみをロックオンしてやがるぅうううう!!）

　歩くのに合わせふりふり揺れるそれに、男性二名の顔がだらしなくにやけていた。

（あ、が、ぎがああああああああああ～～!!）




　……道の真ん中、背後に魔ま神じんを浮かべる柾まさきに、歩みゆく人たちがビビって立ち止まった。

「がああ……!?　本当に大だい丈じよう夫ぶなのか七な紘づな!?」

（七紘の肢し体たい、メイド姿！　バイトとはいえ他の男にああもまじまじ見られるのは……!!）

　柾は、己おのれの仕事も忘れて身み悶もだえた。……と。

『……ぉ……ぅ……』

「……ん？」

（……今何か、聞こえたような……？）

　柾が辺りを見回しても──その音の出所的なものは見当たらなかった。




　……目に映ったのは、近くの横断歩道の手前にさりげなく置かれた、一輪の花だけで……。




　　　　×　　　　×　　　　×




「……ようやく。ようやく休日が来た……」

　久し振りに爽さわやかポロシャツを脱ぎ捨て、柾は半はん袖そでＴシャツとジーンズ姿で道を急いでいた。

　週に一度のバイトの休日。相変わらず猛暑日の中、柾はズシンズシンと地を揺るがし進む。

　……本来なら。バイトのない今日こそ、高校総体全国大会に向け竹刀しないを振るべきなのだろうが、柾は気になることがあった。──言わずもがな。例の喫茶店で働く七紘のことだ。

「幽ゆう霊れい染じみた店主に、ホラーハウス的店舗……」

（……いや、そんなことより。あんな不ぶ躾しつけな目をした男性客が多い店でっっ!!）

「七紘……！　心配だぁ～～～!!」

（た、例えば──）





『こちらのお皿、お下げします』

　──テーブル奥の食器を取るため、前傾姿勢になる七紘。必然的に後ろにお尻しりを突き出すような体勢になって……。

　──ぺろんっ。

『ひゃあっっ!?』

　後ろを通った男性客が、通り過ぎざまに七紘のお尻を撫なでていった。……腰が抜けたように床に座り込む七紘。

『……あ、あうう……』

　相手はお客様。声を荒らげることもできず、瞳ひとみを潤うるませて七な紘づなは耐え忍ぶしかなかった……。




『カフェラテ、お待たせしました。──こちら、オムライスセットです』

　両手にメニューを抱え、店内を駆け巡る七紘。その軽快な足取りに、胸元で柔らかそうな丘きゆう陵りようがぽよんぽよん弾はずむ。

　ぽよんぽよん、ぽよんぽよん、ぽよよんっ。

『『『『『──ウェイトレスさん、オーダーお願いします！』』』』』

『……え？　は、はい、ただ今！』

　一斉に上がった客たちの追加注文に、七紘が急いで各テーブルを回る。……と。

『──プリンを二つ！』『プリンを二つだ、頼たのむ』『プリン二個』『プリン×２』『プーリーン！』

『あ……あの……？』

『『『『『──君のおっぱいを思わせる、プリンを二つ!!』』』』』

　店中に響ひびいた、前まえ屈かがみの男性客たちの注文。……見る見る七紘の顔面が赤外線を放射する。

『……か、かしこまりました……』

　七紘が俯うつむいて、か細く了解した。






「──てなことになってたら～～!?」

　獅し子し舞まいの如ごとく首を躍おどらせる柾まさきに、周囲の人々がひそひそと囁ささやき合った。

「と、とにかく気になって仕方ない。少し様子を見に行こう。……彼氏としてっ」

　拳こぶしを握り問題の店へ突き進む柾。時間も昼時。ついでに昼食も食べようか？　でも少しでも金を貯めといた方が良くないか？　思考を巡らせながら彼かの喫茶店の付近まで来た時──

「……ん？　…………あれは……どうする？」

　それを見て、柾は複雑な顔で天を仰あおいだ。

　──軽やかなサイドポニーテール。元気爆発の四字熟語が擬ぎ人じん化かしたような肢し体たい。夏らしいキャミソールとホットパンツ姿が似合っているが……薄うす着ぎでない胸も目立って仕方がない少女。

「……鷹たか宮みや。──何やってるんだ？」

「──っっ!?　えっ？　速はや水み!?」

　ポストの陰に潜ひそみサングラスを押し上げる、七紘の親友鷹宮蒼そ良らに、柾は呆あきれた目を向けた。

「……前にも似たことがあった気がするけど。一体何してるんだ？　怪しいぞ、鷹宮──」

「──ちょっと、隠れなさいっ」

　問おうとした柾を、蒼良がポストの陰へ引き込む。……まあ、柾のデカい図体は収まり切りはしなかったが……。

「ちょ、おま……何する!?」

　柾は目を白黒させた。蒼良の奇行に戸惑ったというのもそうだが、彼女は柾の腕を胸元へと抱き込んでいる。ほぼ平地と変わらない双そう丘きゆうだが、弾力に関しては絶妙なものがあって。

（し、しかも鷹たか宮みやから、柑かん橘きつ類るいみたいな匂においが……。こ、これは……!?）

　急速に頰ほおを紅潮させ、柾まさきは蒼そ良らが以前、柾じぶんを好きな素そ振ぶりを見せていたことを意識する。

（や、待て、落ち着けっ。平常心だ平常心！　変な意識をするなっ！　すぐそこには七な紘づながいる喫茶店があるんだ──）

　気まずさに導かれその喫茶店を見み遣やった柾は──目にした光景に絶句する。

　恐怖の館やかた風の建物はそのまま。……けれどもその前には長ちよう蛇だの列。店の前の歩道を占拠した人々は、喫茶店の隣となりの建物の前さえ過ぎて……最後尾は、柾たちのいる地点からは解わからない。

「……な、何だ、あの大盛況？　前見た時は、外で待ってまで入る客はいなかったのに──」

「──ここ数日であの有様なのよ。……速はや水み、アンタも七紘の様子見に来たんじゃないの？　これくらいの情報集めときなさいよ……」

　先刻とは逆に、柾は蒼良から呆あきれて見られた。

「……ええと？　その、どういうことなんだ？」

　事態の吞のみ込めない柾に、蒼良がへの字口。

「七紘が最近、あの喫茶店でバイト始めたことは知ってるわよね？　あのコ、最初はアタシにバイトの当てを訊きいてきて。アタシは何も思い付かなかったから断ったんだけど。……気にはなってたのよ──」

　その辺りのことは、柾も七紘に聞いていた。柾は頷うなずき蒼良に先を促す。

「──で。あのコがあの店で雇われたの聞いて。……七紘、本格的なバイトをするのは初めてのはずだから、やっぱり心配になって。アタシのバイトが休みの時に覗のぞきに行ってみようって、そう思ってたんだけど──」

　そこまで言って、蒼良が眉まゆ根ねを寄せた。

「アタシより先に、暇ひまだった両もろ山やまが七紘の様子を見に行ったのよ。……でも、余りに客の数が多すぎて店に入ることもできなかったって──」

「……何か、両山と最近仲いいな、鷹宮？」

　両山臨のぞ美みは、まなこ絡がらみの事件にも関かかわった、柾たちのクラスメイトの少女だ。……蒼良同様、柾には因いん縁ねん深い相手なのだが──

「話の腰折らないで。──とにかく、そんな風なら、バイトが初めての七紘が余計に心配じゃない？　だからアタシも、バイトが休みの今日、直接見に来たんだけど。……実際に来たら男の客ばっかだし。しかもこの暑さの中、微動だにせず自分の順番を待ち続けてるのよ？　何だか凄すごい近寄り難がたくて、ここから偵察してるのよ」

（……傍ぼう若じやく無ぶ人じんの鷹宮がこんな風になるとは）

　確かに、喫茶店に並んでいるのは全員男性。そして、蒼良がたじろぐのも無理はない異様な空気を放っている。

（……けど、七な紘づなはあれらを客として相手しているわけだよな……）

　蒼そ良らでも二の足を踏ふむ男性客たち。柾まさきの胸に不安が立ち込める。蒼良の隣となりで柾も喫茶店へと視線を鋭くするが──

「……。店の中……見えないな、鷹たか宮みや……」

「……だからアタシも困ってるのよ……」

　客の大行列。それが柾と蒼良の目から、店内の様子を遮さえぎっていた。──七紘がいるかどうかさえ、確認できない。

「……ここは、やっぱり店に入るしかないか？　ここで見てるだけじゃ埒らちが明かないし──」

「……あの行列に並ぶの、アタシはイヤ。──速はや水み、アンタ見てきてアタシに報告してよ」

「…………ここまで来たからには行くけどな。俺はお前の便利なアイテムじゃないぞ──」

　柾を配下のように言う蒼良に、柾が文句を口に……し掛けたところで。


「[image: さんてん][image: さんてん]おや？　確か叶かの原はらさんのお友達の方？　こんな所でどうかしましたか[image: さんてん][image: さんてん]？」



「──うおっ!?」「……って、ぎゃああああ!?」

　聞き覚えがある呪のろわれそうな声に、柾が跳ね上がった。あの喫茶店の店長。相変わらず身体からだが透けるような存在感のなさ。……蒼良は彼を初めて見たらしく、鳥肌を立て柾へしがみ付く。

「[image: さんてん][image: さんてん]いやあ、何だか仲が良いですね。もしや恋人同士ですか？」

「──えっ？」「──違いますっ！」

　店長の勘かん違ちがいに、少々弾はずんだ声を蒼良が出す。が、柾は即座に否定。フグのように膨ふくれる蒼良は無視して、柾は彼に向かい合った。

「──こいつは七紘の友達です。俺もそうですけど、彼女がしっかりやれてるかなって、様子を見に来たんですよ。……お客が凄すごい並んでて、少し途方に暮れてたんですが……」

「──ああ、そうなのですか。ははっ、それは心配でしょうね[image: さんてん][image: さんてん]」

　柾の説明に、店長が人の良さそうな笑顔に。……人生最さい期ご的な笑みで、柾は少しばかり引く。


「[image: さんてん][image: さんてん]叶原さんのお友達なら、ここでお待たせするのも可哀かわい相そうですかね。──店長権限です。お入り下さい」



「──えっ？　いいんですか？　やったぁ！　さすがに暑かったしっ。行きましょ、速水っ！」

「……え？　え、いや、でも……」

　店長の提案。促す風に進み出した彼を追い、あっさり蒼良も喫茶店へ駆けていく。……だが柾は、どうにも気が乗らなかった。

「……並んでる人たちいるんだぞ？　後に来た俺たちが、彼らを差し置いて先に入るのは──」

　予想通り。店長に続き店に入ろうとした蒼良に、行列の客たちから非難の声が上がっていた。──溜ため息いき一つ、柾は蒼良を連れ戻すべく喫茶店の入口に近付いた。鮮明さを増す客たちの罵ば声せい。

「わ、割り込むなよぉっ。俺たち、二時間近く並んでるんだぞぉ！」

「そうだそうだ！　それもこれも瑞みず姫きちゃんに会うために……!!」

「リョーコちゃ～ん！　お兄ちゃんはこんなのに負けずに君に会いに行くよ～!!」

「ボクは絶対引き下がらない！　我が心の天使、七紘ちゃんのためにも──」

「──ああんっ!?」

　柾まさきの死ぬほどドスの利きいた声に、行列の客たちが停止した。

（……今、気安く七な紘づなを呼んだ奴やつ、どいつだ!?）

　柾の頭に、急激に血が昇る。

（人の恋人に何色目使ってやがる!?　誰だれから許可貰もらって七紘を下の名前で呼んでるんだ!?）

　やはり心配は正しかったか？　七紘を不ふ埒らちな目で見る輩やからが集まり、彼女に迷惑を掛けているのか!?　柾が七紘への保護欲、独占欲を滾たぎらせ双そう眸ぼうを燃やした。

　柾が客たちを順に睥へい睨げいする。柾と目が合うと、客たちは俯うつむいたり明後日あさつての方を向いたり。大げさな者では尻しり餅もちをつく者、踵きびすを返し逃げ出す者までいて。……柾の狂戦士的な容姿で睨にらまれれば、不思議ではないのかもしれないが。そこで蒼そ良らが柾の肩を叩たたく。

「コイツはヤクザの若頭よっ。この店はこの男の縄なわ張ばりなんだから！　それを知ってコイツがこの店に入るのを阻はばむヤツがいるなら、前へと出るがいいわっ！」

「──はぁっ!?」

（いきなり何言い出すんだ鷹たか宮みや!?）

　柾が困惑の意を表に出すより早く。

「「「「……どうぞ、お入り下さい！」」」」

　行列の男たちが、ガクガクと頭を下げた。

「──よっし。入るわよ、速はや水み！」

「……って、おいぃ!?」

　物もの凄すごい誤解を振り撒まかれた柾が弁解しようとするが、その暇いとまを与えず蒼良が彼を喫茶店内へ引きずり込む。

『……ヤクザ、なんですかっ？　本当に？』

「──断じて違うっっ！」

　扉が閉じる直前に掛けられた問いに、柾は目を血走らせ声を荒らげる。──しかし。

　それが外の行列にはいなかったはずの、若い女の声であることには、気付かなかった……。




　閉まる喫茶店のドアを見詰め──

『ぁ……ぃっ……また気付いてもらえなかった』

　喫茶店前の横断歩道の所で、少女が漏もらす。

『やっと、少しだけ声が届く人を見付けたのに』

　けたたましい車の音に搔かき消されたか。彼女の呟つぶやきは、道行く人には届かないようだった。




　　　　×　　　　×　　　　×




「それでは、このテーブルでお待ち下さいぃ」

　店長に案内されたのは、店舗の窓まど際ぎわの角の席だった。柾まさきと蒼そ良らは、向かい合わせに座る。

「……外観の割に、中は普通っぽいな……」

　手持ち無ぶ沙さ汰たにメニュー表を持ち、柾は呟つぶやく。

　荒れた外側とは逆に、店内は掃除が行き届く清潔な空間だった。観葉植物も置かれているが目め障ざわりにならない程度で、外の蔦つたとは雲うん泥でいの差。

「……うん。確かに案外まともだわ」

　蒼良も同意見を述べる。

「……それで、問題は七な紘づなが何ど処こかだが……」

　白く塗られた木製テーブルを撫なで、柾は店内を見渡す。──店内はそこそこの広さながら所所に衝つい立たてもあり、七紘の姿は見付け出せず。

「……というか、うっかりしてたけど……。外で並んでるのがああいう感じなら、店内の客も同じような手合いになるわけよね……？」

　蒼良が居心地悪そうに身じろぎした。……店の中の客は、蒼良を除けば十割が男性だった。場違いな所に来たように、蒼良がこそこそする。

「それくらい気付けよ。鷹たか宮みやは外で待ってた方が良かったんじゃないか？　最初言ってた通り」

「……確かに始めはそう言ったけど。あんな陽ひが照り付ける所に女の子を一人置いていくとか、アンタ正気？　──だけど、ちょっと後悔してきたのは確かかも……」

「……少しは後悔してろよ。俺にヤクザだとか濡ぬれ衣ぎぬ着せて。……それに、そこまで気にする必要ないと思うけどな。客は誰だれもお前のこと、見向きもしてないぞ？」

「……それはそれで、腹立つわね……」

「……ん？」

（……何だ？　甘い香りが──と）

　蒼良と話しながら、しつこく店内を見回していた柾の横に影が差す。給仕が水とおしぼりを置きに来たらしい。──この店の給仕は全員が若い女性らしく、そんな彼女たちに相応の可か憐れんなフリルが咲き誇る制服が柾の視界をかすめた。

（……というか、七紘本人の可能性もあるな？）

　思い到り、柾はウェイトレスへ顔を向け──

「いらっしゃいませ、速はや水み柾、鷹宮蒼良。──ご注文はお決まりか？」

「「──ぶふぉっ!?」」

　七紘──ではなかったが、見覚えがある顔のウェイトレスに柾と蒼良が吹き出した。

　中学生に間違われそうな低身瘦そう軀く。眼鏡越しの瞳ひとみは眠たげに細められ。緩ゆるい三つ編みお下げが鎖さ骨こつの辺りで跳ねる……。

「も、両もろ山やま!?　え？　何でここにっ!?」

　先程蒼そ良らとの対話でも挙がった、柾まさきの同窓生。両山臨のぞ美みの姿に柾は目をしば叩たたかせる。

「──ああ。今日から私もこの店で働くことになった。叶かの原はら七な紘づなの仕事ぶりを確認するなら、客として店に来るより効率的だからな」

「……それは、本末転倒じゃないの……？」

　自画自賛気味に言う臨美に、疲れたツッコミを入れる蒼良。柾は蒼良に同意見だった。

（──!?　いや、そんなことよりっ。何だ両山の衣装!?　前に七紘が来てたメイド服と……違う!?　全体的にはまだメイド服風だけどっ）

　柾の眼前で、太ふと股もも丈たけのスカートから細く白い脚が惜しげもなく晒さらされている。首元から胸元にかけて布地が取り払われており、七紘と比較すれば圧倒的に小さいものの、形の美しさでは負けていない山脈が上半分顔を出していて……。

（て、か……いくらか谷間が!?　両山また少し胸が成長した!?　うおお……っ！）

　同級生の女性的成長を目まの当たりにし、同時に彼女との色々なことも思い出して。柾の頰ほおが熱くなる。

（ちょおお……！　いつの間に制服替わったんだ、ここ!?　そりゃ、こんな露ろ出しゆつ度ど高い制服になったなら、男性客が並んでも入るだろ!?）

　己おのが頭ず蓋がい骨こつを握り潰つぶさんばかりに摑つかむ柾。

（な、七紘に会いに来てこんな不意打ちをっ。…………と、七紘？）

「──ん？　ということは両山、七紘に会ってはいるんだよな？　……どうだ、七紘の様子？　ちゃんとできてるっ？　何か困ってないか!?」

　気を取り直し。元々ここに来た目的を、柾は臨美に詰め寄るように尋ねた。

「彼女は頑張っているぞ。店のウェイトレスの中でも、一番の働き者ではないかな？　まあ、慣れない仕事なのか戸惑っている感じもするが。……心配は杞き憂ゆうだと思うぞ、速はや水み柾？」

「そ、そうなのか……」

　臨美の堂々の説明に、柾は胸を撫なで下ろした。七紘と直接顔を合わせないと、完全には不安を取り除けないものの……。

（両山のこの言い様なら、仕事内容でも客の方でも問題はないのかもな……）

　柾は心中で一息吐ついた。

　何はともあれと、柾と蒼良は臨美へ二、三品注文する。頷うなずいて臨美は厨ちゆう房ぼうに赴おもむき掛け──

「──あ。そういえば、速水柾」

「？　何だよ、両山？」

「私はウェイトレスの仕事は初めてなのだが。変わっているな、この仕事」

　そんなことを言い残して去っていく臨のぞ美みに、柾まさきと蒼そ良らは不思議顔。

「……今の、どういうことだと思う？」

「アタシに訊きかれても。……まあ、両もろ山やまは結構変わり者だし。だからこういう普通のバイトが珍めずらしく感じるのかも……？」

　蒼良の考えに、柾もひとまず納得した。──校庭の樹の上で六時間爆ばく睡すいしたり。バスタオル一丁で街へ繰くり出そうとしたり。……臨美にはそういう前科がある。学校一の変人と言われる彼女なら、蒼良の言い分もおかしくはない。

「…………うん？　またさっきの香り……？」

　──と、柾たちの方へ、ウェイトレスが歩み来る。料理の載ったトレイを運んでいるが、柾たちの注文の品がこんなに早く来るはずもない。

（……隣となり、かな……？）

　案の定、ウェイトレスは柾たちの手前の席で止まる。ピラフセット（スープ、サラダ付き）とアイスティーを手に。柾も蒼良もそれを眺め。

「「……あれ？」」

　メニューをテーブルに並べたウェイトレスは、立ち去らなかった。なぜかその席、座る男性客の横に腰掛け……。

「──お客様。当店は本日のランチタイムより、特別サービスを実施中です。失礼致します」

「……え？　はい？」

　言われた男性客が、戸惑う声。柾と蒼良も、何事かと動向を見守る。

　ウェイトレスはおもむろにスプーンでピラフを掬すくった。それを両手で捧ささげる感じに、男性客の口元に差し出した。

「──はい、あ～ん♥」

　──ぶぴゅいっ……！

　柾＆蒼良が、同時にお冷やを天に噴いた。

　……自分の噴いた水を浴び、水滴を垂らしてなお目の前の光景から目を離はなせない二人。──それをよそに、ウェイトレスの行う男性客へのサービスは段々エスカレートしていく……。

「スープ、熱いから冷ましますね。ふー、ふー」

　ウェイトレスがスープをふーふーし、ピラフと同じように客の男の口元へ運ぶ。

「サラダです、あ～ん……あ、ドレッシングが」

　サラダのドレッシングが、ウェイトレスの胸の辺りに垂れて得も言われぬエロスを醸かもし出し。

「アイスティー、ストローはお使いになりますか？　え？　二本も付いている理由ですか？　──お客様のご要望があれば、二本のストローで同じ飲み物を一いつ緒しよに飲むという疑ぎ似じ恋人体験をさせて頂きます☆」

　流されっ放しの男性客は、言われるがままにウェイトレスと恋人疑似体験に臨んでいき……。

　──柾まさきの手が、お冷やのグラスを握り潰つぶした。

「（何やらせてんだこの店はぁぁああああ!?）」

　柾の爆ばく轟ごうは、精神的衝しよう撃げきで音声にならず。

「──って。速はや水み、見るなっ！」

　顔を真っ赤にした蒼そ良らが、柾の顔を男性客とウェイトレスの痴ち態たいから逸そらさせた。……が、その意味は余りなかった。

「「「「──はい、あ～ん♥」」」」

　……気付けば辺りには、同じように絡からみ合うウェイトレスと男性客が溢あふれていて。

「コーヒーには、お砂糖いくつ入れられます？　ミルクは……やぁん、私のは出ませんよぅ☆」

「カルボナーラ一つですね？　……デザートにティラミスは如何いかがですか？　頼たのんでくれるなら、あたしサービスしちゃうんだけど……♥」

「さ、口を開けなさい。わたくしが食べさせてあげるのだから感謝しなさいな。──熱い？　熱さに歪ゆがむ貴男あなたの顔、最高よ。この豚野郎」

　ある男は大喜びで、またある客は固まり気味に。余りに個性的なこの店の接客を受けている。

（な、何だこりゃあ!?　俺が前見た時は、普通の喫茶店の接客だったよね!?）

　……純情な柾。真っ昼間と思えぬ桃色の空気（一部？）に当てられ、首から上が茹ゆで上がる。──だが、見ているだけではすまなかった。

「「──お客様っ」」

「「…………へ？」」

　柾と蒼良の許もとへ、ウェイトレスが二名駆けてくる。彼女らの手にはタオル……。

「「びしょ濡ぬれではありませんか。すぐ拭ふかせて頂きますね」」

「「──え、ちょ、おおおおおおっ!?」」

　柾と蒼良の驚きよう愕がくが唱和する。

　宝石でも拭ぬぐうように繊せん細さいに、柾の頰ほおが、髪が、ウェイトレスのタオルによって撫なでられていく。

「よろしければ、ドライヤーをお使いになられますか？　──奥の更衣室に入って頂くことになりますが……」

「い、いえ、そこまでは！　この程度、すぐに乾きますしっ！」

　二つ三つ年上に見えるそのウェイトレスから耳元で囁ささやかれ、柾は硬直。

（うわわっ。と、年上の女の人って、俺、苦手だ！　な、何かこう、世話を焼かれると、むず痒がゆくて……！）

　柾は、借りてきた猫のように大人しくなる。──そこで何やら異様な気配。柾がそちらへ目を向けて見れば……。

「──はぁ……はぁ……素す敵てきです、お姉様っ！」

「ぎゃああああああああああああああああ!?」

　……女子にあるまじき重低音の絶叫を上げる蒼そ良らが、息が荒い、年下と思おぼしきウェイトレスにぴとりと寄り添われていた。

「や、やめ……触るなぁ!?　いや……手付きが何か怪しいのよっっ!!」

　涙目で身をよじる蒼良。……やられているのは柾まさきとほぼ同じことなのだが、女の子同士のため空気の色が違う気がする。それにつけ、蒼良担当のウェイトレスの目の色が柾担当のお姉さんと異なり、明らかに尋常でない。そのためか、どうにもＩｍｍｏｒａｌなオーラが滲にじむ。

「ふふふ……ワタシはお世話をするなら可愛かわいい女性の方がいいと、常々思っていたんですよ！　でもここにお客で来るの、男の方ばかりでっ！　待っていましたお姉様のような女性の方が来るのをぉ！　今まで溜たまってた分、一生懸けん命めいやりますよワタシはっっ!!」

「アアアアンタの言うのはお世話とは違う気が──ひゃあ!?　ふ、服の中に手を突っ込んじゃ……ダメぇ……」

　──果たして蒼良に何が起こっているのか？……主にウェイトレスの手が滑すべり込んでいる、彼女のキャミソールの内部で。瞬またたく間に声が力を失っていく蒼良に、柾は顔面灼しやく熱ねつ状態ながら首から下は凍ってしまう……。

「──あ。お手の方も濡ぬれていますね。お拭ふきします、お客様♥」

　おかげでお姉さんウェイトレスに、色んな所を拭き拭きされてしまった柾だった──




　──しばらく後。柾の前の席には、テーブルに突っ伏す蒼良が残された。

　──彼女は着替えを用意するとかこつけられ、危うく店の奥の更衣室に連れ込まれそうだった。あの年下ウェイトレスの舌なめずりする様子を鑑かんがみるに、もしそうなっていたら……合がつ掌しよう。

「こ──この店は何なのよぉぉおおおお!?」

　天にも届けとばかりに蒼良が咆ほう哮こうする。

「ウェイトレスにセクハラ紛まがいのことさせて！　さ、裁判起こせば勝てるわよね、アタシ!?」

「お、落ち着け鷹たか宮みや。肩かた紐ひもずれてるぞ……」

　腕をぶんぶか振り回す蒼良を宥なだめ、柾は黙もつ考こう。

（……まあ、鷹宮がされたのは特殊だとしても。ウェイトレスと客をあんな風に絡からませるなんて。喫茶店じゃなくて風俗店みたいだ……）

「……う～ん。だけどメイド喫茶だと、メイドさんが料理を食べさせてくれる所があるって話も聞いたことあるし。鷹宮がやられたこと以外は、こういうウェイトレスの可愛さで勝負している店だとあり得ないことじゃないのか……？」

　その辺に疎うとい柾は、基準が解わからず悩む。

（──ただ、さっきこのサービスは今日からだとか話してたよな？　前に見た時は、こんなのやってなかったし。……店長、方向転換が急激過ぎないか……？）

　周りを見てみれば、今回のサービスを大喜びで受けている客もいるが、半数以上は戸惑いが強い。柾まさき自身も、後者と同じで動揺中──

「……って、ちょっと待てぃ!?」

（もしかして七な紘づなも、こういうサービスをやる羽は目めになってるんじゃ!?）

　柾の脳内を稲妻の速さで駆ける想像……。





『──お待たせしました。アイスコーヒーです』

　頭を下げ去ろうとした七紘を、男が止めた。

『待ちたまえ。──ストローが二本。この意味が……解わかるね？』

『……あ、あの……わたし……』

『そのサービスも、君の仕事じゃないのかね？』

　男の責めるような口調に、七紘がスカートの前で拳こぶしを握り締しめた。唇くちびるを嚙かみ、何かに耐える風に一度瞳ひとみを閉じて──

『そ……それでは、失礼します──』

　男の正面に、七紘が向かい合う形で座る。

　──彼女の珊さん瑚ごの如ごとき唇が、男が既すでに咥くわえたストローが刺さるアイスコーヒー、そこにもう一本刺さるストローへと近付いていき……。




『ご注文の、プリン・ア・ラ・モードです』

　七紘が置いたスイーツに、舌なめずりする男。

『早さつ速そく頂こうか。──いや、その前に……』

　男は七紘を呼び止め、スプーンを突き付けた。

『このプリンを──ふーふーして冷ましてくれ』

『………………は？』

　七紘が、惚ほうけた様子で訊きき返した。

『だから、このスプーンでプリンを掬すくい、息を吹きかけて冷ましてくれたまえ！　そしてそのまま「あ～ん♥」と食べさせてくれると嬉うれしい！』

『え、えと、あの……』

『美お味いしくするおまじないなんだ！　お願いだ、やってくれぇぇええええええええ!!』

　嘆願の雄お叫たけびを上げる男に、慈いつくしみ深い七紘もさすがにドン引いていた。






（──まだ間に合う。この店の店長を止めよう、命を懸かけて）

　決意した柾が席を立とうとした、瞬しゆん間かんだった。

（──また、甘い香り？　何かの花の……？）

「──お待たせしましたっ」

「──すまない。待たせた」

　そんな台詞せりふと共に柾まさきたちの許もとに運ばれてくる、ペペロンチーノセット（柾の）とクラブハウスサンドセット（蒼そ良らの）。──それをお届けするウェイトレス二名。華やかなウェイトレスたちの中にあって一ひと際きわ輝かがやく彼女たちの美び貌ぼうに、周囲の男たちが感嘆の声を漏もらした。

「鷹たか宮みや蒼良がクラブハウスサンドセットだったな？　オレンジジュースとデザート付きだ」

　料理を並べて蒼良の横に腰を落とす臨のぞ美みに。

「来てくれたんですね。嬉うれしいです、柾くん。──で、でも、その、タイミングが……」

「──な……七な紘づな!? ──って、ぶひょっ!?」

　柾がまたも吹いたのは、致し方なかった。

　──予想すべきことだったが。七紘も臨美が着ているのと同じ、露ろ出しゆつ度どの高いメイド衣装を着用していた。

　裾すそがフリルで装よそおわれたスカートは太ふと股ももまで。

（しかも、ニーソックスを履はいて!?　スカートとそれの間に覗のぞく生脚が艶つややかで……！　それに丈が短過ぎるっ！　ちょっと前まえ屈かがみになったら、み、見えてしまいそうだ……!?）

　臨美をして乳房が半分剝むき出しになる胸元は。

（七紘ほど圧巻なサイズだと、大変目のやり場に困ることに！　は、半分どころか辛かろうじて頂点が隠されているだけで、三分の二くらい露あらわなような!?　こ、これは……少し動いたら零こぼれてしまいませんこと!?）

　さらに当の七紘は、柾注文の料理を持っているせいでそんな赤せき裸ら々らな肢し体たいを隠すこともできず、顔を耳まで炎の色に燃え上がらせている。

「──おびゅばっ」

　柾の頭から蒸気が噴出した。

　──これ、喫茶店のウェイトレスとしては度を越してエッチだろ!?　というツッコミは、口から魂たましいが出掛かっている柾にはできるわけもなく。辺りの男性客からも息を吞のむ気配が伝でん播ぱした。

（お、同じ衣装なのに、両もろ山やまよりデンジャラスだ……！　というか七紘の衣装、微妙にサイズが小さいんじゃ!?　だから余計エロく……!?）

　ＫＯ寸前の柾同様、蒼良も驚きよう愕がくの表情で口をパクパクさせている。……彼女の隣となりで臨美が、サンドイッチを手に取って蒼良の口へ近付けた。

「──こんな感じか？　あ～ん」

　蒼良が臨美の手からサンドイッチを齧かじり──

「──って、食ってる場合じゃないわよっ!!」

　蒼良が我に返ってテーブルをバンバン叩たたく。それに臨美が眉まゆをひそめた。

「騒さわがしいぞ、鷹たか宮みや蒼そ良ら。他の客の迷惑になる」

「そんなの知るかぁ！　両もろ山やまっ、アンタ七な紘づなへの心配は杞き憂ゆうだって言ってたじゃない!?　今のあのコの格好の何ど処こが杞憂なのよっ!?」

「……何処かおかしいのか？　私と同じ制服だぞ？　少しばかりサイズが合っていないようだが、充分可愛かわいい──」

「可愛いのは認めるけど、露ろ出しゆつ度どが高過ぎるわ！　それに、こんな感じのデザインでサイズが合わないのはまずいでしょ!?　一歩間違うとポロリよポロリ！　それにこの店、接客も変だし！　普通の喫茶店はウェイトレスが客の口に料理を運んだりしないし、お客と一いつ緒しよに一つの飲み物を二本のストローで飲んだりしない！　……って、ちょっと待った。アンタが言ってたこの仕事が変わってるって……これを指して!?　両山……これを喫茶店の定番と思うとか、変わり者のアンタでも勘かん違ちがいが酷ひど過ぎるわよ!?　それと速はや水みっ、一人じゃツッコミがきついからそろそろ復活しなさい!!」

「……は。お、おぅ……？」

　息を切らせて臨のぞ美みにまくし立てる蒼良の救援要請に、柾まさきの目にわずかに光が戻る。──が。

「──ま、柾くん……失礼します！」

　──ちょこん。

「──ぽうっ!?」

　柾、刹せつ那なだけ幽ゆう体たい離り脱だつ。店中からどよめき。……ペペロンチーノセットをテーブルに置いた七紘が、次いで柾の膝の上に腰を下ろしたためだ。

（というか……七紘っ、スカートが短いせいか、俺の膝ひざとお尻しりの間に、その布地を挟み損なってます!?　ジーンズ越しに危なげなぷりりんとした感触がっ！）

「……は、恥ずかしいですけど、柾くんなら。そ、それではサービス、が、頑張ります……！」

　身動きができなくなった柾に身を預けながら、七紘がフォークでペペロンチーノを巻き取る。頰ほおに朱を散らし、七紘がフォークの先のパスタを柾の口へ差し出した。

「ま……柾くん──あ、あ～ん……」

「…………あ～ん☆」

　放心中の柾が、ロボットのような動きで七紘の手からパスタを食べさせて貰もらう。七紘、息を止めた強こわ張ばった顔で、それでも微笑。

「お、美お味いしいですか、柾くん？」

「……うんっ、旨うまいっ！」

「……良かったっ。いっぱい食べて下さいっ」

「ああ、もちろんっ──」

　恥ずかしげながらも仲なか睦むつまじい柾と七紘に、辺り一面から羨せん望ぼうの眼まな差ざしが注がれて──

　みしぃっ！　ぶごぎぃっ!!

　……柾まさきと七な紘づなの正面で、蒼そ良らと臨のぞ美みが木製のテーブルの縁をへし折った。


「──速はや水みは言ってる傍そばから何してるのよ!?」



「……その通りだ。正気に返れ、速水柾」

　蒼良の激げつ昂こうと臨美からの理り不ふ尽じんな非難に、柾ははっと冷静さを取り戻す。

「あ、いや……そうだっ。七紘！　あのさ──」

「──ひゃっ!?」

　焦あせったせいか柾の膝ひざが無意識に跳ねて、七紘のお尻しりを押し上げた。びっくりした様子で七紘が、柾に身を寄せる。……互いに息が掛かるほどに顔の距きよ離りが近付き、柾と七紘の時が停止する。

（……!?　……って、あれ？　またこの香り？　七紘、何か付けてる……？）

「……七紘、香水か何か付けてる？　花に似た芳香がするけど……？」

　くんくん鼻を利きかせる柾に、七紘が照れた顔で頷うなずいた。

「あ、はい。このお店のウェイトレスは、この香りのコロンを付けるようにって店長さんから……。お、おかしいですか……？」

「い、いや。ちょっと意外な感じがして。……七紘もそういうの付けるんだって」

「──普ふ段だんは付けませんよ。お仕事で決まっているので……。柾くんは、こういう香りを付ける女の子は……嫌いやですか？」

「……そんなことはないけど。──ただ、この香り何だか……？」

　──グァッシャ──ンッッ!!

　……先刻の柾以上の激音を立て、蒼良の手の内でオレンジジュースのグラスが粉砕される。

「──不・愉・快・だ・わ・っ!!」

「……確かに。こんな目前で速水柾と叶かの原はら七紘にイチャつかれるのは、胸がむかむかする……」

　フォークを知恵の輪のようにねじり、臨美が蒼良に同意する。……顧かえりみれば柾と七紘、密着状態で互いの匂においを嗅かぎ合っている様相であり。さすがに柾も少し反省した。

（……鷹たか宮みやも両もろ山やまも、怖いっ……！）

　怯おびえがクールな感情を呼び覚まし、柾に状況を俯ふ瞰かんさせる。

（と、いうか……さすがにこの店、おかしい！）

　改めて思い返して、柾はそう思う。

（こんなの喫茶店じゃない。いくら何でもやり過ぎで、ほとんど風俗店だ！　こんな所で七紘を働かせられるか!!）

「──七紘っ、これ以上こんな店にいたら駄だ目めだ！　早く、店から出よう……」

「──え？　あ、で、でも……」

　七紘が何か思うところがある風に目を逸そらす。はっきりしない表情で目をさ迷わせ──

（なぜ駄目なんだ!?　恋人の俺の頼たのみなのに、了承できない理由が何か──？　あれ……？）

　刹せつ那な。七な紘づなからする花に似た匂においが強まったように柾まさきは感じた。──と。

　……ちゅっ。

「ぴぴょぉっ!?」

　七紘が柾の頰ほおにキスした。柾本人ばかりか、蒼そ良らと臨のぞ美みも石像と化す。他の客からは歓声が上がった。

「──や、やっぱり駄だ目めです。仕事を投げ出すなんてっ。わたし、頑張らないと……！」

（それは時と場合によるんじゃないかな!?）

　心で叫ぶものの、身体からだはピクリとも動かない柾。何か追い詰められている気がして、汗だくになる柾。その膝ひざの上で七紘が座り直し、正面から向かい合う形になった。──彼女の口にはいつの間にか、ペペロンチーノに付属してきたサラダの、プチトマトが咥くわえられていて。

「──んっ……！」

　赤面しまくりで瞳ひとみを閉じた七紘が、それを柾へ向けて突き出した。

（こ、これはもしや……口で取ってと言うことですかぁああ!?）

　七紘の恐るべき要求に、柾熱暴走。あうあう助けを求めて蒼良を、臨美を見る。

　──蒼良も臨美も奥歯を嚙かみ締しめた顔で、何かに耐えるように肩を震ふるわせていた。彼女らは確認し合うように目配せをし……唐とう突とつに蒼良が小さいサンドイッチを、臨美が蒼良のデザート、マンゴープリンの付け合わせのチェリーを口に咥える。……二人は席を立ち、柾へ寄ってきた。
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「「──んっ」」（←蒼そ良らと臨のぞ美み、七な紘づなと同じ体勢）

（──意味解わからんぞっ!?）

　柾まさきの不理解に、蒼良が手に持ったメモに殴なぐり書きで答えを書いていた。

『これ以上そんな真ま似ねするなら、アタシたちにも同じことをやって貰もらう!!』

（余計に意味が解らなくなったっっ!?）

　混乱して柾は、目前の三人の少女を見詰める。

　恋人の七紘。ふるふる震ふるえながら柾へと顔を近付ける彼女は、全身から恥ずかしさの感情を振り撒まいている。……柾にすがり付く七紘は、乳房を柾の胸板に押し付ける形になっていて。たゆんだ形を柾の視覚に、柔らかさ＋弾力を柾の触覚にお届けする。

　微妙な関係の蒼良。怒おこったように柾を睨にらんでくる彼女は、しかし頰ほおを思い切り真っ赤にしていた。……実はキャミソールがずれてブラチラし掛かっているのだが、蒼良はそれに気付かずにいる。黄色い下着が垣間見えた気がして、柾は慌あわてて視線を逸そらした。

　関係自体が説明し難にくい臨美。一見無表情に柾を見上げてくるが、心持ち頰が赤みを強くしている。……ところで大変なことに、彼女はブラを着けていない。なぜ解ったかと言えば、彼女のメイド衣装の大きく開いた胸元の隙すき間まから、小粒の頂点の突起が見えてしまったからで──（う──うにゅおおおおおおおおおお～～!?）

　柾の脳内が溶岩の色に染まった。視界の到る所で、客やウェイトレスが何かを期待するように柾たちを凝ぎよう視ししていて……。

（それら全部、耐え切れないっ！）

　──爆発寸前で柾は、己おのれの膝ひざの上の七紘を横の椅い子すへ乗せ換える。蒼良も臨美も尻しり目めに、彼は立ち上がった。

「わ、悪いっ。……トイレだっっ！」

　情けない建前を掲げ。柾は女子が入れない男のご不ふ浄じようへ避ひ難なんした。




　……そのまま柾、男子トイレに籠ろう城じよう中ちゆうである。

　この店の男子トイレは店舗自体にそこそこの広さがあるためか、意外にスペースがある。小用三つ、大用二つの便器が設置されていた。……その内の大用個室便器の一つを占せん拠きよし、柾は頭を抱える。

「……出るに、出られない……」

（トイレから出て席に戻ったら……また七紘にああいうことをされてしまう……！）

　七紘のセクシーなウェイトレス姿を思い出し、柾は首をブンブン振った。

（いや、七紘とイチャイチャすることが嫌いやなわけじゃないんだっ。恋人なんだし、そういうことをしたい気持ちはあるっ！）

「……ただ、今回みたいなあれは違う……！」

　こうしている内に見る見る膨ふくれ上がる違和感に、柾まさきは真剣な眼まな差ざしを天てん井じように向けた。

「冷静に考えて、今日の七な紘づなはおかしい……」

　行動が、いつもより少々過激だった気がする。

「普ふ段だんは、恋人の俺にシュミーズ姿すら見せることを恥ずかしがる彼女だぞ……？」

　そんな七紘がおっぱいをああも晒さらす衣装を、平然とではないものの着こなしていることからして異常だ。

「……しかも、他の男の目もある中で……」

　七紘なら、そんな状況に普通耐えられない。

「……何か、七紘らしくない……？」

　そう思った柾が閃ひらめいたのは、自分がまなこに肉体を乗っ取られた時のことだ。

「まさか、七紘も誰だれかに肉体を奪われてる？　実は、中身は本当の七紘じゃない？」

（そんなまさか──とか、一いち概がいに否定できない）

　近ちか頃ごろ何度も、超常現象に遭そう遇ぐうした身としては。

（あり得ないことも、ない気がしてくる……）

「……う～ん。でも、まなこの件は解決したんだぞ？　それでまたそんなこと、起こり得るんだろうか？　確かにこの店の店長、幽ゆう霊れいみたいだし。店自体もホラーハウス染じみてるけど……」

『失礼なこと言わないで下さいっ』

「でも、事実だし──って？」

（今、誰かの声が……？）

　柾が戸惑って個室内を見回した。──刹せつ那な。

　──コンコン。

「──柾くん？　ここですか？」

　七紘の声。柾がのけ反る。

「な、七紘!?　こ、ここ男子トイレだよ!?」

「大だい丈じよう夫ぶですっ。清掃中の札、立てました！　他の人が入ってくることはありませんから。……柾くんだけなら、わたしは平気ですっ！」

（俺は何も平気じゃないよ!?）

　柾は「うぎゃ～」と声を上げ、七紘に訴える。

「七紘、早く出るんだっ。ここは……女の子が入るような場所じゃない!!」

「……そ、その要求は、聞けませんっ」

「なぜに!?」

　拒否する七紘に柾は困惑の極致に立つ。

（七紘……おかしいっ。限りなくおかしい！）

　七紘はこんな、男子トイレに特攻などかます女の子ではなかったはずだ（蒼そ良らなら解わからないが）。異常、異様。柾まさきの疑念に拍車が掛かる。

（やはり何かに取り憑つかれているとか？　そうじゃなくても正気じゃないような……？）

　──どうにかしてそれらを確かめる術すべはないか？　柾は頭を巡らせる。……と。

「……あ、あの……柾くん。わたし、ちゃんとできてませんか……？」

「──え？」

　弱々しく七な紘づなに問われ、柾は思考を中断した。

「蒼そ良らや、両もろ山やまさんから聞きました。柾くん、わたしが仕事をちゃんとできてるかが心配で、様子を見に来たんだって。……わたし、ちゃんとできてないんですね？　だから柾くん、嫌いやになってトイレに逃げ込んじゃったんですよね？」

「──え、えと……」

　普ふ段だんなら「そんなことはない！」と即答して七紘を励ます柾だが、今回に関しては……。

（い、一いち概がいに否定できない……）

　今の七紘は、喫茶店のウェイトレスの仕事を普通にちゃんとこなしているとは、言えない。それが嫌だからなのではないが、柾がトイレに逃げ込むことになった原因であるのは確かで。

　こういう時であっても噓うそを吐つくことは苦手な柾。不自然な沈ちん黙もくが、正直な気持ちを代弁してしまう。個室のドア越しに七紘が落ち込む気配を感じ、柾は唇くちびるを嚙かんだ。

（今の七紘が普段と違ってるのは事実だけど）

　扉の向こうの七紘の顔に落胆を浮かべさせているのは自分。その事実が柾の良心を責めた。

「……わたし、本当に駄だ目めですね……」

　七紘の声が、かすかに湿り気を帯びる。

「ウェイトレスの仕事、もう何日もやってるのに。新しいことをやらなきゃいけなくなると、全然仕事に付いていけなくなります。今日も、お店で新しく始まったサービスを、ちゃんと柾くんにしてあげなきゃいけなかったのに……」

（──いや、あのサービスについては、されても俺が困るんだけど!?）

　とは内心で思うものの、七紘のへこみように迂う闊かつに口を挟めない柾。

「……このメイド服にもいつまで経たっても慣れませんし。これくらいで恥ずかしがってたら、駄目ですよね……」

「……い、いやっ、駄目とかそういうことではないと思う！」

　……何か言わなければ。焦しよう燥そう感かんに押され、柾は口を開く。

「服なんてものは人それぞれだ！　似合う服もあれば似合わない服もある。すぐに着慣れる服もあれば、いつまでも着慣れない服があったとしてもいい！　要はその人に合っているかだ！　……七紘には、そのメイド服は向いていない。そして、それに何も悪いことじゃないんだ！」

　柾の真しん摯しな言葉に、七紘が沈黙した。……後、はにかんだような、声。

「……ありがとうございます、柾くん。柾くんの言葉は……いつもわたしに力をくれます」

「あ、いや、そんな……」

　照れ照れと柾まさきが頭を搔かく。くすぐったさに、思わず笑みが漏もれた。──ところで。

「──それから……解わかりました。柾くんは……メイド服は嫌きらいだったんですねっ」

「……へ？」

　七な紘づなが出した結論に、柾はぽかんとした。

（……七紘は、何を言っているんだ？）

　柾が疑問符を浮かべると同時──個室の真上に開く隙すき間まから、ぽーんと何かが降ってくる。

　──ヘッドドレス。合わせて七紘の声。

「今すぐ──別の衣装に着替えますっ！」

　凄せい絶ぜつな音を立て、柾が頭を壁に打ち付けた。──が、その一いつ瞬しゆんの隙が致命的。柾が止める間もなく、ドアの向こうから衣きぬ擦ずれの音。

（まさか──もう脱ぎ始めてる!?）

「待つんだ七紘！　それは駄だ目めだぁっ!!」

　男子トイレで柾と二人きり。しかも二人の間は一枚の扉が隔へだてているのみ。……そんな状態で七紘の生着替え。ヤバいどころの話ではない。

（そ、それも話の流れからして……あの露ろ出しゆつ度ど馬ば鹿か高いメイド服より、スペクタクルな衣装になろうとしてる!?）

　それはどんな物か？　……柾には想像不能であったが、未成年に見せられない代しろ物ものであるのは理解できる。

（てか、俺も未成年ですよ!?　その上、それを着る七紘も未成年なのはもっとまずいだろ!?）

　──止めねばならない、七紘を。そう柾は意を決するものの、一瞬遅かった。

「……い、今、メイド服を脱ぎ終わりました！」

　七紘の実況に、柾大回転。

（ＹＡＢＡＩ！　ＯＰＰＡＩ!!）

　柾が七紘を止めるには、今いる個室から出る必要があった。……だが、今そこから出ると、メイド服を脱ぎ捨てた下着姿の七紘がいる。……そして非常にまずいことに、柾が見た限り七紘も臨のぞ美みと同じく、ブラを着けているようには見えなかった。つまり……。





『……柾くん……』

　手ブラで自身の乳房を隠す七紘。──けれど七紘の超絶ボリュームの爆乳は、彼女の繊せん手しゆではとても隠し切れるものではなく。大半は剝むき出しの己おのれの柔乳に、七紘の頰ほおは林りん檎ごもかくやに赤く赤く色づいて。

　さらに、七紘の腰から下を装よそおうは、純白レースのショーツと白のニーソックスのみで。かなりマニアックな色香が、七紘の全身から立ち昇る。






（で、出られるかここからぁぁああああああ!?）

　しかし、出ないという選せん択たく肢しでは状況が好転しない。……むしろ、緩ゆるやかに悪化する。

　──ぱさっ……。

　ふわっとまた個室内に放り込まれた物は……。

（──例のメイド服さんですよぉおおおお!?）

　自分の頭に被かぶさったそれを振り払おうにも、七な紘づなの着ていた物だと意識して邪じや険けんに扱うこともできず、柾まさきは掲げ持って足あし踏ぶみする。

（だ、駄だ目めだこれ以上は～！　……いや、最も早はや手遅れな気もするけどっ。これ以上七紘にこういう無む体たいなことをさせるわけにはいかない!!　──だ、だけど……どうすれば!?）

　七紘を止める手段を見み出いだせぬ柾。苦悩に奥歯を嚙かみ締しめる。──瞬しゆん間かん。

「────んきゃぁっ!?」「!?」

　突然、七紘の悲鳴。──七紘に何が起きた!?　柾の頭から瞬時に躊ちゆう躇ちよは吹き飛び、恋人の危機を救うべく個室から飛び出す。

「七紘!?　どうし──ごぼっっ!?」

　柾の顔面を、水流が襲おそった。

「ぶぉ……っ、何事っ!?」

　口や目に入る水に辟へき易えきしながらも、柾は七紘の姿を探して──驚きよう愕がく。

「──や……！　何ですかこれぇ!?」

　そこにいたのは……ある意味伝統的な格好をした七紘だった。

　むちむち、ぷりりんっ。

（──レ、レオタード……!?）

　ただし体操選手が着るような物ではなく。前は胸元、後ろは腰の辺りまでしか布地がなく、それで肩かた紐ひももないものだから、先までのメイド衣装のように七紘の双そう丘きゆうが凄せい絶ぜつに危ういことになっている。

（そ、その上超ハイレグ……!?　さらにそこから伸びる脚を覆おおうのは……）

　網タイツ。七紘の脚線美に密着した網あみ目め模様が、そのすらりとしたラインを際きわ立だたせる。

（──そ、そして……）

　──ぴょこんっ。

　七紘の髪を飾る、ウサ耳カチューシャ。

（──ＢＵＮＮＹ　ＧＩＲＬ～～～～～!?）

　確かに、メイドより扇せん情じよう的てきな姿だった。が、ひとまず柾はそれに凝ぎよう固こすることはなかった。──七紘に向けて、隅の蛇口に繫つながったホースから勢いよく水が噴出されていたからだ。……それも、誰の手にも持たれていないホースから。しかも、そういう状態のホースが水流の勢いで暴れている雰ふん囲い気きではない。まるで蛇へびが鎌かま首くびをもたげる如ごとく。明確に七紘を狙って水流が噴射されている。──そして。

『うちの、喫茶店でっ、そんな破は廉れん恥ちな格好！　しないで下さい!!』

「……っ!?」

　男子トイレに反はん響きようする誰だれかの声。──しかし、声の主は見えない。普通なら背筋が震ふるえる現象だが……柾まさきは七な紘づなのためなら怖いもの知らずだ。燃え滾たぎる七紘への想おもいのまま、迸ほとばしる。

（何かは知らないが──！）

「──やめやがれ、コラァッッ!!」

『……ひっ!?』

　柾の大だい音おん声じよう。空気がビリビリ振動する。その衝しよう撃げきに弾はじかれたように、ホースが床に落ちた。

「──七紘っ」

　合わせて床に崩れ掛けた七紘を、柾が支える。七紘のあられもない格好に柾の血液は沸ふつ騰とうしていくが、今は彼女への心配が勝った。ひたすら彼女の名を呼ぶ柾に、七紘がうっすら目を開く。

「……ま、柾くん……？　──え？　あれ？」

　七紘が頭痛を堪こらえる風に顔をしかめ、辺りを見回し……瞬しゆん時じに顔面が真しん紅くに変わった。

「えっ？　男子トイレ!?　わたし、何でこんな所に!?　──え？　え、ええっ!?」

（……あれ？）

　この七紘の反応。それはいつも通りの彼女に近くて。柾は目をパチクリさせる。

（……いつもの七紘に、戻った？）

　どういうことかと柾は軽い困惑。

　さらに七紘は自身の身体からだを見下ろし、己おのれの格好に気付いた。……顔ばかりでなく、耳も首筋も、身体全体をも赤熱に染め上げる。

「わ、わたしなんて格好……!?　──まままま、柾くん…………見ないで下さいっっ!!」

　七紘、大絶叫。胎たい児じのように身を丸め、自らを搔かき抱く。

「あ……あうぉ──」

　そんな七紘の羞しゆう恥ち極まった姿に、柾も彼女への義務感で押し込めていた男の性がむくむくと首をもたげてきた。

（ぬ、濡ぬれた髪が七紘の肢し体たいにまとわり付いて。ボディラインに沿って流れていく様が、何とも色気に溢あふれて……!?　そ、それから水に濡れたレオタードがますます七紘の身体に貼はり付いて……ノオオ!?　む、胸なんか先っちょの尖とがった部分まで確認でき……!?）

　血液が光の速さで体の一部に集まっていく。何とも後ろめたい気持ちが膨ふくれ上がり、けれどそれ以上にとある部分が膨れ上がってきて、柾は袋小路に迷い込んだ。

（ま、まずいっ。このまま七紘と密室にいたら、俺は獣けものになってしまう……！）

「……な、何でわたし、こんな……？　──え？　あれ……？　そうじゃないです、お客様に……もっと……サービス……」

「……ぅえ？」

　羞しゆう恥ちに打ち震ふるえていた七な紘づなが、ぶつぶつと壁を向いて呟つぶやき始めた。……何やら柾まさきは不ふ穏おんさを感じる。

（……せ、せっかく正気に戻ったみたいだったのに……また？）

　その上今の柾はビースト化寸前である。限りなくＭＡＺＵＩ。──しかも。

　──壁に向かい、柾に背を向けた七紘。──必然的に見えたお尻しり。丸く可愛かわいい尻尾しつぽが付いたそこは……。

（────Ｔバックゥゥウウウウウウウウ!?）

　七紘の美び麗れいな曲線を描く二つのお山。その間の谷に収束していくレオタードの布地。強きよう烈れつな喰くい込みが、絶景を作り上げて……。

　臨界点突破。──柾、大爆走。

「ご──ごめんよぉぉおおおおおおおおっ！」

　柾、猛スピードで男子トイレを脱出。ばかりか、その勢いのまま店内を駆け巡り──

「六ろつ根こん清しよう浄じよう！　風・に・な・れ・ぇ!!」

　欲望を蹴け散ちらすべく、喫茶店内からすら駆け出して行った……。

[image: ]




　喫茶店に入る前、蒼そ良らと会ったポストの付近にまで戻り、柾まさきはぜえぜえ息を吐はいていた。

　焼き焦こがすような陽光が柾に降り注ぐが、彼の服は水を多量に吸っているため、余りその温度を感じない。

「……太陽よ。このまま気化熱と一いつ緒しよに、俺の欲望の熱も奪っていって欲しい──」

　そう柾が独白していると。

　──ポン。

「──うんぎゃああああああああああああ!?」

「ぅわっ!?」

　突とつ如じよ肩を叩たたかれた柾、絶叫。叩いた方も驚おどろき、数歩飛び退しさった。

「な、何さ柾？　猫が踏ふん付けられたみたいな声出して!?」

「しょ、聖しよう介すけ!?　……脅おどかすなよ、お前……」

　バクバクいう心臓を押さえ、柾が聖介を睨にらむ。前後のことを知らない聖介は、訳が解わからない風に眉まゆをひそめた。

「……というか聖介。お前こんな所でどうしたんだ？　剣道部の練習は……ああ、終わってるのか……」

　学校の制服姿の聖介が提さげる剣道具の袋に、柾はそのことを理解して目元を揉もんだ。

「……むしろ僕は、君が何をしてるのかが理解できないんだけど？　確か、叶かの原はらさんのバイトの様子を見に行くって言ってなかった？　それで何で、見たことない女の子と一緒に居るの？」

「……へ？」

　聖介の発言に柾は周囲を見回すが──周りにはそれらしい人影など全く見当たらず。

「……聖介、お前何ど処こ見て言ってるんだ？　俺の近くに今、女の子なんて──」

『──あたしが、見えるんですか!?』

「……へ？」「──え？」

　──突然響ひびいた少女の声。しかし柾の目には、その声を出した相手は影も形も見えず。

「……はい？　え、ええと……？」

　ただ聖介は。霊視能力を持っている彼は、真に幽霊を見た如ごとき顔で、柾の傍かたわらの空間を凝ぎよう視ししていた──




　　　　×　　　　×　　　　×




　──しばし後。

「……つまり、君はさっき七な紘づなに水を掛けてた相手であり……幽霊なんだな？」

　柾は自分の右みぎ隣どなりを睨むように見て、確認した。

「……柾まさき。彼女がいるのは反対側だよ」

　聖しよう介すけの指摘に、柾はそちらへ向き直る。

『はい。……ごめんなさい。あたし、さっきは動揺してて……』

　申し訳なさそうに柾に話す声。しかし柾には、相変わらずその声の主が見えなかった。

　先刻、七な紘づなに誰だれも持っていないホースが襲おそい掛かった現象。それを引き起こしていたのが、この声の相手なのだという。幽ゆう霊れい。そう簡単には信じられないことではある。……普通なら。

「……でも、前に柾が幽霊になってた例もあるしね。そういうこともあるってことか……」

　聖介の主張に、柾も頷うなずくしかない。

　その、幽霊になっていた時の柾を、ただ一人認識できたのが聖介だった。彼は、霊視能力を持っている。その力が本物だと、柾自身がよく解わかっているわけで。その聖介が「見える」と言う以上、今柾の横にいる幽霊の実在を、柾も認めざるを得ない。

「聖介、訊ききたいんだが。──どんな奴やつ？」

　幽霊がいるはずの辺りを指差して、柾が聖介に問う。聖介はやれやれと肩をすくめた。

「──柾。女の子をどんな奴呼ばわりは駄だ目めだよ。……僕らより、いくつか年下かな？　僕らの卒業した中学の制服着てるし、後輩になるのかも？　それに、なかなか可愛かわいい子だよ」

『え？　えっ!?』

　びっくりしたような声が、柾の横から響ひびいた。

「赤くなった。初うい々ういしくて、余計に可愛いね」

「……聖介。からかってないで本題行くぞ？」

　呆あきれ気味の顔で柾は、聖介を制した。

「──とにかく。この幽霊が年下の女子らしいってことは解った。……で。そもそも君は何だ？　名前は？　あの喫茶店をうちの喫茶店と言っていたけど、どういうことだ？」

　柾の質問、一つ一つを吟ぎん味みするように黙だまった後、再び幽霊少女の声が響く。

『あたしは、伽きや羅らって言います。あの喫茶店の、店主の娘です』

「……娘？　あの店長の？　……う～む……」

　幽霊少女──伽羅のいる辺りを見詰め、唸うなる柾。思い出すのはこちらこそ幽霊的な喫茶店の店長の外見。

（……あの店長の娘が幽霊。……シュールだ）

「……そういえば。この近くの喫茶店の娘さんが、春に交通事故に遭あったって。……君が……？」

「！　……ああ。そうなのか……」

　柾も気付く。目の前にいるはずの伽羅という少女。彼女が幽霊であるというなら、既すでに……。

（俺みたいに、神様に一時的に肉体を奪われて幽霊になって、その後肉体に戻れるなんて事態も、そうはないわけだろうし……）

　しんみりしてしまった少年二人。……それに、当の幽霊少女が慌あわてたように声を出す。

『そ、それよりもですね。実はお二人にお願いしたいことがありまして……』

「「……お願い？」」

　柾まさきと聖しよう介すけが顔を見合わせる。

『はい。その、速はや水みさんのお友達の、叶かの原はらさんにも関かかわることなんです』

　七な紘づなの名が挙がったことで、柾の瞳ひとみは鋭さを増す。

「……一体、どういうことだ？」

「……だから柾。彼女がいるのは……もういいや、続けて伽きや羅らさん」

　こりゃ駄だ目めだと首を振り、聖介は伽羅を促す。

『あたしのお父さんと、うちの喫茶店を助けて欲しいんです』

　そう前置きして、伽羅は語り出した。

『発ほつ端たんは、あたしが交通事故にあってからです。……お父さん、あたしの事故以降、ずっと塞ふさぎがちだったんです。何も手に付かない状態で、だから喫茶店もどんどん客足が遠のいて……。あたし、何とか立ち直って欲しくて、見守っていたんですけど──』

　自分で言っていてその頃ころのことを思い出したのか、伽羅の声が沈む。

『でも、幽ゆう霊れいのあたしにはどうにもできませんでした。……一応ポルターガイスト？　みたいな感じで少しは物を動かせるんですけど。お店でそれをやると皆驚おどろいて逃げちゃいますから。……だからあたしにできることは、「お父さんが立ち直りますように」「お客さんがたくさん来てくれますように」って、神様へお願いすることくらいで。──でも』

　途端に、伽羅の声の響ひびきが変わった。

『七月の頭くらいに、変なのが店に来たんです』「「……変なの？」」

　柾と聖介に、伽羅が頷うなずく気配。

『その変なのは、普通の人には見えないみたいでした。……あたしみたいに。ただそいつは、人の心を操る、みたいなことができる感じで。それを利用してお父さんを操って、店を好きなように変え始めたんです……』

　伽羅が『ううっ』と呻うめいた。

『……最初は、女の人を大勢雇って、メイド服とか、ちょっとマニアックな制服を着せるとかの程度だったんですけど。……それでお客が増え始めたらどんどんエスカレートしていって。き、今日はついに、ウェイトレスの人たちに、エ、エッチな服を着させて、風俗店みたいな接客をさせるほどに……』

「──ん何ぃ!?」

　そこまでの話を聞き、柾が吠ほえた。──確かにそれは七紘にも関わることだった。

（七紘が変だったの、やっぱりそんな作為的な要因があったのか！　た、助けないと!!）

『──しかも、その変なのが来てから、段々とお父さんが瘦やせていってっ。まるで生気を吸収されてるみたいに！　だから、何とかしてくれそうな人を探してたんです。……でも、あたしの声は普通の人には届かなくて。今日、やっと少しだけ、あたしの声が聞こえる人を見付けたんです。その人に気付いて貰もらおうと後を追っていったら、その、男子トイレで……』

「……ああ。その聞こえる奴やつって、俺だったのか……」

　呟つぶやいて柾まさきが腕組み。

「……でも、なぜに俺には彼女の声が聞こえるんだ？　聖しよう介すけが姿も見えて声も聞こえるのは、まなこのご神体から授かった力があるから解わかるけど……？」

「──前に幽ゆう霊れいになってたせいじゃないかな？　それで、僕ほどじゃないけど霊能力が開花してるとか？」

「……中途半はん端ぱだな……」

　聖介の予想に、微妙な感じだと柾は頭を搔かく。

「──まあ、とにかく。あの喫茶店がおかしなことになってると、確信できたのは幸いだな。七な紘づなのためにも、何とかしてやらないと。伽きや羅らの言う、その変なのを追い出せばいいわけだ。……あ。でもそいつ、もしかしたら俺には見えないかも……。聖介、一いつ緒しよに来てくれ──」

「……それはともかく。僕は少し気になることがあるんだ」

　聖介が伽羅の方を向く。

「伽羅さん、君、神様にお願いしたって言っていたけど、もしかして何ど処こかの神社でお祈りをしたりした？　例えば──明重神社って所で？」

『──え？　何で知ってるんですか？　はい、幽霊になってから、何度か。この近所で、一番有名ですからね。明重神社は……』

　伽羅の返事に、柾は固まる。

「ま──またまなこのせいなのかぁああ!?」

　怒ど号ごうを上げて駆け出そうとする柾を、聖介が引っ摑つかむ。

「……待った柾。決め付けるのは早い」

　思い切り思考を巡らせている顔の聖介が、柾に尋ねる。

「柾。まなこ様に連絡取れる？　大至急」

「……まなこもこの前、携帯電話を契約したし。それに掛ければすぐだけど──」

　戸惑いつつも柾は、携帯電話を取り出して。

「……ん？　──ぎゃああっ!?　壊こわれてる!?　さっき水を浴びまくった時か!?」

『え？　ああっ！　すみません!!』

　悲鳴を上げる柾と伽羅に、聖介が溜ため息いきを吐つき自分のケータイを取り出す。まなこのアドレスを訊きいて、柾の代わりにメールを送信。

　何か、異様に真ま面じ目めな顔をしている聖介に柾は困惑顔。まなこのことを知らない伽羅は、柾には見えないが余計に混乱している様子で。

「……聖介？　なあ、一体どういうことなんだ？　お前、何を……？」

「気になる点は、二つあるんだ」

　柾まさきの疑問に、聖しよう介すけは指を二本立てる。

「伽きや羅らさんの喫茶店に変なのが来たのが、僕らの所にまなこ様がやって来た時期と重なるの、気付いてる？」

　聖介に言われて、柾は凝ぎよう結けつした。要は、明めい重え神社からご神体がなくなっていた期間。それで柾は連想することがあった。




『──大変なことになる前に早くまなこのご神体返すべ!!』




　まなこが言っていた言葉が、柾の脳裏に甦よみがえる。

「あの時まなこが言ってた大変なことってやつに──何か関かかわってるのか、これ!?」

　柾の問い掛けに、聖介は口を結ぶ。

「そこまでは確信持てないんだけど。──君の家から、明重神社の文献を借りてただろう？　それにさ、その辺りのことも載ってたんだけど。……ちょっと、とんでもない内容で。これが僕の予想通りにそっち関連のことなら──まなこ様の力が要るかも。僕らじゃ少し、荷が重い」

（普ふ段だんおちゃらけてるこいつが、こうも……）

　柾は息を吞のんで聖介を見詰めた。

「──そしてさ、柾。実はとてつもなくまずいことかもしれないんだけど……」

　聖介が、神妙な面おも持もちで辺りを一いち瞥べつ。その顔を歪ゆがめた。

「……君らの言う喫茶店、何処？　僕には全然、それが何ど処こにあるか解わからない」

「『……へ？』」

　聖介の謎なぞの発言に、柾と伽羅が呆ほうけた声。

「聖介？　それってどういう……？　喫茶店はすぐそこだよ、ほら！」

　柾が喫茶店を指差すも、聖介はそちらを見て、目を凝こらすように細めるばかりで……。

「……駄だ目めだ。これ本当にまずいかも。──柾。僕の目には、その喫茶店が映らない」

「──え？　見えてないってことか!?　何でそんなっ!?」

　柾の理解できないという叫び。聖介の顔には冷や汗が浮かぶ。

「……僕も霊視能力を得てから、この力のことを色々調べたんだけど。こういうことってあるらしいんだ。──その霊視能力の持ち主では、どうしようもないほど危険な霊現象に関するものを見た時。それを認識できなくして、持ち主がそもそもそれに近付かないようにするっていう現象。本能的な防衛機能。……つまり、君らの言う喫茶店はそこまでヤバい霊的現象の渦中にあるってこと……」

　聖介の言い分に、柾の背筋が冷える。

「……今更言ってもだけど。柾、君は叶かの原はらさんたちを、何が何でも喫茶店から連れ出しておくべきだったかもしれない。僕が思うに──」

　聖しよう介すけは、一いつ旦たん息を継ぐ──




「──その喫茶店、かなり深刻に、呪のろわれてる」




　　　　×　　　　×　　　　×




　柾まさきが逃げ去った、喫茶店の男子トイレにて。……一人取り残された七な紘づなが、暗い溜ため息いきを吐つく。

「柾くん……逃げちゃいました……。わたしが……駄だ目めなせいですよね……？」

　己おのが身に纏まとうバニーコートを見下ろし、七紘の表情が暗く落ち込んでいく。……そんな中。

『……ンン？　──オオ!?　そうか、そうなのネ、あの二人！』

　──トイレ内に野太い声が響ひびいた。

　……とはいえ、七紘はそれに気付かない様子で。水に濡ぬれて寒いのか、少し身を震ふるわせた。

『イイじゃない。イイじゃな～い。あの二人を上う手まく利用すれば、ワタシはこんな場末からも脱出できるワ。──あの憎にくい天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことにも、一泡吹かせられるしネ』

　喜びを隠し切れぬ声こわ音ねで、それは七紘へ囁ささやき掛ける。

『……アナタ、もっともっと頑張らなきゃ駄目ヨ。じゃなきゃ彼もお客様も、満足なんて無理無理無理ヨ！』

「──柾くん……満足させられない……ですか？　じゃ、じゃあどうすれば……？」

　今度はその声は、七紘にも届いた。しかし、その声の主が七紘には見えない。異常事態。が、七紘はそれを不自然に思わず。──思うことができないようで。

『まだその衣装じゃ、アナタの魅み力りよくを引き出し切れないのヨっ。もっと、もっと過激に、露ろ出しゆつして！　そうすれば男の子の心はアナタのものヨ!!』

「……わたしのもの……柾くん……」

　七紘の声が、徐々に狂気染じみたものを含んでいく……。

『──アナタには、もっと相応ふさわしい装よそおいがあるのヨっ。それを着ればアナタはパーフェクト！　さあ、纏いなサイっ！』

　七紘の前に、降りてくる衣装があった。それを手に取り、七紘がぼんやり呟つぶやく──




「……これを着れば、柾くんも──」




　──七紘の纏う花の香りが、また一段と強さを増した。

　……むせるほどに──







[image: 第５話　妖花の咲く昼下がりに]
















「──その喫茶店、かなり深刻に、呪のろわれてる」




　高校二年の同級生で同じ剣道部員、さらには幼おさな馴な染じみで親友でもある少年、宇う月づき聖しよう介すけが眼鏡を押し上げ告げた途と端たん。速はや水み柾まさきは鉄鉱石の塊かたまりの如ごとき巨きよ軀くを、示された喫茶店へと発進させた。

「──柾っ!?」『速水さん!?』

　西洋剣的瘦そう軀くに驚きよう愕がくを走らせる聖介。そして、誰だれもいないはずの彼の隣となりから少女の悲鳴。──しかし、柾はそんなものでは止まらなかった。

「鷹たか宮みや、両もろ山やまっ……七な紘づなぁっ！」

　焦しよう燥そう混じりに親しい少女二人と、何より大切な恋人の名を呼ぶ柾。……その先に、中天の夏の陽ひに照らされながら、それでも薄うす暗ぐらさを感じさせる灰色のモダン建築が待ち構えていた──




　器量、性格、成績、家柄、全すべて優。非の打ち所のない柾たちのクラス一、ばかりか学校一の美少女たる、叶かの原はら七紘。柾の恋人でもある彼女が、とある喫茶店でアルバイトを始めた。……発ほつ端たんはそんな些さ細さいなことだった。

　その喫茶店のウェイトレス制服が萌もえ満載のメイド服だったことから、七紘を不ぶ躾しつけに見る客がいるのではと心配を募つのらせた柾。己おのれもバイトを始めた身だが、それの休日を使い七紘の仕事ぶりを確かめに赴おもむいたのが本日昼頃ごろ。──そこで柾は、恐るべき光景を目もく撃げきすることになった。

　……同じ目的で来ていた七紘の親友の少女、柾のクラスメイトでもある鷹宮蒼そ良らや。なぜか七紘と同じ店で働いていた同じくクラスメイトの少女、両山臨のぞ美みと遭そう遇ぐうしたことはともかく。──男性客に「あ～ん♥」と料理を食べさせ、一つの飲み物を二本のストローで一いつ緒しよに飲んでくれるウェイトレスたち。脳が沸ふつ騰とうするような絡からみが、その喫茶店では展開していた。

　奇くしくも、柾も七紘にそんなサービスをしてもらい。……さらに七紘は柾をもっともてなすため、バニーガールにまでなって。──純情な柾は普ふ段だんより大胆な七紘に錯さく乱らんし、喫茶店からの一時撤てつ退たいを余よ儀ぎなくされた。……そこで。




（俺は伽きや羅らという少女に出会った！）

　──正確には、出会ったでは変かもしれない。柾が背後を一いち瞥べつすると、呆ぼう然ぜんとする聖介。伽羅はその隣にいるはずであるが、柾には見えない。その声が聞こえる、ただそれだけなのだ。

　伽羅は、問題の喫茶店の店主の娘で……幽霊だった。そのため霊れいを見る才能などない柾には、その姿を垣かい間ま見みることすらできない。

　伽羅は柾と、偶然そこへ訪れた聖介に頼たのんできた。『お父さんと、うちの喫茶店を助けて』と。彼女の話では、あの喫茶店には怪異的なものが取り憑ついていて、店にいる人たちを操っているのだという。七な紘づなたちが破は廉れん恥ちな接客を行っているのも、それに操られているせいなのだと。

　にわかには信じ難がたい話であったが……柾まさきたちは以前にも何度か、同じように超常現象に遭そう遇ぐうしていた。柾自身、幽ゆう霊れいになったことさえある。……だから柾も聖しよう介すけも伽きや羅らの実在を信じたし、彼女の話も受け入れた。──だが。

「う、うおおおおおおおおおおおおおおっ!!」

　怒ど号ごうを上げ、喫茶店に突とつ撃げきしていく柾。店の前で行列を作っていた男たちが、魔ま獣じゆうの如ごとく歯を剝むく彼の形相にぎょっとして後退した。その隙すき間まを抜け、柾は喫茶店入口へと肉迫する。

（この目の前の喫茶店が、聖介には見えない！）

　そのことが、柾の安心を打ち崩していく。

　──聖介は霊視能力を持つ。幽霊等の本来目に見えない超常的存在を、その瞳ひとみに映すことができる力だ。だから彼には、柾には見えぬ伽羅の姿がしかと見えているらしい。……なのに。

　聖介には、柾たちには見える眼前の喫茶店が見えない。それは、霊視のある特性故ゆえだった。

　霊視は時として、見えるはずの超常的存在やそれに関かかわるものを、一切見えなくしてしまうことがあるのだという。──それは霊視の持ち主にとって、その超常現象が決定的に手に余る場合。能力の持ち主がその現象に興味を持って、近付くのを抑止するために起こる防衛反応。

　……聖介の霊視がそんな反応を起こしたのは、今回が初めてだ。それは一つの事実を表す──

（あの喫茶店で起きてることは、今まで俺たちが関わった超常現象のいずれよりも、ヤバい！）

　そして最悪なのは、七紘に蒼そ良ら、臨のぞ美み。柾と関係深い少女たちが……未いまだそんな喫茶店の中に取り残されているということだ。

（しかも、しかもしかもっ。あの喫茶店の超常現象は──エロ方面に特化している!!）

　先に挙げた以外にも、ウェイトレスが客の服の中に手を突っ込んであれこれしたり。客の男と薄うすいドアを隔へだてただけの所で生着替えしたり。

（そ、そんな中に七紘たちがいたら……本気で貞操の危機だろうがぁぁああああああああ!!）





『──あっ!?　嫌いやです、待って下さい！』

　テーブルへと押し倒された七紘が、右目下の泣きぼくろが魅み力りよく的てきな美び貌ぼうを悲痛に歪ゆがめた。

『七紘!?　──このっ、放しなさいよ！』

　サイドポニーを振り乱して、強気な少女──蒼良がそこに突っ込もうとするが……彼女は既すでに背後から男に拘こう束そくされていた。束そく縛ばくを緩ゆるめぬまま、男は蒼良のキャミソールやホットパンツの中に手を滑すべり込ませる。

『ひゃっ!?　や、ダメェエエエエエエッ!!』

　蒼良の真っ平らな胸で、男の指が這はい回った。

『……くっ、鷹たか宮みや、蒼そ良ら……！』

　蒼良を見て、三つ編みお下げの少女──臨のぞ美みが悔くやしげに呻うめく。二人の男に前後から挟まれた彼女は、メイド風衣装を見る見る剝むかれていた。小振りながら形良い乳房が零こぼれ、大きくまくり上げられたスカートから、サイドを紐ひもで縛しばって留めるショーツが晒さらされ……。

『ぅあっ、ま、待て……！』

　──そのショーツが、はらりと床へ落ちた。

『……いやぁ……柾まさきくん、助けて下さい……』

　……しかしそんな二人よりも、七な紘づなはさらに追い詰められていた。毛先がカールしたロングヘアが扇形に広がる上、臨美と同じメイド服を纏まとっていたはずの七紘の肢し体たいは、とうに豊かな双そう丘きゆうもくびれた腰も、上向きのお尻しりも……穢けがれなき乙女おとめである部分さえも露あらわにされていて。

　──そこに男が、舌なめずりして圧のし掛かる。

『お、お嫁に……行けなくなっちゃいますぅ!!』

　七紘の泣き声が、男の下に埋もれて……。






（んがああっ!?　そんな想像が現実になるのは……絶対駄だ目めだぁああああっ!!）

　訪れるやもしれぬ妄もう想そう通りの未来を覆くつがえすため、柾は七紘たちを喫茶店から連れ出すことを決意する。猛然と彼かの店のドアを潜くぐって──

「「「いらっしゃいませ！」」」

「────ぶひゅがっっ!?」

　──阻はばんだ三つの人影に、柾の進しん撃げきが止まる。

　一人目。メイド服。ただしスカートは太ふと股もも丈たけで、胸元が大胆に開いている。この喫茶店の、最も基本的なウェイトレス制服。纏っているのは柾より少し年上のお姉さんで、胸がＦとかＧくらいありそうなスタイル抜群の方。胸周辺を強調するこの衣装が、とても似合っておられる。……柾は色々あって、彼女に髪や顔を拭ふき拭きされたことがあった。

「あら？　またお会いしましたね？」

　二人目。チャイナドレス。身体からだの線にぴたりと密着している上に、スカート部には大変深いスリットが入っている。着ている細身で小柄な少女は脚線が美しく、スカートが少し翻ひるがえるだけでドキドキと心臓が高鳴った。……というか、ぶっちゃけそれは臨美だった。

「速はや水み柾？　なぜ店外に出ているんだ？　勘かん定じようを済ませてからでないと変な疑いをされるぞ？」

　三人目。バニーガール。前は胸元、後ろは腰の辺りより上は素肌が露わだ。そして、お尻に到ってはＴバック。それの着用者は柾と同年代の少女で、ただ胸がとっても細やかなのが涙を誘さそう。そんな彼女がこんな扇せん情じよう的てきな格好をしているのだから、見ていると背徳的感情に悶もだえてしまう。……と申しますか、その少女はなぜか額に青筋を浮かせた蒼良さんで。

「……速水。とりあえず一発殴なぐらせて」

　それぞれ個性的な魅み力りよくの衣装で柾まさきをお出迎えしたウェイトレスたち（一名？）。メイドの胸の谷間にチャイナの脚線美、バニーの剝むき出しのヒップ。その三さん連れん撃げきをまともに受けた柾は……。

　──煮える頭の熱を、鼻血として放出した。




　──それから少し後。

「……というのが、僕が把は握あくしている現状です。ええ。どうにも僕らには荷が重い感じでして。まなこ様の力をお借りしたいわけですよ」

　例の喫茶店の方をちらりと見、変わらずそれが見えぬことを確認した聖しよう介すけ。彼は携帯電話で、一人の少女と話をしていた。

　当たり前だが、相手の顔は見えない。けれどその少女の小学校高学年ほどの体格も、薔ば薇ら色いろの縦巻きツインテールという豪ごう奢しやな髪も、左目を覆おおう武ぶ骨こつな眼帯も、柾は容易に想像できた。

「──ぎゃああああああああああああああ!?」

　速はや水み真ま菜な子こ。現在はそう名乗って、柾の妹ということになっている彼女は、天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことなる真名を持つ、れっきとした神様であった。

　彼女こそ、柾たちがかつて体験した超常現象の黒幕。全すべては柾が、彼女が祀まつられる神社にて七な紘づなとの恋の神かみ頼だのみをしたのが始まりだった。

　最初に柾は、まなこから七紘の服だけ透ける透視能力を授かり。それが原因の大おお騒そう動どうの末に、七紘と付き合うことになった。その次に肉体をまなこに奪われ幽ゆう霊れいとなり、臨のぞ美みととても人には言えない体験をすることになった。そこからさらに紆う余よ曲きよく折せつを経て──力を消耗したまなこが、その回復のために柾たちの傍そばにいなければならぬことになり、今の形に落ち着いたのだが。

「ふんぎゃああああああああああああああ!?」

『──ふむ。多分その喫茶店で起きていることは、宇う月づき聖介の予想通り例の件の一つだべさ。確かにそちや柾の力だけでは、解決は難しいべ。まなこが今から行って、片付けてやるべさ』

「はいはい。場所はさっきのメールに添付した地図を見て下さい。……それで、どれくらいでこちらに着けますか？」

　電話の向こうのまなこが、聖介の問いに口をへの字にする気配があった。

『……んー。二時間は掛からないと思うけど、一時間以上は掛かると見て欲しいべさ』

「……そんなに時間が掛かるんですか？　柾ではないですけど、問題の喫茶店に叶かの原はらさんたちがいて。早く助けてあげたいんですけど」

　聖介が呻うめくように訴える。まなこが疑問の声。

『何だべ？　宇月聖介も叶原七紘の貞操の心配だべか？　……叶原七紘がその店でバイトするようになって、もう数日経たっていると聞くべ？　貞操の危機があるというなら、とっくに手遅れだとまなこは思うべさ？』

「はんぎゃああああああああああああああ!?」

「それ、絶対に柾まさきには言わないで下さいね!?　……まあ、まなこ様の主張ももっともとは思いますけど。ただ、内部事情に詳しい娘に訊きいてみたところ、一応まだ大だい丈じよう夫ぶみたいなんで」

　聖しよう介すけが自分の横の空間を見み遣やる。そこの空気がかすかに緊きん張ちようを帯びる気配。

『……ええと。うちの喫茶店が破は廉れん恥ちな接客を始めたの、今日からですし。それに速はや水みさんが主張するほど危ういことまでは、やってません。酷ひどくても、ウェイトレスの人がお客さんの膝ひざに座って、プチトマトを口移ししようとするくらいで。……それをやったのも、速水さんの彼女が速水さんに対してですから……』

　羞しゆう恥ち心しん故ゆえか、早口気味に言った伽きや羅ら。傍かたわらで聖介が苦笑いする。

「ごめんね。真っ赤になるようなこと言わせて。──そういうわけです、まなこ様。だから叶かの原はらさんも、今日から喫茶店で働き始めた両もろ山やまさんも、あくまでお客さんとして店に来た鷹たか宮みやさんも、貞操は今のところ無事です。……ただ、今まで無事だったからと言って、この後まなこ様が来るまでの間も無事で済むとは……」

「ほぎゃああああああああああああああ!?」

　聖介の懸け念ねんに、まなこが思案する雰ふん囲い気き。

『……と言っても、まなこはまだ瞬しゆん間かん移動可能なほど力が回復してないべ。時間は掛かるべさ。……あ。再生の力は多少戻ってるから、手遅れになったら直すことはできるべ？　処女ま──』

　まなこが発言し終える前に、さすがの聖介も通話を断ち切った。

「……うん。ここはまなこ様が来るまでは、僕たちで何とかするしかないな」

　不自然に爽さわやかに、聖介が切り替える。

「……でも、叶原さんたちを守るために僕たちにできることか。ようは叶原さんたちが破廉恥な接客をしない、できない、巻き込まれない。……そんな状況にすればいいんだけど──」

　聖介が伽羅の方を見た。

「──僕にはそれも見えないんだけど。喫茶店の前にはまだたくさんのお客さんが並んでるんだよね？　店内にもお客さん、大勢いる？」

『……はい。途絶える様子は、ないです』

「あぎゃああああああああああああああ!?」

「……お客さんがいなくなればいいんだけどな。あるいは、店自体を閉めさせる──」

　そこで、聖介が何かを思い出した顔。

「──伽羅さんっ。君のうちの喫茶店は、確か元々はあれで有名だったけど……もしかして今でもやってたりする？」

『……へ？　あ、あれですか？　た、確かまだ、店のメニューに出てたはずですけど……？』

　聖介が確認した何かに、伽羅が肯定の声。

「……なら、それを上う手まく使えば……うんっ」

　──そして。ようやく聖介は柾の方を向いた。

「柾まさき、今からまた店に入って！　君にはやってもらわないといけないことが──」

「お前は俺の窮きゆう地ちを散々無視してたことは謝罪しないのかぁぁああああああああああああ!?」

　柾、憤ふん怒ぬ。一息に聖しよう介すけに駆け寄って一発殴なぐりたい柾であったが、今はそれが叶かなわぬ状態で。

「──速はや水み、こんなものじゃすまないわよっ!!」

「でんじゃああああああああああああああ!?」

　──バニーガールな蒼そ良らに、柾はなぜか強きよう烈れつなプロレス技を掛けられていた。

『う、宇う月づきさん？　あれ、一体……？』

「パロ・スペシャルだね。某ぼう超人プロレス漫画で有名になったから、架空の技だと思ってる人も多いけど。実際は海外のプロレスラーが開発した技で実在してるんだ」

『……訊ききたかったのはそっちじゃないです』

　冷や汗を垂らすように、伽きや羅らが言った。

「ア・ン・タ・が！　金払わずに外出ちゃったせいで、アタシは食い逃げの仲間かと疑われて大変だったんだから！　しかもアタシの持ち金、ぎりぎり足りなくてっ。危うくこの格好でタダ働きさせられるトコだったわよ!!」

「すまんっ、ごめん！　マジすいません!!」

　パロ・スペシャルから卍まんじ固がために移行した蒼良の責めに、柾は踏ふん張って聖介を睨にらみ付ける。

「聖介早く俺を助けろなぜに人のピンチを無視して電話なんかしてるんだああよして駄だ目め──」

「──あ。柾の姿が見えなくなった。喫茶店内に引きずり込まれちゃったみたいだね」

　額に手を翳かざし言う聖介。彼の目には、自分の真横でおろおろする伽羅も見えているだろう。

『あ、あの、良かったんですか？　速水さんを助けなくても……？』

「どうせこれから中に入らなきゃいけなかったし。ならちょうど良かったと思えばいいさ」

『……で、でも、速水さん、あのままだとあの女の人に怪け我がさせられるんじゃ……？』

　わたわたした伽羅の声。聖介が安心させる風に笑って、サムズアップした。

「大だい丈じよう夫ぶ。あれはじゃれ合ってるだけだから」




　　　　×　　　　×　　　　×




　喫茶店内。元は自分と蒼良が座っていた角の窓まど際ぎわの席に、柾は現在聖介と共に腰掛けていた。

「……鷹宮は、着替えに行ったよ。もうバニーは嫌いやだって──って、待て！　聖介お前、どうやって店に入った!?」

　喫茶店自体が見えていなかった聖介は、普通ならこうして店内にいられるはずがない。

（それに、外の行列の客はどう突破した!?）

　渾こん身しんの疑念を込めて聖介を凝ぎよう視しする柾。と。

「伽羅さんがナビしてくれたんだよ。喫茶店の入口へ声で誘ゆう導どうしてもらった。──入口の本当に目の前にまで来たら、やっと霊れい視し能力も観念したのか、店が見えるようになったんだよ。ね？」

『は、はい……！』

　あっさりタネを明かした聖しよう介すけの隣となりから、伽きや羅らの返事。彼女に「ありがと」と囁ささやき、先程臨のぞ美みが置いていったお冷やを一口、聖介は続ける。

「ちなみに店の前に並んでた他のお客さんたちは、僕が柾まさきの連れだと解わかった途と端たんに道を開けてくれたんだけど。……君、彼らに何かした？」

「……詳しくは話したくない……」

　彼らが柾を、ヤ〇ザだと誤解していることは。

「……それはそれとして聖介。お前は一体、俺に何をやらせる気だ？」

「叶かの原はらさんたちの貞操を守る作戦だよ」

　胡う乱ろんげに訊きいた柾に、聖介が不敵に笑う。

「まなこ様が来れば、この喫茶店を変にしてる輩やからは物の数じゃないだろうけど。その前に叶原さんたちに何かあれば本末転倒。だからそれを防ぐため──柾にはこれに挑戦してもらうよっ」

　聖介が示したのは、メニュー表のあるページ。

「……デカ盛り!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げ、柾は目を剝むいた。

「いやー、僕も噂うわさで聞いただけだったし、思い出すのに時間が掛かったんだけど」

　聖介は、促す風に隣にいるらしい伽羅を見た。

『うちの喫茶店、元々はこういうデカ盛り料理で有名だったんです。大食いの人たちが頻ひん繁ぱんに来て、ＴＶで取り上げられたこともあるんです』

　伽羅の説明に、柾は改めてメニューを見み遣やる。『エベレストオムライス』だの『バベルタワーパフェ』だの、「デカ盛り！」と声こわ高だかに叫ぶ料理が、確かに多数並んでいた。

「……この店にこういう料理があるのは解わかった。けど、これが如い何かにして七紘たちの貞操を守ることに繫つながるんだ？　これらを頼たのんだところで、この店の接客に影えい響きようはないだろ？　上う手まい具合に七紘たちがこれを持ってきて、そのまま俺らの相手をするなら、料理がデカい分長時間七紘たちを拘こう束そくしておけるが。そんな都合良く──」

「そういうことじゃないんだよ、柾」

　聖介は、デカ盛りの中のある品名を指差した。

「……『ギガデカ盛りフルコース』？」

「その名の通り、デカ盛りを使ったフルコースさ。前菜、スープ、サラダ、メイン、デザートの五品、全部単品でも通用するデカ盛りという驚きよう異いのメニュー。柾にはこれを頼んでもらう」

「はあ？　ますますわけが解らん──」

「──柾。この店を営業できなくすれば、叶原さんたちがおかしな接客をすることも不可能になるから……彼女たちの純潔を守れると、そうは思わないかい？」

　聖しよう介すけの台詞せりふに──柾まさきは合が点てんの顔になった。

「そういうことかっ。つまり──」

「──僕たちで、この店の食材を食べ尽くす。食材がなくなれば、閉店せざるを得ないのさ」

「そもそもこの店、客がかなり入ってる。その分、元から食材の減りは速いはずだ。──客が入るようになって仕入れを増やしていたとしても、冷蔵庫等の容量の問題があるから、限界はある。そこに俺たち二人がこの『ギガデカ盛りコース』を頼たのんでダメージを与えれば……」

「──食材が尽きる可能性は、かなり高い」

　柾と聖介、地底から響ひびくような笑みを交わす。

『……あ、あのー……』

　と、そこに声を掛けたのは伽きや羅らだった。

『あたしも今、初めて作戦の全容を聞きましたけど。……その、大だい丈じよう夫ぶなんですか？』

「「……何が？」」

　高校生男子二人、幽ゆう霊れい少女へ訊きき返す。

『だ、だって……それはうちで一番値段が高いメニューですよ？　お二人は、お金は……？』

　言われて柾はメニュー表の値段の部分に視線を落とす。……確かに、べらぼーな値が付いていた。現在諸事情で金欠の柾はもちろん、聖介でもこんな値段はとても払えないだろう。だが。

「大丈夫だよ、伽羅さん。ここにこう出てる。『既定の時間内に食べ切ればタダ』」

　聖介の言い分に、その姿が見えていない柾にも解わかるほど、伽羅が凝ぎよう固こする気配。

『待……正気ですか!?　それは、「地獄巡りの大食い苦行」とまで言われたものですよ!?　今まで何十人も挑戦してますけど、突破できた人は片手で足ります！　時間制限なしでさえ食べ切れる人がほとんどいないのに、それを……!!』

「大丈夫大丈夫。すいませ～ん、ウェイトレスさーん！　オーダーお願いしまーすっ！」

　絶句する伽羅を尻しり目めに、聖介が手を上げ給仕を呼ぶ。直ただちに来たバニーガール姿の彼女（既すでにこんな衣装がかなり店内に増えている）に、聖介はニヒルな笑顔で告げた。

「『ギガデカ盛りフルコース』──二つ」

　同時、店内が静まり。直後仰ぎよう天てんの声が合唱。

「ぎ、『ギガデカ盛りフルコース』ですか!?」

「ちょ、挑戦者だっ。挑戦者が出たぞ!?」

「噓うそっ、そんな命知らずがまだいたなんて!?」

「──しかも、二人同時にやるみたいだぞ!?　す、凄すげえ。これは目が離はなせないぜ！」

　そんな客とウェイトレスたちの動揺の中──ふと空気が変わるのを柾たちは感じた。店舗奥の厨ちゆう房ぼうから、店長。その生気なき幽霊的外見が……こちらに近付くにつれ雰ふん囲い気きを変えていく。

「おや？　これは叶かの原はらさんのお友達の……お前たちが挑戦者というわけか？」

　そこそこ広いと言っても、厨房から柾たちの席まで歩いて一分も掛からない。……その短い時間の間に店長の身体からだは一回り、二回りと膨ふくれ上がって──柾まさきたちの目前に着く頃ころには、彼は身の丈一八〇を超える柾よりもさらに一回りは大柄な偉い丈じよう夫ふと化していた。

「……あれ、どういう仕掛けだろうな？」

「……多分、店に取り憑ついた奴やつに掛けられてた呪のろいが、気力が高まることで弾はじかれていってるんじゃない？　それで、失われていた生命力も戻ってきてる。ようはあれこそ本来の姿……」

　聖しよう介すけの予想を裏付けるように伽きや羅らが叫んだ。

『ああっ、お父さん……！　あたしが交通事故に遭あって今みたいになる前の、あのお父さんだ！　やっぱりお父さん、こんな女の人で気を引く店をやってる時より、デカ盛りをやってる時の方が輝かがやいてる……!!』

　感極まったように言う伽羅の声を背に、柾と聖介は肌にびりびりくる店長の気迫を受ける。


「若造ども、うちの『ギガデカ盛りコース』は、お前ら如ごときに片付けられるもんじゃねえぞ？」



　口調も声こわ音ねも変わった店長を前に、けれど柾も聖介も、顔から笑みは消えない。

「スーパーサ〇ヤ人染じみた変身だな。……御ご託たくはいい。貴方あなたも料理人だったら、料理で語れ」

「むしろ戸〇呂（弟）じゃない？　……まあ、料理で語れってのは同意。そしてそれに、僕らは食いっぷりで応こたえるよ」

　緊きん迫ぱく感かんを増していく三人に、店全体が恐れるように震ふるえた。……一人の客が遠くを見る。

「……これ、『シースルー!?』だよね？」




『──あの、本当に大だい丈じよう夫ぶなんですか……？』

　なおも不安そうに言ってくる伽羅に、柾たちは不思議そうな顔をした。

「「……いや、大丈夫だけど……？」」

『そんな解わかってないような顔で言われても納得できません。大食いは素人しろうとが軽い気持ちでやると、痛い目を見るものなんですよ？』

　切々と語る伽羅の声。

『大食いって、見た目よりもずっと過か酷こくです。料理によっては、フルマラソンよりつらいものなんですから。……それをそんな深く考えずに』

「──軽い気持ちでも、考えなしでもないよ」

　伽羅に向けて、聖介が反論した。

「特に柾は、叶かの原はらさんたちを守るっていう目的がある。モチベーションはかなり高い。気力面でも、これ以上ないほど充実してるさ」

『……精神力でどうにかなるものでは──』

「──あ、そこは平気。僕たち、技術もあるし」

『──へ？』

　伽羅が間抜けな声を漏もらした、ところで。

「──来たぞ、聖しよう介すけっ」

「──おお、これはなかなか……」

　柾まさきたちの前に、一皿二人掛かりで配はい膳ぜんされたのは……タコのマリネや鮮魚のカルパッチョ等、魚介系を中心とした前菜盛り合わせ。──なのだが、大たい概がいの店では三種から五種くらいである盛り合わされた前菜の数が……二〇種。通常の物と比較し……およそ四倍から六倍強。

「……よく解わからないが、始めさせてもらう」

　相変わらずチャイナドレス姿の臨のぞ美みが、首を捻ひねりつつタイマーを手に宣言した。

「前菜、スープ、サラダにメイン、デザートの五品……九〇分以内に食べ切ればタダだ。食べ切れなければ、価格通りの金額を払ってもらう。……一体、何をやっているんだ、二人は？」

　ちんぷんかんぷんな顔で見てくる臨美。柾と聖介は耳打ちし合った。

「……なあ、両もろ山やまに事情伝えとくべきかな？」

「……別にいいんじゃない？　話すと長くなるし。両山さんは特に操られてる感じしないし」

「……何話してる、二人とも？　──まあいい。何はともあれ、開始だ」

　臨美が、タイマーをスタート。伽きや羅らの不安げな気配、挑戦を見守る客とウェイトレスの視線を全身に浴び、柾たちは箸はしを取る──




　……一〇分経過。




「「──次の料理、まだ？」」

　前菜ばかりか、おひつのような深皿に入ったスープも空にした柾と聖介が厨ちゆう房ぼうへ呼び掛けた。

「「「「『──早っ!?』」」」」

　臨美、伽羅を筆頭に、店舗中から驚きよう嘆たんの声。

「……なんだ。思ったより軽いな？」

「この分だと、僕は食べたりないかも……？」

　気負いなき柾と聖介に、伽羅から慌あわてた声。

『ちょ……何ですかその食べっぷり!?　い、今までこんな速いペースでスープまで片付けた人はいませんでしたよ!?』

「──まあ、お腹なか空すいてたし。僕部活の練習の帰りで、お昼も食べてなかったしさ」

「……俺も。昼飯のつもりで頼たのんだパスタを、ほとんど食えてなかったからな」

　聖介と柾の台詞せりふに、二の句が継げない伽羅。──その背後の客が、突然顔色を変えた。

「……レスラーみたいな体格の男子に、瘦やせの大食いの眼鏡……？　ちょ！　こいつらまさか、〝暴食の悪鬼〟に〝氷の貴公子〟か!?」

「……すまないが。何だその大おお仰ぎような二つ名は？」

　言った客に、わけが解わからない風に臨のぞ美みが問う。

「きょ、去年まで、この辺で猛威を振るってた大食いコンビだ。修しゆ羅らの形相で料理を搔かき込むデカい奴やつと、どんなに食っても顔色を変えない氷染じみた眼鏡。数多あまたの食べ放題の店で、他の客の食う物がなくなるほどに食い荒らした結果、その手の店のほとんどから出入り禁止にされた」

「……君らは何をやっていたんだ？」

　臨美のじと目に、悪びれずに柾まさきが言う。

「中学から高一の頃ころにかけては、部活だけじゃなく聖しよう介すけの祖じ父いさんからも剣道習ってて、運動の量が半はん端ぱじゃなかったんだよ。で、限られた小遣いでそれの分の消費エネルギーを補おうとしたら、そういう所で飯食うしかなかったんだ」

「ああいう所って時間制限があるから。その中でより速く、よりたくさん食べようとすれば、いわゆる大食いの技術を磨みがくしかなくてね」

「……嫌いやな客だな……」

『な、なるほど……。その二人組の話は、前にお父さんから聞いたことがあります。うちには来たことがないけど、物もの凄すごい人たちだと。……お二人が自信満々だった理由、解りました……』

　柾と聖介の剛の者っぷりに、伽きや羅らが納得した声。しかし臨美は唸うなりまくっていた。

「……速はや水み柾も宇う月づき聖介も、全然太っていないのに。なぜそこまで食べられるんだ？」

「──いや。一度に大量に食べるなら、むしろ瘦やせてる方がいいんだよ。太ってると脂肪で胃が圧迫されて、一度に大量に食うことは難しくなるんだ、実は」

「太ってる人がたくさん食べる印象があるのは、間食が多いからだよ。少量の物を食べては間を置いて、また食べる。そんなことを繰くり返しているからさ。……実は彼らが一度に食べる量は、思ったより少ないんだよ」

　役に立つか解らない知識を披ひ露ろうする柾と聖介。──彼らはこの空いた時間に、目配せし合う。

「……作戦は、今のところ順調だな」

「むしろ、予想以上の成果だ。柾、見てみなよ」

　聖介が顎あごでしゃくった店内では、客も店員も揃そろって柾と聖介の大食いに注目している。

「客もウェイトレスも、他のことを全すべて忘れて僕らに見入ってる。例のやり過ぎな接客、誰だれもしてないよ。これなら、僕らが大食いを続けている間はそっちを始める人、いないんじゃないかな？　当然、叶かの原はらさんや両もろ山やまさんも」

「……まなこが来るまで、後一時間ほどか？　これなら、余裕で時間を稼かせげそうだな……」

「そうだね。食材食べ尽くす必要もないかも？　僕らの大食いを見せてるだけでもいいくらいだ」

　柾と聖介が、軽く拳こぶしを打ち合わせた。




『──これは、まずいわヨォオオオオっ!?』

　店の奥への通路で、この世ならざる声が響ひびく。

『何ヨ、デカ盛りって!?　何で皆、そっちへと注目しちゃうワケ!?　どうして女の子の魅み惑わくのサービスを男の子たちは頼たのんでくれないノ!?　せっかく、お店がワタシ好みのイイ感じになってきてたのに！　あの天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことの関係者たち、何てことしてくれるのヨォッ!!』

　ぎゃあぎゃあと喚わめく金かな切きり声。……やがて、何かを決めたように手を打つ音が鳴った。

『こうなれば予定を早めてあのコを投入して、あの連中を抑えるしかないワ。さらにサービスもパワーアップさせて、他の男の子たちに大胆にアピールをするのヨ！　……もう少し、深く洗脳してからにしたかったケド──』

　声の主が、厨ちゆう房ぼうへ意識を向ける気配。そこで高速で野菜を切っていた店長が、頭を押さえる。

「ぐ[image: さんてん][image: さんてん]!?　何だこりゃ──って、ああ急いでサラダを用意しないと……」

　筋骨隆々だった店長が、瞬またたく間に力を失って瘦やせ細っていく……。

『フフンッ。さあ、店長がつらそうヨ。料理を手伝ってあげなサイ。──七紘』

「──はい……」

　通路の奥の暗がりから滲にじみ出る風に──泣きぼくろがキュートな少女が姿を現した……。




「……なあ。次のサラダ、遅くないか？」

「……僕もそう思ってた」

　柾まさきの疑問に、聖しよう介すけも口の端はしを下げて同意した。

　柾たちがスープを平らげて、既すでに一〇分少々。基本的に、大食いは料理の間が空くと食休みが入ることになり、食べる方が有利になる。今回のように、制限時間内に料理を食べ切るとタダというチャレンジをやっている場合、これは店の方に何のメリットもない行為になるのだが。

「このまま制限時間を削る気……ではないか」

「当然。料理が来るまで、タイマーは停止中だ」

　柾の確認に、タイマー係の臨のぞ美みが答える。

「……まさか、もう食材が尽きたとか？」

「それはないよ。もしそうなら、僕らが『ギガデカ盛りフルコース』を頼たのんだ段階で、かなり食材が少なくなってたことになる。そんな状況だったなら、そもそも僕らの挑戦を断ったはず」

　柾と聖介が、揃そろって訝いぶかしんだ。

　なかなか次の料理が来ないせいか、観客からも戸惑う声。ついに臨美が身を翻ひるがえした。

「──いくら何でも遅過ぎる。厨房を見てくるから二人はそのままで……」

「──お待たせしました！」

　臨美が厨房に向かおうとした刹せつ那な、フロアに響ひびく料理到着の声。──やっと来たのか。その場のほぼ全員は単にそう思っただけだったが。

「…………七な紘づな？」

「……叶かの原はらさんだよね？　今の声……？」

　嫌いやな予感に、柾まさきは聖しよう介すけと苦い顔を見合わせた。

「──って、ぶひょおおおおおおっっ!?」

「「「「「うおおおおおおおおおおおお!?」」」」」

　──柾を始め、男性客たちの大だい音おん声じようが轟とどろく。

『う、宇う月づきさん、見ちゃ駄だ目めですっっ!!』

「きゃ、伽きや羅らさん？　何が起こってるの？」

　ただ一人、他の誰だれにも解わからないが伽羅に目を塞ふさがれているらしい聖介のみ、事態を把は握あくすることができずに「？」を浮かべまくっているが。

「な、七な紘づなっ!?　その格好はっ!?」

　柾はそんな聖介たちを尻しり目めに目を白黒させる。

『ギガデカ盛りフルコース』三品目、サラダ。先のスープに負けぬ深皿に、山の如ごとき新鮮野菜。それを七紘が台車で運んでくる。……そのこと自体はいいのだが。──問題は格好なのだ。

（な、何でスクール水着なのぉおおおお!?）

　しかもいわゆる旧スク水と呼ばれる型であり、さらに布地が紺こんではなく白。白旧スク水である。

　柾たちの大食いチャレンジに店にいる客全すべてが注目していたせいで、必然的にそこにやってきた七紘も注目の的になってしまう。客たちの熱視線を浴びる七紘は赤面を俯うつむかせ、テーブルにサラダを置く。柾は熱気を噴き上げ悶もん絶ぜつした。

「──お、お前ら見るなぁああああああ!?」

　大おお慌あわてで柾は立ち上がった。七紘の姿を他の客から隠そうと、腕を振り回す。──が。

「ま、柾くん、座って下さい！　大人しく!!」

　そんな柾を、当の七紘が椅い子すへと押し戻す。

「──え？　ちょ、七紘、何で……!?」

「──お昼の柾くんへの接客、やり直しますっ。今度こそ柾くんが逃げ出すことがないように、完かん璧ぺきにやり遂とげてみせます！」

（逆に余計に逃げたい気分だよ君を連れて!?）

「──七紘、また変なのに操られて……!?」

　柾が苦悩で動きを鈍らせたところで。

「で、では『ギガデカ盛りフルコース』限定、特別サービスをさせて頂きます」

　言って、七紘がテーブルの上に乗った。柾とサラダを挟み、向かい合う。

（ちょ、特別サービス!?　そうかしまった！　例のおかしな接客を、このメニューでやられる可能性もあったんだ！　……というか、格好がバニーよりヤバくなっている以上、接客内容がよりエッチになってることもあり得……!?）

「七紘たちにそういうことやらせないための策だったのに……！　大勢の人から注目が集まる形にもなって……完全に裏目に出てる!?」

　七な紘づなは何をする気か？　止めなければと、柾まさきは彼女の一挙手一投足に気を配る──

（──って、あれ？　今気付いたが……）

　柾の前のサラダは、ドレッシングが掛かっていない。見れば聖しよう介すけの方もそうで。掛け忘れにしても不自然だった。──と。

　七紘が陶製ポットを取り出す。……そして。

「──ぶふっ!?」

　七紘がサラダの上に跨またがるようにして、ポットの中身の白っぽい液体を、スク水の襟えりぐり部分から水着の中へ注ぎ始めた。

　……知らぬ方も多いと思うが。旧スク水には水着内の水はけを良くするため、へそと股こ間かんの間の辺りに、水着内に溜たまった水を外部へ排出するための穴が開いている。七紘の纏まとう水着も、そこは同じようで。──つまり。

（七紘の水着内部、胸やおへそやお腹なかを通った液体が、その穴から出てサラダへ注がれてる!?）

　白い液が、七紘の水着の襟ぐりから覗のぞく深しん淵えんな谷間を汚し。鳩尾みぞおち、お腹と伝った後、股間の上部から少しの粘り気を見せて滴したたる。……なお匂においで解わかったが、液体はドレッシングだ。

「……んっ……あ……ちょっと冷たいです……」

　なまめかしい七紘の声が、柾の耳には刺激的。

（──し、しかも……!?）

　七紘の白スク水はドレッシングを吸って肌に貼はり付き、内側の色をほんのり透過させる……。

（うぎゃああああっ!?　七紘の！　おへその！　位置が解る！　おっぱいも！　形が！　浮かび上がって！　いやああ!?　先せん端たんがぁ!!）

「い、今までの比じゃない!?　というかこれ、既すでに接客か!?　エロくて、マニアック過ぎ!!」

　柾が懊おう悩のうに頭を抱えた。

「……なぜだろう？　僕は今、人生の半分は損をしている気分になっている……！」

『う、宇う月づきさん、絶対、絶対見たら駄だ目めです!!』

　状況が解らないなりにも何かを感じるのか、聖介が歯を食い縛しばる。それに伽きや羅らが憤いきどおる声。

　そんな聖介たちを背景に、七紘の頭が傾かしぐ。

「……あ、あれ？　何だか思ったより、サラダにドレッシングが掛かりません？」

（そ、そりゃそうでしょおおおおおおおお!?）

　顔面を手で覆おおい隠し、柾は内心で叫んだ。

　ドレッシングの大半は七紘の白スク水に吸い取られており。それ故ゆえ七紘の白スク水の前部は濡ぬれ透け極まって、これ以上なくＣＬＥＡＲ。

（み、見えてはいけないものまで見えているっ）

　七紘はそれに気付かぬ様子で、目に毒な状態を一切隠してくれない。……まあ構造上、最大危険度の股こ間かん部分まではドレッシングが届いていないこと。そして立ち位置的に七な紘づなは他の客に背を向けているため、この危ない姿が他者には見えないのが救いだが。……なのだったが。

「──仕方ありません。もう一ひと瓶びん分注ぎます。それできっと充分な量に……」

　言い出した七紘を、柾まさきが両肩を摑つかんで止めた。

「……え？　ま、柾くん……？」

「（それ以上同じように注いだら、もう全裸同然の透け具合に！）俺はサラダは薄うす味あじの方が好きなんだ！　ドレッシングはもういいから!!」

　必死の柾の懇こん願がんに、納得できぬ顔ながら七紘が折れる。渋々彼女はテーブルを下りた。

「──あ、そうです。言っておかないと……」

　七紘が、柾たち以外の客へ振り向いた。未いまだ水着の惨さん状じようを感知せぬ七紘。柾は咄とつ嗟さに隣りん席せきの分のメニュー表も合わせ、彼女の要所をガード。

「お客様、このように当店のサービスはパワーアップしました！　どしどしご注文下さいっ♥」

　──七紘の宣言に、男性客たちがどよめいた。

（!?　し、しまった!?）

　柾たちの大食いチャレンジが、逆に店舗側のエッチなサービスの宣伝に使われてしまった。

「……い、今頼たのむと、あんなことしてもらえるわけか？　……ごくっ」

「何という……エロティック……」

（ぐおおっ、客たちの意識がまたあっちへ！）

　このまま流れが、再び桃色方面に行くことになるのか？　もしかしたら七紘だけではなく、臨のぞ美みに蒼そ良らもそれの犠ぎ牲せいになるやもしれぬのに。

（いや、この喫茶店の現状、他のウェイトレスの人たちだって操られているって知った以上、彼女たちにもそんな真ま似ねさせるわけには……！）

　柾が紳士的観点から、奥歯を嚙かみ締しめる。

「……ねえ、よく解わからないんだけど。柾の方でドレッシングが余ってるなら、僕に分けてくれない？　僕は濃いめの味の方が好きだし──」

『駄だ目めです！　宇う月づきさんにドレッシングなんて要りません！　どうしても掛けたいなら、その竹刀しないであたしを斬きり捨てて下さい!!』

「……竹刀で人は斬れないよ？　幽ゆう霊れいは余計に」

　聖しよう介すけと伽きや羅らもワイワイ揉もめていて、柾たちのテーブル周辺が混こん沌とんと化す……。

「──では、タイマーを動かすぞ。挑戦者二名、位置に付いて……スタート」

「って、両もろ山やまいきなりスタートさせるなぁ!?」

　大おお騒さわぎをものともせず、マイペースに時計を進め始めた臨美に、柾は急いで席に座り直した。

（この動じなさ。両山まで操られてるとか？　でも普ふ段だんと変わらないからよく解らない。──って、料理の金を払うか否いなかも懸かかってるんだ。さっさと食い始めないと……!?）

　──が、そこで柾まさきは悟る。七な紘づなの素肌の上を伝ったドレッシングが掛かるサラダ……。

（……な、何かイメージ的に、七紘の、その、エキス的なものを含む感じで……!?）

　柾の手が、止まる。……見る見る顔が灼しやく熱ねつを放ち、完全に食が進まなくなった。

「……う～ん。味がないぃ……」

　その前で聖しよう介すけも、塩気すらない野菜を微妙に食べづらそうに齧かじっていた……。




　聖介、サラダ完食までの所要時間、一五分。前菜、スープで消費した時間と合わせて、経過した時間は二五分。……つまり残り時間六五分。

　柾、サラダ完食に聖介よりさらに時間を使い、二五分。前菜、スープで消費した時間と合わせ、経過時間は三五分。……つまり残りは、五五分。

「……少し、ペースが落ちたね……」

「……それは仕方ないだろ……」

　柾＆聖介、深々と溜ため息いき。

「──というか、どうするんだよ聖介っ？　俺たちの大食いにも、ああいうサービスが付いてきてっ。また七紘を晒さらしものにして！　その上、サービス内容がさらに破は廉れん恥ちになってたぞ!?　……あれが宣伝になって、他の客がまたあの手のサービスを頼たのみ出すんじゃ……!?　それに七紘たちが巻き込まれたら!?」

「落ち着いて柾。気持ちは解わかるけど……僕たちがやるべきことは、今も何も変わってない」

　実際に七紘の痴ち態たいを見ていないせいも、あるのかもしれない。聖介は未いまだ冷静だった。

「僕らでこの店の食材を食べ尽くし、店を閉めさせる。その作戦自体はまだ順調なんだ。今はとにかく、それをやり抜くしかない。……ここで取り乱すと、余計に彼女たちを救えないよ」

「…………そ、そうだな……」

　聖介の冷静さのおかげか、柾の頭も冷える。

「……それに、柾の心配杞き憂ゆうかも？　叶かの原はらさんのサービスを見ても、その手のサービスをしてもらってるお客さん、特に増えてない……」

　言われて柾は店内を見回した。……動揺していて気付けなかったが、確かにあの手の絡からみは、店内の何ど処こでも行われていなかった。

「……なあ。お前、注文しないのか？　さっきみたいなサービス……してもらえるぞ？」

「そっちこそ頼まないのか？　……俺はなぁ。何か求めてるものと、違うんだよ。あそこまでやられると、かえって萎なえるっていうか……」

　すぐ傍そばの席の客がそんな風に話しているのが聞こえ、柾は意外な面おも持もちで聖介に問うた。

「……そういうものなのか？」

「ここは今日の昼までは、多少お色気はあっても萌もえ系喫茶だったんでしょ？　ならお客さんも、そのレベルでのサービスを期待して来てるんだよ。──けど、さっきのは萌えより完全なエロだから。客のニーズと違うんじゃない？」

『……あー。喫茶店の娘として言わせてもらうと、確かにそうかもです。さっきのはつまり、中華料理店で「お薦すすめメニューはカルボナーラ」って言われたようなものですから』

「……確かに、それは戸惑う」

　伽きや羅らの解わかり易やすい例えに、柾まさきも腑ふに落ちた。

「──だから、ここから急に叶かの原はらさんたちの操みさおの危険が増すってことは、ないと思う。……とはいえ、誰だれかが思い切ってサービスを頼たのんで、それにお客さん全員が流されることもあり得るし。……そうなる前に、片を付けた方がいいね」

「……そうだな、聖介。なら、一刻も早く食材を食べ尽くして、店を閉めざるを得ない状況にしてやる。そして──」

「──焦あせりは禁物だよ、柾。大食いは、食べるペースを維持するのが大事なんだ。それを乱すと、時間内に食べ切れなくなる可能性もある」

「──!?　わ、解ってるよ……」

　聖しよう介すけに窘たしなめられて、柾は深呼吸した。

　食べる速度を上げ過ぎると、料理が喉のどを通り難にくくなったり、胃にもたれたりと弊へい害がいが出る。大食いではそれが出ないよう、速さを調整して食べ続けることが結果的に成果へ繫つながるのだ。

（手元でも、そのペースを確認した方がいいな）

　柾は自分の腕時計をチェックして……。

「…………柾？」

「……こっちも携帯電話と同じく、壊こわれてる」

（伽羅と出会った時、水ぶっ掛けられたことがここまで呪のろうのか……!?）

　踏ふんだり蹴けったりだと、柾は突っ伏した。

「そういえば、時間で気付いたけど……メインの料理もなかなか来ないね……？」

「……確かにそうだな」

「…………ちょっと気になるね……」

　聖介が、顎あごを撫なでつつ言った。

「……この『ギガデカ盛りフルコース』ってさ。今までの料理は、楽だったと思うんだよ」

　聖介の言い分に、柾も目を細めた。

「……そうだな。この程度なら、数十人が挑戦して達成者が五人以下ってのは、少な過ぎる」

　二人が食べ切った三品は、一般人から見ればとてつもない量だったが、大食いに覚えがある者なら特につらいメニューではなかった。どの料理もいくらか水分を含んでいたし、喉の通りも悪くない。食べ易いのだ。この方向性の料理が続くなら、時間内に食べ切ることはそうは難解ではないように思える。柾たちがサラダで苦戦したのも、料理自体とは別の要因だ。

「……伽羅さん。このメニュー、サラダまでは皆、比較的食べ切れるんじゃない？　──でも、メインやデザートで駄だ目めになる。違う？」

　聖しよう介すけの問い、ではなく確認に、伽きや羅らが肯定。

『はい。特にこの後のメインでギブアップする人が多いです。……ロコモコからヒントを得て、お父さんが独自に創作した料理なんですけど』

　柾まさきと聖介の顔色が、目に見えて変わる。

「……ロコモコかぁ……」

「……ここに来て、肉と米のコンボは強きよう烈れつだね」

　ロコモコはハワイ発はつ祥しようの料理で、ハンバーグをご飯に乗せ、目玉焼きや野菜を添えた料理だ。ハンバーグも米も、腹に溜たまる。……今回だと、さらにそれがデカ盛りになるわけで。

「残り時間六五分か……。デザートも考えると、これでも結構ぎりぎりかな……？」

「聖介はまだいいよ。俺は後、一時間もない。……この一〇分の差が、きついかもな」

「……それどころか、ここでメイン料理も食べ切れなかったら、笑えない事態になるね」

『ギガデカ盛りフルコース』の代金を払わねばならなくなる上に、七紘たちを守るため、店を閉めさせることもできなくなるかもしれない。

「……それは死んでも避さけたいな……」

　少年二人のぼやきに、伽羅から追加の情報。

『後メイン料理には、トッピングが載ります。コロッケやトンカツ。季節次第では鰻も……』

「……鰻うなぎね。精力は付きそうだが──」




「──き、ぃやああああああああああ!?」




「────七な紘づなっ!?」

「──厨ちゆう房ぼうの方からだね」

　ただ事とは思えぬ大きさの悲鳴に、柾は即刻立ち上がって厨房へ駆けた。直ただちに聖介が続き、一拍遅れて伽羅が見えないながらも付いてくる気配。……料理に間が空くので手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた臨のぞ美みも、気付いて柾たちの後を追う。他の者も、何事かと厨房の方へ目を遣やっていた。

（──また、この店のエロい接客絡がらみか!?）

　憤ふん懣まん任せに、柾は厨房へ飛び込んだ。

「七紘っ、どうし──」

　──そこで見たある意味タイムリーな光景に、柾が真夏にもかかわらず凍り付く。

「……柾？　厨房の入口で立ち止まられてると、中の様子が窺うかがえない──」

『!?　駄目です宇う月づきさん！　見ちゃ駄目ぇ!!』

　柾の脇わきから厨房内を覗こうとした聖介を、声をうわずらせて伽羅が制した。

「伽羅さん!?　なぜ僕の頭を抱え込んで!?」

　何やら揉もめている聖しよう介すけたちの声を、柾まさきは認識していなかった。……というのも。

「──やぁ……!?　ぬるぬるしますぅ……!?」

　七な紘づなが、先までと同じ白スク水姿で格かく闘とうしている。──黒っぽくて蛇へびの如ごとき細長い体たい軀くの、ヌメヌメした体表の魚類と……。

「──う、鰻ぃっ!?」

　先程話題に挙がった食材。実に偶然の一致な状況に、柾は……鼻を押さえて痙けい攣れんした。

　七紘は、正確な数は解わからないが、片手で足りない鰻うなぎたちに襲おそわれていた。……なぜ正確な数が解らないかは到って簡単。──七紘を襲う鰻たちが、彼女の水着の中に潜り込んでいるから。

　七紘の水着の襟えりぐりや脇わきから、何匹もの鰻の尾が飛び出ている。その尾は振り回される度たび、段々と長さを短くしていき。……ようするに、鰻が七紘の水着の中に侵入を果たしていく。

「んっ……!?　ふぁ、やぁっ……!?」

　それにつれ、七紘から悩ましい吐と息いきが漏もれ。彼女の肢し体たいがピクンピクンと震ふるえる。

（しかも、水着がまだドレッシングで濡ぬれ透け状態だから!?）

　──それだけでなく、鰻自体が帯びる水気も吸い取って。七紘の水着はなおも色彩の透過率を上げていく。水着の布地と素肌の間で蠢うごめく鰻が、徐々に鮮明になっていって……。

「んんっ……!?　あ……ひぃあっ……！」
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　七な紘づなの乳房、左右に一匹ずつ鰻うなぎが絡からんでいる。お腹なかではおへそに頭部を突っ込もうとする一匹が踊り狂っており。……そして、そこよりさらに下へと滑すべり降りていく個体までいて。七紘が切せつ羽ぱ詰つまった喘あえぎを漏もらした──

（ぎ、疑似触手プレイ!?　……ごめんなさい）

　不適切な表現を使い自己嫌けん悪おに陥おちいる柾まさきの後ろから、臨のぞ美みが七紘を見て思い出した顔になった。

「そういえば。鰻は穴に潜もぐり込もうとする習性があるのだが──」

「ちょ──ストォォォォップだ、両もろ山やまぁ!?」

　自分以上に不適切な内容を、こちらは直に口に出した臨美を柾は制止した。

「──い、一体何でこんなことに!?」

　下へ手たをすれば一八禁になりかねない様相に、柾は七紘の方を見ないようにしながら叫んだ。

「て、店長さんが大変そうでしたから、わたしなりに手伝おうとしただけなんですっ。それで鰻が入ってる水すい槽そうに近付いたら……!?」

「……と、飛び出してきて、絡み付かれたのか？」

「は、はいっ。そ、それから店長さんも……！」

「……え？」

　七紘の説明に柾が厨ちゆう房ぼうの隅を見れば、店長が伏していた。……全身を鰻に搦からめ捕られ。

『お、お父さーん!?』

　伽きや羅らの悲痛な声が、柾と聖しよう介すけの耳を貫いた。

（……事情は解わかったが、何つー展開だよ!?）

　狙ねらったようなエロハプニングに、柾は脱力。あるいはこれも本当は、この喫茶店に取り憑つく変なのが起こしたことなのか？

「──ひゃ……!?　気持ち悪いですぅ……！　ま、柾くん、取って下さいっ……!!」

　七紘の訴えに柾がすくみ上がる。

（そそそそれは水着の中に手を突っ込んでってこと!?　──無理です！　堪かん忍にんしてっ!!）

　と柾は思うものの、七紘の追い詰められた顔を見ると放っておくこともできず。

「……っ。……ままよ……！」

　思い切り目を逸そらしながら、七紘へ近付く柾。超高速のチラ見で鰻の位置のみ確認して──

（細心の注意を払えっ。目測を誤って七紘の胸とか鷲わし摑づかみなんて、絶対にしてはならない！）

　自身を叱しつ咤たしつつ、七紘に手が届く距きよ離りまで接近するが早いか。音すら追い抜く速さで柾の腕が七紘に伸ばされ──一匹の鰻の尾を摑む。表面のぬめりを握力でねじ伏せ……引く！

「──ひゃあんっ!?」

　ずるりんと、七紘の水着の内から一匹、鰻が引き出される。たかが一匹。されど七紘を救う大きな一歩。柾は小さくガッツポーズして──

「──うきゃああああああああああんっ!?」

　七な紘づなの凄せい絶ぜつな悲鳴に、柾まさきは思わず摑つかんでいた鰻うなぎを手放してしまった。

　無意識に目を遣やった柾の視線の先で、七紘が床にしゃがみ込んでいた。ガクガク震ふるえている。

「……七紘っ!?　どうし──」

「……はぁっ。……か……嚙かまれぇ……！」

　柾の疑問に途切れがちに答える七紘。──否いな、涙混じりの声は、柾へ答えたのではなく、意識せず漏もらしただけだったのかもしれない。だが、柾が事態を知るにはそれで充分で。

　──濡ぬれ透け状態の七紘の白スク水。その、胸元で。……嚙んでいた。──鰻が。七紘の実に豊かなメロンサイズの胸の……頂上部分を。

　……ごとりと倒れる柾。

（な、何？　鰻って嚙むの!?　……いや、それにしたってなぜにそんな所を!?）

「あ……いぅ……か、嚙んだまま暴れない、で……下さいぃぃ……！　んんんんっ!!」

　柾の耳じ朶だを打つ七紘の細い悲鳴。反らされた彼女の上体で、ゴム鞠まり的に柔乳が揺れる。余りの嬌きよう態たいに、膨ぼう張ちようが止まらない柾の男性部分。

　……恥知らずな自身の一部分を隠すように、柾はその場で土ど下げ座ざした。

「──ひゃっ!?　お、お尻しりにまでぇ……!?」

　七紘がさらに悲鳴。言葉通り、七紘の水着内はお尻の割れ目の所に、鰻が一匹滑すべり込み──

「やっ……ま、柾くん……助けて下さ……っ！」

　七紘の救援要請の訴え。しかし柾は、男の性のせいで立って彼女に近付くわけにもいかない。

「も、両もろ山やまっ。俺の代わりに七紘を……!?」

　柾の臨のぞ美みへの手助け依い頼らいは、途中で切れた。

「す、すまない速はや水み柾。私も自分で手一杯だっ」

　臨美もまた、自分の脚を這はい登ってくる鰻を剝はがそうと四苦八苦していた。……しかもそれは、先程柾が放り出してしまった一匹で。立場からして柾も、それ以上は頼たのみ込めず──

「……くっ、これ以上登られるのはまずい。私は今、パンツを穿いていないのに──」

「──両山そういうことを男の前で言うな!?」

　かなりきわどいスリット入りでありながら、臨美のスカートがいくら翻ひるがえっても下着がちらりとも見えないのを確認してしまい、柾は吠ほえた。

「……さっきから鰻が嚙むとか聞こえるけど」

　聖しよう介すけが、事態を吞のみ込めていない様子で呟つぶやく。きっと、未いまだ伽きや羅らに目を塞ふさがれているのだろう。

「気を付けなよ？　鰻って、案外獰どう猛もうで悪食だし。──ヤ〇ザには、何百匹もの鰻に始末した人間を食わせて処分する輩やからもいるって話が……」

「──ちょっと待て聖介！　お前はこの後肉を食わなきゃならんのを理解して言ってるか!?」

　余りの問題発言に、柾は絶叫。……そして鰻に絡まれる女性陣は。

「「──んきゃああああああああああ!?」」

　恐きよう慌こうを起こして、自身の身に纏まとう衣類ごと鰻うなぎを引き剝はがしていく──

「いやああああああああああああああああ!?」

　柾まさきは、超大おお慌あわてで己おのが瞳ひとみを閉ざした。




　──その後。結果的に聖しよう介すけの発言で問題部位の怒ど張ちようが治まった柾が、七な紘づなと臨のぞ美み（と店長）から神速で鰻を取り除き事なきを得た。それによりカロリーを消費した柾はメイン料理も軽く食い尽くし、本当に何が幸いするか解わからない。

『ギガデカ盛りフルコース』、現在柾の残り時間四五分。聖介も柾よりは苦戦したもののメイン料理を食べ切り、残り時間は三〇分。その状態でデザートのみを残すものとなった……。




　　　　×　　　　×　　　　×




『──おかしいワ。何で上う手まくいかないノ？』

　イライラした声こわ音ねが、厨ちゆう房ぼうで鳴り響ひびく。

『あそこまでパワーアップさせたサービスを、あんなに目立つ形でお披ひ露ろ目めしたのヨ？　なのに何でお客の男の子たちは、それを頼たのまないノっ？　店の雰ふん囲い気きが、全然イイ感じに戻らないじゃナイ!?　──それに……』

　声の主の視線が、厨房の入口脇わきに動く気配。そこに立っている、七紘……。

『もっと問題なのは七紘ネっ。あのコに相手をさせても、天あめの眼まなこ比ひ売めの命みことの関係者たち、大人しくならないじゃナイ！　皆の注目は、相変わらずあの二人のデカ盛り食いに集まったままヨ!!』

　ギリギリと、厨房に響く歯ぎしりの音。

『女の子に男の子が喜ぶような接客をさせて男の子を集めて、それで昂った彼らのエナジーをワタシが吸収する。そんな計画に支障が出てるワ。それに天眼比売命に力を献上してるあのコたちを巻き込んで、天眼比売命に贈られるはずのエネルギーも横取りするつもりだったのに。何で上手くいかないのヨっ!?』

　地じ団だん太だを踏ふむ何者か。

『……これはちょっと本気で、あの二人をどうにかするしかないワ。こうなったらもっと過激にっ。──切り札を投入するしかないワ！』

　声の主の目が七紘を睨ねめ付ける気配。

『──七紘。アナタ、このままじゃダメなことは、解ってるわネ？』

　呼び掛けられた声に、七紘がビクンと震ふるえる。

「……はい。わたし、サラダの時も柾くんを、満足させられなかったですし。さっきの鰻の時も柾くんに迷惑掛けて……」

『そうネ。今のままじゃ、あの柾まさきくんとかいうコを満足させてあげることはできナイ。だから七な紘づな。今こそ最終手段を実行するのヨ』

「──!?　最終……手段、ですか？」

　目を見開く七紘へ、何者かが肯定の意志。

『そう、究極の破は壊かい力りよくを秘めた手段ヨ。アナタの彼氏も、それならきっとノックダウン。さらにその過激なサービスは、他の男の子たちさえエナジーを昂たかぶらせまくりヨっ。ＯＫ？』

「……それなら、柾くんも満足して……？　わ、わたし……やります……！」

　答える七紘は、熱病に浮かされたようで。

『──じゃあ、これに着替えるのヨ』

「────えっ？」

　けれどその衣装を見せられ、七紘が固まった。

「……こ、これを着るんですか……？」

『そうヨ、これじゃなきゃダメなのヨ！　……それともなぁに？　七紘は柾くんを満足させることができないまま、迷惑を掛けて呆あきれられたまま、お店から帰られてもイイのかしラ？』

「……!?　良くないに……決まってます……」

　七紘が、決意を漲みなぎらせた瞳ひとみで頷うなずく。それに声の主がにんまりする気配があって。

　──花の香りが煩わずらわしいほどの中で。七紘は纏まとう白スク水を、厨ちゆう房ぼうの床へ脱ぎ落とした……。




「──凄すげえ。あの『ギガデカ盛りフルコース』の、デザートまで辿たどり着いた。しかも二人とも」

「その上、残り時間も双方三〇分以上。これはクリアすると見て、いいんじゃないか……？」

　喫茶店内各所で囁ささやかれる声。合わせて高まる緊きん張ちよう感かんと期待感。──その中心にて柾と聖しよう介すけは……こっそり溜ため息いきを吐ついた。

「……第三者は、軽く言ってくれるな……」

「……だね。こっちは結構きついってのに」

『……大だい丈じよう夫ぶですか、宇う月づきさん……？』

　隣となりにいるらしい伽きや羅らへ、微笑を返す聖介。が、柾はその笑顔の中にも、かすかな焦あせりを見た。……まあそれは、柾も同じなのだが……。

「…………まなこが、来ない……」

「……そろそろ来ていい頃ころだと思うんだけど」

　携帯電話の時計を見つつ、聖介が唇くちびるを嚙かむ。

　柾たちの最大目的は、デカ盛り料理の完食ではない。まなこが来るまでの時間稼かせぎだ。その後に控える、まなこによるこの喫茶店の怪異の退治こそむしろ本番と言える。それは実に順調に見えたのだが、ここに来て問題が発生中で。柾たちがこの大食いチャレンジを始め、料理の間に空白があったこともあり既すでに一時間半経過。……なのにまなこが、未いまだ姿を現さない。彼女のケータイに連絡も付かない……。

「……まなこ様は正確には、一時間以上二時間未満で来るって言ってたから。まだその範はん疇ちゆうではあるんだけど……」

「それ、一時間一分着でも一時間五九分着でも宣言通りになるだろ？　範囲が広過ぎだ……」

　柾まさきの台詞せりふが皮肉げになるのも仕方なかった。

「『ギガデカ盛りフルコース』は、後はデザートだけなんだぞ？　これ食い終わるまでにまなこが来なかったら……」

「……店が、元の風俗的サービス跋ばつ扈この空間に戻っちゃうかもしれないんだよね……」

　柾も聖しよう介すけも苦渋を顔に滲にじませた。

「……僕の判断ミスだよ。まさか二人掛かりで『ギガデカ盛りフルコース』食べ切っても、店の食材がなくなりそうにないなんて……」

　それが聖介と柾の、焦あせりの原因だった。

　──聖介の作戦通り、柾と聖介が店の食材を食べ尽くしつつあるのであれば、そろそろ店側にそれに沿った動き……特定のメニューの販売中止等が現れるはずである。が、それがない。つまり、未いまだこの喫茶店の食材には余裕がある。……しかもその状況の理由が、皮肉な話だった。

「客全員が僕たちの大食いを見ることに夢中で、料理やドリンクの注文数が激減した。まさか、こんなことになるなんて……」

　聖介の悔くやむ声に、柾も何も言えない。

　そんなわけで柾たちは、当初の策を捨てざるを得なくなったのだ。ならば後できるのは、客たちの注目が柾たちの大食いに集まっているのを利用して、それをもっと盛り上げることで客たちに破は廉れん恥ちなサービスを頼たのむ暇いとまを与えぬようにするくらいなのであるが。

「──あ、後一品なんだよな……」

「一応、残り時間ぎりぎりまで引っ張るなら、柾は後四五分ほど稼かせげるけど……」

　だが、余りバレバレに時間を引っ張ると客にも解わかる。客にこちらの意図が伝わったら、逆に反感を買って盛り下がってしまい、その客たちが再びウェイトレスたちとの情事に手を染める可能性もあり得るのだ。

「……これは結局のところ、デザートの内容によるかな？　上う手まいこと、制限時間ぎりぎりになりそうな品ならいいんだけど……」

「……それで食べ切れなかったら、笑えないが」

　そんなわけで聖介、柾の意識は伽きや羅らに向いた。

「伽羅さんなら、知ってるよね？　『ギガデカ盛りフルコース』のデザートって、何？」

『あ、それならメニュー表を見ると早いです。そこに出てる、「バベルタワーパフェ」ですよ』

　聖介に答えた伽羅は、そのポルターガイスト的力でこっそりメニュー表のページをめくった。開いたページを、男子高校生二名が覗のぞき込む。

　名前通り今にも崩れそうなほどに高い、塔の如ごときフルーツパフェ。柾まさきが感嘆の吐と息いきを漏もらす。

『元々「ギガデカ盛りフルコース」用デザートだったんですが、お客さんの間で「普通に頼たのむこともできるようにして」って要望が多くて、そうなったメニューです。デカ盛りに限定するなら、うちで一番人気ですよ』

「確かにそれも頷うなずける旨うまそうなパフェだ。……ただ、四五分も引っ張れるかというと──」

　伽きや羅らの紹介に柾は思考を巡らせ……。

「──ねえ、柾」

　と、聖しよう介すけが何やら難しい顔を向けてきた。

「──サラダの時、叶かの原はらさんが淫いん猥わいなサービスやってきたんだよね？　僕は見てないけど」

「……真に遺い憾かんながら、そうだ」

「メインではなかったけど、直前に鰻うなぎの騒さわぎがなかったら、何かやってたかもしれないよね？」

「まあ……そうかもな」

「──なら、このデザートでもあり得ない？」

　聖介の指摘に、柾が見る見る蒼あおくなった。

（──そ、そうだよぉぉ！　またこれで七な紘づなが、サラダの時みたいに晒さらしものになったらっ!?）

　ビクビク震ふるえる柾に、聖介が渋面を浮かべる。

「……考えてみれば。ああいうサービスしてるのにこの店、一番あり得そうなのをまだ、一度も見せてないんだよ。……ここでやる気かも？」

「……な、何だよ？　それ……？」

　聖介の不ふ穏おんな意見に、柾は唾つばを飲み込む。

「だからさ。この手の店ならそろそろ来るとは思わない？　──女体盛り」





　テーブルいっぱいの超大皿の上に、仰あお向むけに横たわるのは──瑞みず々みずしい少女の肢し体たいだった。

　寝転がっても型崩れしない巨乳は、ケーキの如く生クリームでデコレーションされ。おへそを囲むように円陣を組むフルーツには、チョコソースのグラデーションが映える。さらにＭ字型に開かれた両脚の付け根部分には、熟し切ったマンゴーが切り開いて盛り付けられ……。

『……柾くん……』

　自ら料理の一部となった七紘。蕩とろけるような微笑を浮かべ、呼び掛けてくる──

『わたしも一いつ緒しよに、お召し上がり下さい♥』






「──柾!?　しっかりするんだ柾！　君の魂たましいが肉体から離り脱だつし掛かってるのが見えるよ!?」

　霊れい視しの持ち主にそう言われるのは洒落しやれにならない。うっかり美しい花畑や大きな川さえ目にした柾は、危ういところで現世に復帰した。

[image: ]

「な、名も知らぬご先祖が川の向こう岸に……って、それどころじゃない！　聖しよう介すけっ、七な紘づなの女によ体たい盛もりは!?　彼女が大変なことに──」

「……柾まさき。君はまだ動転してる。それは例え話だから。まだ行われると決まってはいない」

　聖介に慰い撫ぶされ、柾はやっと正気に戻る。

「……そうだ。あくまで例え話だったな。……想像だけでこんなことになるとは、恐ろしい」

　額の汗を拭ぬぐい、深々と息を吐はく柾。……その様子を見て、聖介が思い付いた風に言った。

「気になるなら、見に行ってみるのも一つの手かもね。──厨ちゆう房ぼうに、デザートの製作の様子を」

「……え？　でもそれ──いいのか？」

　今さらだが、飲食店の厨房は普通、客は立ち入り禁止だ。それを無視して厨房に押し掛けるのは、いくら何でもマナー違反ではないのか？　曲がったことが嫌きらいな柾が顔を歪ゆがめる。

「──うん。だから言うだけ言ってみようって感じかな。建前としては、前の二品が余りにも出てくるまで時間が掛かったから気になるってところで。……もし了承してもらえたら儲もうけのつもりでさ。──ねえ、両もろ山やまさーん」

　聖介が最も手近な従業員、タイマー係として待機中の臨のぞ美みを呼ぶ。二言三言交わして──

「……まあ、無理だろうけどな。さすがに不ぶ躾しつけな頼たのみだし──」

「柾ー。ＯＫだってー」

「──あっさり決まったな、おい!?」

　見れば既すでに聖しよう介すけも臨のぞ美みも、柾まさきには見えないが恐らく伽きや羅らも、厨ちゆう房ぼう入口に行ってしまっていた。慌あわてて柾もそちらへ駆ける。

「……おい両もろ山やま。こっちから頼たのんで何だが……本当にいいのか？　後でお前が怒おこられたら──」

「心配してくれるとは嬉うれしいな、速はや水み柾。まあ、そこまで気にすることはないだろう。さっきも一度入っているし、宇う月づき聖介の言い分にも一理ある。入口から覗のぞくくらいなら大だい丈じよう夫ぶだろう」

　簡単に言う臨美に頭を下げ、柾は聖介に寄る。

「……で、実際のところどんな感じだ？」

「いや、まだこれから見るところ。……それで、具体的にどうする？　叶かの原はらさんが、またエッチなサービスやらされそうになってたら？」

「止める、全力で」

　柾の即答。聖介は肩をすくめ、頷うなずいた。──下へ手たにここで厨房に突貫するような問題を引き起こせば、最悪警察沙ざ汰たもあり得るのに……彼は柾の好きにすればいいと言外で語っていた。何かあれば自分がフォローするとも。

（サンキュ、聖介）

　こちらも、言外で礼を述べる柾。──その時。

「……ンンッ……ンクゥ……」

　柾たちの耳に、届く声。──はっきり言ってしまえば、それは喘ぎ声で。

　かつてない嫌いやな予感に、柾と聖介は厨房内へ視線を走らせる。──そこには……。

「……クッ……ンハァ……ンンッ……」

　厨房奥の大型調理台の上で、ピクピク揺れる四し肢しが見えた。衣類が見当たらない、白い素肌。──そのすぐ前でコックコートを纏まとった人物が、生クリーム入りの搾しぼり器やフルーツを持った手を縦じゆう横おう無む尽じんに動かしている。

　柾、聖介、臨美、姿が見えない伽羅。四人が四人とも石化したように動かなくなった一秒後。

「「「『──にょ、女によ体たい盛もりだぁああああ!?』」」」

　押し殺した悲鳴を、四人全員が上げた。

「……ま、まさか本当に来るとは。これはどうしようもなく……引く」

『う、うちの店でこんな……うわああああん!?』

「あ……あれが『ギガデカ盛りフルコース』の、デザートなのか!?　──馬ば鹿かなっ!!」

　聖介、伽羅、臨美が取り乱す中、一人柾は拳こぶしを握り締しめる。思い切り歯を嚙かみ締めた顔付きで、厨房内へと一歩を踏ふみ出して──

「!?　ま、待て速水柾っ。君は何をする気だ!?」

　その物ぶつ騒そうな気迫に気付いたか、臨美が柾の腕を摑つかんで引き留める。──が、柾はいとも簡単にそれを振り払った。

「決まってるだろ？　あんな下品な真ま似ね、許すことなどできるわけがない。──止める」

「い、今の君は、本当に止めるだけで済ませるようには見えないっ。落ち着くんだ、速はや水み柾まさき！」

「これが落ち着いてられるか！　恋人が、女によ体たい盛もりなんて不ふ埒らちな所業をさせられてるんだぞ!?　それを見過ごすなんて、絶対できない!!」

　柾と臨のぞ美みの押し問答。気迫で勝る柾の獅し子し吼くに、臨美がやや押され気味であるが……。

「!?　にょ、女体盛りだと……!?」

「まさか……伝説のあれがこの店に降臨しようとしているのか!?」

「うおお！　ぜひそれは……拝見したい!!」

　柾の裂れつ帛ぱくの声は、少し通りが良過ぎた。事態を聞き付けた客たちが、我先にと厨ちゆう房ぼう入口へと殺到してくる。──舌打ちする柾。

　……このまま客たちが来れば、七な紘づなの限界点突破の卑ひ猥わいな姿が衆目に晒さらされる。柾に、それを甘受できるはずもない。一いつ瞬しゆんでも早く七紘を魔まの手から救い出し、客たちの視線から隠してやらねばと柾は臨美を押し退のけ──ようとして。

「──あ、あれっ？　柾、ちょっと待って！」

　困惑気味の聖しよう介すけの制止の声。苛いら立だち含みで柾が彼の方を見て──片かた眉まゆを跳ね上げた。

『……お父さん……？』

　伽きや羅らが、謎なぞめいたものを見たような声。それが発せられた手前の席の椅い子すに……。

「──て、店長!?　何でこんな所で寝て……」

　──否いな、それは冷静に考えれば、そうは謎なことではなかった。彼もまた、鰻うなぎの被害者なのだ。さらにこの店に掛かった呪のろいの影えい響きようを、最も長く受けていたのもこの店長。それらの相乗でついに倒れていたとしても不思議はない。が。

「……なら今厨房にいるコックは……誰だれだ？」

　柾は厨房内を再確認する。そこのコック姿の人物は、改めて見れば線が細く、背も男にしては小柄で。──そしてコック帽に押し込まれている淡い色の髪は、毛先がカールしていて。

「────えっ？　七紘っ!?」

　横顔が見えた以上、間違いでない。盛り付けられている側ではなく、盛り付けている方こそ、七紘。予想外の配役に、柾はフリーズする。

「……え？　コックコートの方が叶かの原はらさん？　じゃあ、女体盛りにされてるのは……？」

　聖介の質問に柾は答えられず。一同揃そろって、奥の調理台へ目を凝こらした。

「……なあ。良く見ると、あそこから伸びてる腕も脚も、無む茶ちや苦く茶ちや太くないか？」

「……ああ。目算だが速水柾、君ほどある」

　柾と臨美が頰ほおを引き攣つらせる。

「ンアッ……ヤダ……乳首に引っ掛かるワ……」

「……改めて聞くと、この声とっても野太いね」

『……ん？　あれ？　この声確か……？』

　聖しよう介すけの言葉に、伽きや羅らが何か考える素そ振ぶり。

　……厨ちゆう房ぼうに近寄ってきた他の客たちも、一行の訝いぶかしむ様子に気付いたのだろう。テンションを滞とどこおらせ、事態を静観する構えになる。

「……ンフゥ。さあ七な紘づな、完成まで後少しヨ。頑張りなサイ？」

　そう述べて、調理台の上で盛られていた側が軽く身を起こした。恐ろしく体重があるのか、調理台の軋きしみが柾まさきたちの許もとまで届いて……。

　──空気が凍る。

（──何だ、あれは？）

　凍結する世界の中、柾の思考は光速で巡った。

（俺どころか本来の店長すら可愛かわいく見える筋肉の塊かたまり腹筋も胸筋も割れまくってだけじゃなく顎あごまで割れてつうか何あの角ばった顔なのに眉まゆが筆で描いたみたいに細いわ口はおちょぼ口だわ軽く化粧をしてるわだけど髪型角刈りとかそういう存在の上に生クリームやフルーツやチョコがデコられてるとか神への冒ぼう瀆とくとしか──！）

　柾が、流れるように手近な席の椅い子すを摑つかんだ。聖介も、同じように武装する。示し合わせてもいないのに、二人が同時に疾しつ駆く。疾風の如ごとく柾が厨房を駆け抜け、迅じん雷らいの如ごとく聖介の手が閃ひらめく。




「「──キ・モ・い・ん・じゃああああ!!」」




「──ハ？　ゲフゥッッッッッッ!?」

　柾たちの瞬しゆん閃せんが、キモい生き物を厨房の壁へと弾はじき飛ばす。

「!?　ま、柾くん！」

　自分の隣となりに降り立った柾に、七紘が驚おどろいた顔をして──すがり付いた。その目には、大粒の涙が浮かんでいる。

「ま、柾くん、わたし……頑張ったんですっ。柾くんをもてなすためには、もう、わたし自身の手料理を作るしかないって！　それで、男の子が一番好きな料理はあれ──に、女によ体たい盛もりと言われたんですけど……。で、でも何かあれ、間違ってる気がして！　それに……クリームを盛ると胸板がピクピクって動いて！　フルーツを載せると、腹筋が蠢うごめいて!!　わ、わたし……ごめんなさい、もう耐えられませんん!!」

「……いや、それは人として正しい反応だ」

　七紘の肩をポンポンと叩たたき、柾。その視線の先では、なおも聖介が縦じゆう横おう無む尽じんの連撃を醜しゆう悪あくな物質に叩き込んでいた。

「……聖介、聞こえてたよな？　──もういいから、殺やっちゃっといてくれ」


「──合がつ点てん承知」



　普ふ段だんの彼から信じられないほどドスの利きいた声で答え、聖しよう介すけの攻こう撃げきが激しさを増す。

「ガッ！　ちょ!?　お待ちになって!?」

　何か言ってくる不気味生物。その強大な筋肉は見かけ倒しではなかったようで、聖介の猛攻を搔かい潜くぐって距きよ離りを取った。

「お、おかしいわヨ、アナタたち!?　どうしてワタシを攻撃するノ!?」

「「その発言をするお前の頭がおかしい！」」

　柾まさきと聖介が雷の如ごとき声でツッコんだ。

「だ、だって美び貌ぼう溢あふれるこのワタシが、男の子の大好きな女によ体たい盛もりとして身を捧ささげるのヨ!?　感涙に咽むせび泣くのが普通でショウ!?」

「女体盛りって時点でお前は一度鏡を見ろ！　何ど処こを見てもごついおっさんであるお前が女体盛りに何かなれるはずあるかっ!!」

「──!?　ひ……酷ひどいワ……」

　柾の指摘に、なぜか奇怪な生物は頽くずおれる。

「ワ……ワタシ……アルラウネなのヨっ。それなのに……おっさんなんて！」

「アル……何だって？」

　聞き覚えのない単語に柾は戸惑うのみだが、聖介はそうでもないようで眼光を鋭くする。

「……確か、ドイツの伝承に登場する花の精？　女性の姿をしてて、男の精気を吸う──」

「……女性？」

　柾に問い返されて、聖介は自称アルラウネを見る。柾は隣となりの七な紘づなを見て、そんな彼に七紘はすまなさそうに頷うなずいた。

「……ええと。本当に女性の方らしいです」

「そう、その通りヨっ。ワタシはアルラウネ。即すなわち花の乙女おとめ──」

「「余・計・に・キモいんじゃああああ!!」」

　柾と聖介のコンビネーションアタック、再び。ぼろきれのように舞う、命名マッチョラウネ。

『……あ、あの、宇う月づきさん。速はや水みさん。うちの喫茶店おかしくしてたの、そいつです』

　怖おず怖おずと、伽きや羅らの説明。聖介が納得顔。

「……なるほど。僕の霊れい視しが最初この喫茶店を映さなかった理由、良く解わかった。確かにこれは、迂う闊かつに近付きたくない……」

「……つーか、男の精気を吸うって言ってたよな？　もしかしてこいつがウェイトレスたちを操って破は廉れん恥ちなサービスさせてたのって、自分じゃ外見がキモ過ぎて男が寄ってこないから、他の娘を使って精気を吸う相手を集めてた？」

　柾の思い付きに、マッチョラウネは憮ぶ然ぜんの顔。

「外見がキモ過ぎてってのは納得いかないけど、概おおむねその通りヨ。男の子はホントにシャイだワ」

　未いまだクリームを纏まとう巨きよ軀くをくねらせる物体のキモさに耐えつつ、柾まさきはマッチョラウネを睨にらむ。

「……真剣にしてたのがアホらしくなってきた。──それはそうと、お前本来は霊れい視しとかないと見えないと聞いてたが、何で実体化してる？」

「フフンッ。それなりに精気が溜たまったから、実体化できるようになったのヨ。ホント、若い欲望を滾たぎらせた男の子たちの精気は、極ごく上じようネ」

「ようは、もう何人か精気を吸われた被害者がいるのか？　──場合によっては、そこに俺らも加わった可能性があると？」

「エエ、話が早いわネ？」

「……それはいいとして。お前この状況下で、それをバラして良かったのか？」

「──ゥエ？」

　──厨ちゆう房ぼうの入口に、女によ体たい盛もりの話を聞き付けやって来ていた男性客一同。全員が、能面的な無表情でマッチョラウネを見据え……。





「──騙だまされたぜコンチクショウ!!」






　男全員、手に武器となる物を握り締しめ──

「──エ？　ヤ、待って……ウギャアアアア!?」

　嵐あらしのように、男性陣がマッチョラウネをタコ殴なぐりにしていく。厨房の壁に赤い……まあ花の精なので血ではなく汁と思われるものが飛ぶ。

「ヤ、グボッ、ゲフッ！　や、やめなサ……！　こ、こうなれば……!!」

「──まだ何かやる気か!?　ふんっ、この状況でできるわけないだろ──」

　率先しマッチョラウネを暴行中の柾が、諦あきらめ悪いそれを足あし蹴げにした。──刹せつ那な。

「──ま、柾くぅん……！」

「あんびゃっ!?」

　柾の背中に、凄すごく心ここ地ち好よい二つの弾力。振り向けば七紘が、柾にしな垂れ掛かってきていて。

（七紘!?　何がどうし──ヤバいヤバい！　この柔らかさ、脳が溶けるぅ……!?）

「──え？　おうっ、何事!?」

「うおぅっ!?　ちょっとぉ!?」

　──否いな、七紘だけでない。店のウェイトレスのことごとくがいつの間にか集まり、男性全員の動きを拘こう束そくするように抱き付いている。

　行動を制限された柾たちの前で、傷だらけのマッチョラウネがそれでも不敵な顔で立った。

「フフゥッ、ワタシが女の子たちを操れることを忘れていたようネ？　アナタたちに彼女たちを振り解ほどけるかしラ？」

「「「「「……くっ！」」」」」

　柾まさきを始め、男性陣が歯は嚙がみする。女の子たちの力自体は、振り解ほどけないほどではないのだが。……その、せっかくしがみ付いてきてくれる女の子たちを、あっさり引き剝はがすのはどうかという男の苦悩が働いておりまして……。

「……なぜだろう？　唐とう突とつに宇う月づき聖しよう介すけにしがみ付きたい気持ちになった……？」

「……両もろ山やまさん!?　く、不覚にもドキドキする」

『……宇月さん？　速はや水みさん？』

　伽きや羅らの怖い声こわ音ねが、柾の耳に響ひびき。とはいえ柾は、七な紘づなを乱暴に引き剝がすわけにもいかず。

　──悩んだ瞬しゆん間かん。事態は余計に混迷を増す。

「んぁ……ちょっと、暑いです……」

　七紘がコックコートを脱ぎ脱ぎ。店中の人間が厨ちゆう房ぼうに集まっている状況。周辺が蒸していくのは仕方がなかった。だからこその七紘の行動を、柾はうっかり止め損なう。と。

　──ぷるるんっ。

「ほんぎゃっ!?」

　七紘がコックコートをまくり上げる。まろび出てくる真っ白な下乳。

（な、何でノーブラなのぉぉおおおおおお!?）

　↑水着からそのまま着替えたので。

　七紘は柾に密着したまま、コックコートを上へと引っ張り脱ごうとする。その反動で彼女の乳房が柾にぶつかって跳ね返って、ぶつかって跳ね返って。

（ぽよんぼよん弾はずんでおられる！　──しかも）

「……う～んっ。引っ掛かって……脱げません」

（──はい！　そりゃあ、そうですよね!?）

　コックコートは七紘のビッグなお乳の頂きに引っ掛かってしまっていた。やや汗ばんで肌に貼はり付いてしまっていることもあり、もう少しで越えて行けそうなところで、越えられない。

「先っぽが……引っ掛かります。……ひぅんっ」

　七紘が強引にコックコートを引き上げようとしたところ、おっぱいの先せん端たんが刺激的に擦こすれたらしく、彼女はビクンと震ふるえ柾にしがみ付く。……おかげで柾の某ぼう所しよも刺激的なことに。

（あうう、ヤバい！　俺のアレもそうだけど、このまま七紘を脱がせるわけにも！　どうにか七紘を正気に戻すには──）

「──ちょ、これどういう事態!?」

　そんな折、厨房入口から甲かん高だかい戸惑い声。

「……え？　って、鷹たか宮みや!?　お前、今まで何ど処こに行ってたんだ!?」

　そういえばずっと姿がなかった蒼良が、状況に付いていけていない顔で辺りを睥へい睨げいしている。

「……何があったかは、余り言いたくないわ。更衣室で、あの年下のウェイトレスのコと……鉢合わせて……」
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「……ああ。お前をお姉様呼ばわりしてた……」

　ぶるりと震ふるえる蒼そ良らに死し闘とうの余よ韻いんを感じ、柾まさきもそれ以上は訊きかないことにする。

「……？　ちょっと待って！　何で鷹たか宮みやさん、操られてないの!?」

　聖しよう介すけが困惑する声に、柾は意味が解わからない顔。

「聖介？　鷹宮はウェイトレスじゃないから、操られるわけ──」

「あのマッチョラウネはそんな限定があるとは言ってないっ。それがあったとしても、彼女も一度はウェイトレスにされてる！　操れないのはおかしくない!?」

　聖介の主張に、柾もはっとする。……同時に、自分にしな垂れ掛かる七な紘づなから、花に似た香りを感じ取る。七紘がマッチョラウネに操られている間、ことあるごとに感じた匂におい……。

『……このお店のウェイトレスは、この香りのコロンを付けるようにって──』

「！　鷹宮、お前、ウェイトレスさせられそうになった時、コロン付けたか!?　花の香りの！」

「……え？　ああ、あれ？　アタシもう、柑かん橘きつの香りのヤツ付けてたもん。匂いが混ざると嫌いやだから、付けなかったわよ」

　蒼良の返事に、柾は確信する。

「あのマッチョラウネ、匂いで七紘たちを洗脳してるのか!?」

（そういえば、水を被かぶって匂いが落ちた時に、七紘が少しだけ正気に返ったっけ……！）

「てことは、何とかこの花の匂いを消せれば、七紘たちも正気に……！」

　しかし柾まさきにはそのための手段を思い付けない。──だが、彼には頼たよりになる親友がいる。

「鷹たか宮みやさん！　僕の荷物から……を!!」

　ざわめきのせいで肝心の部分は解わからなかったが、聖しよう介すけが蒼そ良らに何かを呼び掛けた。蒼良にはちゃんと聞こえたようで、彼女は一度フロアに戻り何かを手に戻ってくる。──次の瞬しゆん間かん、霧きりの如ごとき何かが蒼良の手より厨ちゆう房ぼう内へ噴出された。

「……!?　何だ──」

　柾もそれを浴びるが、特に変わった風に感じない。──が、七な紘づなたちへの効果は抜群だった。

「──え？　あれ？　柾くん……？」

　七紘たちから、急速に花の香りが消える。目にも正気の光が戻り、それで自分たちの格好にも気付いた風に、慌あわてて衣服を搔かき合わせた。

「──エエ!?　何で!?　どういうコト!?」

　簡単に自分の支配を破られ、マッチョラウネはあんぐりと口を開ける。──聖介は歩み寄る蒼良からそれを受け取り、彼かの生き物に示した。




　──ファ〇リーズ。




「「ええええええええええ!?」」

　マッチョラウネはもちろん、柾も驚きよう愕がくの咆ほう哮こう。

「夏場は剣道具が臭におうから。それ対策に使っていた物さ……」

「待て聖介！　本当にそれにこうも効果が!?」

「柾。ファ〇リーズを侮あなどっちゃいけない。これは一部の葬そう儀ぎ屋やさんが、死臭等を消すためにも使っているほどなんだから」

「──凄すごいなファ〇リーズ!?」

　彼の消臭剤の力に、目から鱗うろこが落ちまくる柾。それと対照的なのは、マッチョラウネだ。

「ワ、ワタシの力が、市販の消臭剤程度に……」

　現実を受け入れられず、思考の海に逃とう避ひするマッチョラウネ。──しかし、それが許されたのは余りに短い間だった。

　──ザシュッ……。

「………………エ？」

　床に膝ひざを突くマッチョラウネの前に仁に王おう立だちするのは、モップ二刀流の柾とフライパン二刀流の聖介。その後ろには、各おの々おの物ぶつ騒そうな得え物ものを構えた男性陣。……さらに後ろに、事情を把は握あくできていないながらもマッチョラウネに何かをされたことは理解した様子のウェイトレスたちが、鬼も裸足はだしで逃げ出しそうな笑顔で並んでいて。

「……さよならっ──」

「「──と行かせるわけがないだろこの野郎！」」

　柾まさきと聖しよう介すけが、マッチョラウネの行く手を塞ふさぎ。

「ッ──アアアアアアアアアアアアッッ!?」

　怪異の悲鳴が、夏の午後をつんざいた──




「……？　おおっ！　ここだべなっ」

　灰色のモダン建築の喫茶店を前に、まなこは心持ち安あん堵どした笑顔を浮かべた。

「やっと着いたべー。電車が踏ふみ切きり事故で止まるなんて、ついてないべさー。ケータイも電池が切れるしー……。さて、柾たちはっと──」

　ぶつぶつ言いながらも、女神は優すぐれた眼力で喫茶店を精査する。ここは柾や聖介の言い分が正しければ、彼女にとって敵地と言えた。そこに入ろうというのに、警戒を怠おこたってはならない。

「…………あれ？　何も感じないべ……？」

　まなこが訝いぶかしんだ。聖介に伝えられたような異様な気配が、喫茶店から一切感じられない。

「──何か、あったんだべか？」

　自分が遅れたせいで、柾たちに何かあったのでは？　まなこの胸に焦しよう燥そう感かんが膨ふくれ上がった。

「……！　柾っ、宇う月づき聖介！　無事だべか──」

　急いで喫茶店の扉を潜くぐり、まなこは……凍結。

　──喫茶店の中央で、吊つるし上げられた筋肉の塊かたまり的てき体たい軀く。その全身には、原型が解わからぬほどに痣あざやら傷やらが刻まれていて……。

「──次は、これを使ってみません？　柾くん」

「……鋸のこぎりか。うん、いいな、七な紘づな」

「両もろ山やまさん。そっちのハンドミキサーを取ってくれる？　それって結構、ドリル的だよね？」

「ならむしろ、こっちを使うか？　幸いなことに本物のハンドドリルがある」

「「「「「殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ殺せ!!」」」」」

　吊るされた者を囲むように、幾いく多たの人間たちがその手に凶器を携たずさえていた。それが狂気任せに振るわれる中、邪じや教きようの儀ぎ式しきの如ごとく喫茶店内が荒廃の雰ふん囲い気きに侵されていって……。

「──ど、何ど処このホラーハウスだべここぉ!?」

　まなこが、今日一番大きな絶叫を上げた──




　　　　×　　　　×　　　　×




　七月も終わりに近付いたある日──

　横断歩道の手前で、タクシーが後部座席の扉を開いた。──そこから慎しん重ちような足取りで降りてくる、十代半ばの少女……


「だ、大だい丈じよう夫ぶか、伽羅？　痛い所はないか!?」



「大丈夫だよ、お父さん。心配性なんだから」

　一足先にタクシーから降り、せかせかと世話を焼く二メートル近い偉い丈じよう夫ふに、肩くらいの髪を揺らして少女は笑い掛ける。──そこに。

「──毎度どうも、やすらぎ急便ですっ。……それから、退院おめでとう」

　バイト先の宅配会社のポロシャツを着込んだ柾まさきは、仕事用でない本物の笑顔を少女へ向けた。

「──おお？　暴食の悪鬼じゃねえか？　何だ、『ギガデカ盛りコース』の再挑戦に来たのか？」

　腕を組み見下ろしてくる偉丈夫──すっかり元気を取り戻したあの喫茶店の店主に、曖あい昧まいな笑みで柾は答える。

「……残念なことに仕事中なんで。それはまたの機会にさせてもらいます。──今日はこっちです。これ、聖しよう介すけから退院祝い。こっちは俺」

　柾は店長の隣となりの少女に、お届け物を手渡す。少女の顔が、花が咲くように綻ほころびた。

「ふああ。ありがとうございます。宇う月づきさんにも、よろしく伝えて下さいね」

「それなら、直接言った方があいつも喜ぶかもね。部活が終わったら店に来るって言ってたし」
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　地を揺るがせるように店長が、少し先にある真っ白なモダン建築の喫茶店に去っていく。光を放つようなスタイリッシュな店舗が、眩まぶしい。

「……おーい。病やみ上がりの自分の娘を置いていくのは、どうかと思いますよー？」

「ふふっ、いいんです。お父さん本当に元気になって……。速はや水みさんたちのおかげです」

「──礼言われることじゃない。俺たちも関係ないわけじゃなかったんだから」

　柾は苦笑いを少女……元幽ゆう霊れいの伽羅に向けた。

「……いや、しかし。伽羅も人が悪いよな。君は死んでたわけじゃなかったなんて。生いき霊りよう？　交通事故で魂たましいが身体からだから抜け出てただけなんて」

「すいません。言い出す機会がなくて。その上明めい重え神社の神様……まなこ様に、魂まで身体に戻してもらって。うちの喫茶店も、まなこ様の力でリフォームしてもらっちゃいましたし」

「そこは気にしなくていいよ。元々伽羅が明重神社でお祈りしてた分を、遅ればせながら聞き届けただけって本人も言ってたし」

（というか、「ここで少しは神様らしいところを見せないと役立たずみたいだべ！」ってまなこが危機感を募つのらせてやっただけだしな）

　それではまなこの威厳が限りなくなくなるので、柾も口に出さなかったが。

　柾がちらりと目を遣やれば、問題だった喫茶店は、小こ洒落じやれた憩いこいの場として生まれ変わった姿を見せていた。マッチョラウネがいた頃ころほどではないが、それなりに客も入っている。──と、そちらから駆けてくる人影。どうやら店長も、考えなしに退院したばかりの娘を置いていったわけではないらしい。別に迎えは寄越したようだし、それに……気を利きかせたのかもしれない。

「──伽きや羅らさん？　……に、はわ、柾まさきくんっ？」

　柾を見て、七な紘づなの顔が瞬しゆん間かん紅潮した。柾の頰ほおも困った風に赤みを増す。

「……あ、あの……先日は本当に、色々お世話を掛けちゃいました……」

「……いやその……気にしなくて、いいから」

　照れり照れりと頭を下げ合う二人。──七紘はマッチョラウネに操られていた間のことを、きちんと憶おぼえており。

（ようするに、あーんなことやこーんなことをしたのを、七紘は自覚しているわけで……）

　それが脳内で再生されているのだろう、羞しゆう恥ち極きわまった様子の七紘に、柾も各おの々おのの場面を思い出してしまい、顔面炎上が止められない。

「ま、柾くんっ。わたし、好きでああいう風にやってたわけじゃなくてっ。で、でも柾くんにああいう風にするのが嫌いやなわけじゃなくてですね……！　あぅ、な、何言ってるんでしょう？」

「……はは、解わかってるから。七紘、安心して」

　柾の穏おだやかな（やや赤み強し）笑顔を見て、七紘の顔が赤いままながらほっとする。……が、柾は少しだけ困った表情を浮かべた。

「……しかし。ウェイトレスの制服、結局まだそれのままなんだな……」

　胸元が大きく開き、スカートも太ふと股ももくらいの丈たけのメイド服。相変わらず大迫力の七紘の胸が、大胆に強調されていて。

（……似合ってはいる。可愛かわいいんだよっ。でも、こんな露ろ出しゆつ度どが高い格好は恋人として……！）

　心配を立ち昇らせる柾。脇わきでは伽羅が、中学三年生だという歳とし相応の胸に手を遣やっている。

「……あたしも店を手伝う時、あの服を着ることになるんだよね……」

「多分聖しよう介すけは喜ぶと思うぞ？」

　無責任なことを言って、柾は七紘と対面する。伽羅が、気を使って少しだけ離はなれた。

「そういえば。柾くん、お仕事は順調ですか？」

「ああ。とりあえず、高校総体の遠征費は用意できるくらいには」

　元々のバイトの理由を冗談めかして言って、柾は問題ないことをアピール。……が、直後に参った風な表情を浮かべた。

「……まあ、金欠はまだ続きそうなんだけどさ。次のバイト代で、携帯電話と腕時計を買い直すことになるから……」

　そのことに無関係でない伽羅が、気まずそうな顔をする。──そこで七紘が、ポケットから取り出した物を躊躇ためらいがちに柾へ差し出した。

「──あの……これ、誕生日プレゼントです！　使ってもらえたら、嬉うれしいですっ！」

「──え？　え、ええええ!?」

　柾が、七紘の真っ赤な顔とその手のリボンの付いた包みを見比べて驚おどろきの声を上げた。両手で受け取った包みを、まじまじ見詰める。

　──確かに、今日は柾まさきの誕生日。だがバイトで忙しい身に、お祝いは期待できないと諦あきらめていた。七な紘づなからのサプライズに、柾は感動する。

「あ、開けていいかな？」

「──はいっ」

　七紘からのプレゼントは、上品な意い匠しようの銀色の腕時計で。柾は恐る恐る腕に嵌はめてみる。

「～～～！　凄すごい嬉うれしい！　ありがとう!!」

　笑みの止まらない柾。七紘もはにかんだ笑顔。──そこで柾は気付く。

「もしかして……七紘がバイトを始めたのは？」

「……あ。その……はい。柾くんの、誕生日のプレゼントを買いたくて。──両親にもらったお小遣いじゃなくて、自分で稼かせいだお金で……」

　ずっと謎なぞだったことの答えが出て。そして何とも大きい愛いとしさが湧わき出てきて、柾は七紘を思い切り抱き締しめた。

（七紘。やっぱり君は、最高の恋人だ！）

　柾は、七紘への気持ちを再確認し──

（──だから、きっと守ってみせる……！）

　胸の内の不安を、押し殺した。




「──まなこが封印してた怪異!?」

　自宅の自室で聖しよう介すけ、まなこと向かい合い、柾は驚きよう愕がくを響ひびかせた。

「そうだべ。あの喫茶店で悪さをしていた自称アルラウネは、元はまなこが封印してたんだべ」

　ベッドに腰掛けたまなこの手で、花の蕾つぼみの形の鈴がチリンと鳴る。──それは、落ち着いた後まなこがマッチョラウネを変化させた物だ。

「……この街はさ、人に仇あだなす怪異の、刑務所みたいなものなんだよ。街のあちこちに、そういうものが封印されてるらしい」

　聖介が古めかしい本──明めい重え神社についての文献をめくりながら話す。

「目の神様であるまなこ様は、その力でそれらの怪異を見張り、睨にらみを利きかせて、封印を守る役目を持ってる。というか、それが本来の役目」

「……だが、そちたちが神社からご神体を持ち出した折に、一時的にその役目が満足にできぬ状態になったんだべ。その隙すきを突いて、封印を破った怪異が何体かいるんだべさ」

　まなこの説明に、柾が奥歯を嚙かむ。

「……じゃあ、何か？　伽きや羅らの喫茶店があんな風になったのは、間接的には俺のせいなのか？」

　後悔から、柾は顔を手で覆おおった。聖介は悼いたむ瞳ひとみで柾を見ながら、躊躇ためらいがちに続ける。

「君が責任を感じるのは仕方ないけど……余りそっちばかりに気を取られないで欲しい。──今後危険なのは、むしろ君たちかもしれないし」

「……？　どういうことだ？」

　疑問符を浮かべる柾まさきに、聖しよう介すけは告げる。

「さっき言った封印を破った怪異たちは、まだこの街にいるんだよ。彼らは、まなこ様の目を盗んで牢ろう屋やからは出たけど、刑務所自体を脱出する前にまなこ様が戻ってきて、身を隠すしかなくなったようなものなんだ。──だから彼らは、さらにこの街という刑務所から脱走を計画している。あのマッチョラウネは、自身の力を高めることで、強引にまなこ様を突破してそれを為なそうとしていたらしい。他に、伽きや羅らさんが明めい重え神社にお参りしていたことから考えるに、本来まなこ様が叶かなえるべき彼女の願いを横取りして、まなこ様に伽羅さんの祈りのエネルギーが贈られるのを妨ぼう害がいしてた節もある。……その過程で君や叶かの原はらさんを見付けて、まなこ様へと捧ささげられるはずの君たちのエネルギーも横取りしようとしたみたいだけど……」

　まなこは、柾と七紘というまなこがきっかけで結ばれた男女が、まなこに対して抱く感謝の念を今、最大のエネルギーとして自身の回復に使用している。マッチョラウネは、それさえも狙ねらっていたらしい。

「……他の怪異も、恐らく似たようなことを街の何ど処こかでやってる。そして奴やつらの一番の狙いは、君と叶原さんなんだよ」

「──はっ？」

　目を丸くした柾に、聖介は諭さとす風に言う。

「力の弱ったまなこ様に、最も大きい回復用のエネルギーを与えているのは、君たちなんだよ。それを妨害できれば、当然彼らにとっては都合がいい。あまつさえ、もし上う手まく君たちを別れさせることができたなら……」

「ちょ、ちょっと待て、聖介？　お前の言い分だとそれは……」

　冷や汗を垂らし問い返した柾に、聖介は傍かたわらのまなこと目配せを交わしてから──答える。

「うん。封印から解放された怪異たちは多分、君と叶原さんの中を引き裂こうとちょっかいを掛けてくる。君たちが破局すれば、まなこ様の回復が遅れることはもちろん、もしそれで君や叶原さんがまなこ様を逆さか恨うらみすれば、かえってまなこ様の力が削そがれるかもしれないしね」

「…………マジかよ……？」

　余りの大事に、柾の身体からだがぐらりと傾かしぐ。

「……まあ、そこまで深刻に考えずともいいべ」

　当のまなこがあっけらかんと言った。

「真にヤバい輩やからは、まなこのもの以外に何重にも封印が掛けられているから、逃げられてないべ。逃げたのは、比較的危険度の低い輩ばかりだべさ。まなこがいれば、どうにかなるべ」

「……そのお前は、喫茶店の一件に間に合わずだったろうが」

　半眼の柾から目を逸そらすまなこ。聖介が軽く微笑ほほえんだ。

「まあ、あれだね。この街の運命は、柾まさきと叶かの原はらさんの恋の行方に掛かってる！」

「──面おも白しろそうに言うな!?」

　これからの苦難を想おもって。柾は七な紘づなとの絆きずなを手た繰ぐり寄せるように拳こぶしを握って、叫んだ。
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「──ドコ、行っちゃったの……？」

　少女が一人、暗い街を駆ける。

　駅前、ロータリー周辺。午後九時前のそこは、帰途のサラリーマンが人の流れを作っていた。

　その間を縫ぬうように進む少女を目にした途と端たん、多くのサラリーマンたちはぎょっとする。──少女が小学校の高学年くらいの歳とし……だからというわけではない。確かにこの時間に、そんな年代の少女が一人で出歩いているのは珍めずらしいが、不自然とまでは言えないのが今のご時世だ。

　彼らが驚おどろいているのは、別の理由である。

　──ゆっさ。

　前述した通り、少女は小学校高学年くらい。年齢は一〇歳をそうは超えていないはずだった。──にもかかわらず、デカい。何がと言えば、その胸が。

　あまりに年齢不相応。サイズにしてメロンの如ごとく。それが走り回る少女の動きに合わせて、ゆっさゆっさと揺れまくるものだから……良識ある大人としては、大変目のやり場に困る事態となっていた。

　──が、これだけ人がいれば、中には良識を持ち合わせていない大人というものも存在するわけで……。

「おおっ？　でっかいなぁ、おいっ」

　セクハラ満載のそんな言葉を少女に掛けたのは、明らかに度を越して酔っ払った中年男性であった。……息からアルコール臭を、これでもかとばかりに発散している。少女は軽く柳りゆう眉びをひそめ、それを無視して通り過ぎようとするが。

「待ちなよぉ。おじさんと遊ぼうぜぇ？」

　そう言って男が、わきわきと手を蠢うごめかせ少女の行く手を塞ふさいだ。それと並んで、同じように酔っ払った中年男が二人。──質たちの悪い、迷惑極きわまりない相手だ。さすがに周囲から何人か、見過ごせないとばかりに人が歩み出てくる、が。

「──邪じや魔ま」

　少女の酔っ払いに向けた言葉は、それだけ。簡潔で、とてもではないが酔っ払いたちをどうにかできるものには思えなかった。──が。

　──ヒュゴウッ!!

「「「──ぅおおっ!?」」」

　──嵐あらしのように、夏場にもかかわらず真冬のような風が吹き荒れた。身を切るような寒さに、酔っ払いたちが身を縮こまらせる。

　……ぱさっ。

「「「……え？」」」

　次の瞬しゆん間かん、酔っ払いたちのズボンが、重力に引かれて落ちた。ばかりか、それを合図に彼らの服がバラバラに散って地面に散らばる。

「「「へ？　え？　おお!?」」」

　いきなりストリーキングをかました酔っ払いたちは、一気に酔いも醒さめた様子で股こ間かんを隠し、一いち目もく散さんにその場を逃げ出した。──それを目もく撃げきした他のサラリーマンたちは、何とも不思議なことがあるものだと目を見張っていたが、次第にぱらぱらとその場を離はなれ、再び人の流れを形作っていく。

　そんな中、ただ一人その場に残った少女は、酔っ払いたちの存在など最初からなかったようにまた駆け出そうとし掛けて──天を見上げた。

「……あ、この気配。彼が近くに……いるの？」

　少女は、少し考える素そ振ぶりを見せた。

「……あのコはこの辺りにいないみたい。探す範囲をもっと広げた方が、きっといいよね？　……そして……」

　少女は進もうとしていた側とは正反対の方へ身を翻ひるがえし、駆け出す。

「……あのコも、彼に会いたがってた。なら、彼に会いに行ったのかもしれない。だったら彼の許もとに行けば、あのコもいるかもしれないし。……うんっ」

　何かを決めた様子で、少女がその足を速めた。かすかに頰ほおを染めた少女は、物理的にも心情的にも胸を弾はずませている──




　──それは、まさしく恋する乙女おとめの顔だった。




　　　　×　　　　×　　　　×




「──ようやく来たか……っ!?」

　己おのが通う高校、その道程にあるコンビニ前で、甲かつ冑ちゆうを纏まとった如ごとき巨体をそびえさせていた男子、速はや水み柾まさきは、訪れた待ち人に目を見張った。

　八月頭の長い陽ひが、とっくに沈んだ午後九時過ぎ。その夜よ闇やみを裂いた車のヘッドライトが、サイドポニーヘアで色々真っ平らな少女の細身を照らし出す。……その時に、背後からの強い光で彼女の衣服が透けて見えた気がしたのだ。──実際にはそんなことはなく。単に目の錯さつ覚かくであったのだが。

（ああくそ……心臓に悪いっ）

　柾が内心で吐はき捨てるのも、無理はなかった。

　──叶かの原はら七な紘づな。容姿端たん麗れい、頭脳明めい晰せき、家柄も一級という、柾たちの学校のマドンナ。当然柾も想おもいを寄せていた彼女の服が、一枚だけ透視されるという事態に、柾まさきは六月頃ごろに陥おちいった経験がある。

　それがきっかけで柾は七な紘づなと恋人になったので、決して悪いことばかりではなかったのだが……その時の心労は柾の中に、『服が透ける』等の言葉をトラウマに近い形で刻み込んでいた。だから、柾はこういうことに必要以上に警戒をしてしまう……。

（……まさかこれ、何か嫌いやな事態の予兆だとか──って、考えがネガティヴになり過ぎだ！　……やっぱ俺、疲れてるのかな……？）

　目をごしごしこする柾を見付け、少女は駆け寄ってくる。

「──あ、速はや水みっ。もう来てくれてたんだ！」

　破顔した少女、名を鷹たか宮みや蒼そ良らという。柾とはクラスメイトで、七紘の親友だ。……ただそれ以上に、柾には思うところが満載の相手なのであるが。

「……呼び出した鷹宮が、呼び出された俺より遅れたことはこの際いい。もっと重要なことがあるからな……」

　日中の猛暑を引きずる外気の中、Ｔシャツにキャミソールを重ね、下はデニムミニスカートという出いで立ちの蒼良を睨にらみ、柾はＴシャツ、綿パンにシャツを羽は織おった身を仁に王おう立だちさせた。

「──どうして俺が、鷹宮の宿題の回収に手を貸さないとならないんだ!?」




　好きな少女の服を透視するだの、幽ゆう霊れいになり同級生の女子の身体からだに憑ひよう依いするだの、つい先日には妖あやかしの花の精に呪のろわれていたある喫茶店を解放するだの……超常現象に遭遇し易やすい今日この頃を送っている少年、柾。例によって今回もそうなのかといえば……事情が違っていた。

　ことの起こりは一時間も前ではない。蒼良の自宅で彼女の母が、夏休みの宿題の進行状況を娘に尋ねたことだった。……蒼良という少女の性格を鑑かんがみれば解わかるだろうが、彼女は夏休みの宿題を早めに終わらせるタイプではない。蒼良の母もその辺りは承知しており、あくまでその問いは夏休み恒例の儀ぎ式しきのようなものだった。──が、今年の蒼良は一味違っていたのである。

　彼女は、宿題そのものの存在を忘れていた。それも、一学期終業式の終了直後から。……柾たちの高校では、夏休みの宿題は一学期最後の各教科の授業で渡される。蒼良は、それを受け取った傍そばから机に突っ込み、終業式の日に一気に持って帰るつもりでいたらしい。──つまり。

　蒼良は夏休みの宿題をやっていないどころか、家に持ち帰ってすらいなかった。

　……それが判明し、蒼良の母、キレる──

　直ただちに蒼良は家を叩たたき出され、宿題を取ってくるまで家の敷しき居いを跨またげない身となった。

　困った蒼良がその直後に取った手段は、知人たちへのＳＯＳコールであり、その知人の中には柾も含まれていたのである──




「だってー、こんな時間に女の子一人で出歩くとか危ないじゃない？　か弱いこの身を守ってくれる騎き士し様が欲しいって、アタシも思うわよ」

「……そこは納得できなくもないが、そもそも鷹たか宮みやがちゃんと宿題を持ち帰っていれば、こういうことにならなかっただろ？　……俺だって今の時期、暇ひまじゃないんだぞ……？」

　柾は高校総体の剣道全国大会のために、近く遠征する身である。大会に集中するためにも、今は余計なことに関かかわりたくないのが本音だ。……なのに蒼そ良らの救援要請に従いここまで来てしまったのは、一いち概がいにこれが理由である。

「……ゴメン。頼たよれるの速はや水みたちしかいないの。今度何か奢おごるから、手伝って。……お願い」

　普ふ段だんよりも若じやつ干かんしおらしく、蒼良が言った。

（…………。やはり何か、様子おかしいよな？）

　元気爆発、傍ぼう若じやく無ぶ人じん、それを絵に描いたのが普段の蒼良だ。が、今の彼女からは、その二つの四字熟語が鳴りを潜ひそめている。彼女から来た電話でもそれを感じ取れたから、柾も家を飛び出してきたのであった。

　柾は蒼良に気を配りながら、辺りを見回す。

「──ところで、他の皆は後どれくらいで来るんだ？　……まあ、七な紘づなが無理なのは解わかるが」

　蒼良がＳＯＳしたのは、何も柾だけではない。柾も良く知る面々、七紘、柾の親友宇う月づき聖しよう介すけ、クラスメイトの両もろ山やま臨のぞ美みらにも電話を掛けたのだそうな。……家が富豪のお嬢じよう様さまたる七紘は、門限の関係で来るのは無理だろうが、それ以外の救援者たちはいつ来るのか柾は訊きく……が。

「うん。速水も言った通り、七紘は門限があるから来られないって。……で、両山は……何かもう寝てるみたいで、連絡つかないのよ……」

「なぬっ!?」

　臨美は学校一の変わり者少女として名高い。その特徴の一つに、いつでも何ど処こでもよく眠るというのがあるのだが……。

（あいつの睡眠時間は、一日何時間なんだ!?）

　多い時でも一日六時間以上寝ない柾は、理解できずに困惑する。……ものの。

「──いや、今は両山のことはいいんだ。鷹宮、聖介も用事で来られないそうなんだよ。それに、まなこも立場的には小学生だから、こんな時間の外出を母さんが許さなくてさ。だから……俺たちだけってことになるのかっ？」

「……ええっ!?」

　目を丸くした蒼良に、柾も複雑な顔になる。

（……た、鷹宮と二人きりなのかぁ!?）

　それを意識した途と端たん、柾に緊きん張ちようが走った。

　深夜とはまだ呼べない時間とはいえ、夜中に恋人以外の女子と二人きり。うぶな柾としては、七紘に後ろめたさを感じる状況だ。──しかもその相手である蒼良は、前に柾を好きであると匂におわせた例がある。……最近は、そんな素そ振ぶりを見せていないのだが……。

　柾まさきは無意識に唾つばを飲み込み、背中に冷や汗を垂らした。今の状況は自分に、七な紘づなによくないのではないかと、心臓が締しめ付けられる。──そんな心持ちで目を遣やってみれば、蒼そ良らの服装も何ど処こか挑発的なものに思えてきて。

（ス、スカートから伸びる脚が……眩まぶしいっ。それにスカート自体が結構タイトだから、お尻しりの丸みが否いや応おうなしに解わかる！　……うぅっ）

　何かに促され、柾が口を開こうとした、瞬しゆん間かん。

「うわぁ。一番来て欲しかった二人が、来ないのっ？　速はや水みだけじゃ、何か不安だよぉ……」

「…………ぅおいっ」

　蒼良のあまりの言い分に、柾は半眼になる。

　確かに聖しよう介すけは驚おどろくほど雑学に明るいし、柾の妹……ということになっているまなこに到っては、実際は本物の神様である。面倒事において彼らが最も役立つ人材なのは否定しないが……それと比較しわざわざ参上した柾をこき下ろすのはどうだろうか？

　柾も少々むっとする。

「──行くぞ鷹たか宮みや。こんなしょうもないこと、とっとと終わらせる」

「ちょっ!?　ま、待ってよ、速水！」

　スタスタ歩き始めた柾を、蒼良は慌あわてて追い掛ける。肩にトートバッグを掛け直す彼女の様を尻目に、柾は鼻を鳴らした。

（何だよ。変に意識してるの、俺だけじゃないか。──あーもう、やめだ、やめ。鷹宮のこと、真剣に考えるだけ損だ）

「……ま、何もないならない方がいいんだよな」

　複雑な恋の鞘さや当あての懸け念ねんを、柾は胸の底へと沈めていった。
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「──で、鷹宮は何をやっている!?」

　あれから直すぐに自分たちの通う高校に到着して。即座に柾は混乱を口にした。

「……何って……学校に入ろうとしてるのよ？」

「ああ、確かにその通りだ。けど、入る場所を間違えてないか!?」

　きょとんとする蒼良を、柾は見上げる。

　蒼良は体育館の裏、人目に付かない所の金かな網あみを乗り越え、学校に侵入しようとしていた。

「お前、それは不法侵入だぞ!?　今は夏休みで夜も九時を過ぎているが、当直の先生や警備員はいるはずだっ。正面から入ればいいだろ!?」

　柾の主張に、蒼良が頰ほおを膨ふくらませた。同時に金網のてっぺんを跨またぐように腰掛ける。……割とタイトなデニムミニでそういう格好をされると、今にもスカート内が見えてしまいそうで。柾まさきは急いで視線を下げた。

「……正面から入ると、警備員はともかく当直の先生に事情を話さないといけないじゃない。ただでさえママに叱しかられたのよ？　先生にまで叱られたくないっ」

「…………アホかお前はっ!?」

　わがままな蒼そ良らの意見に、柾は声を荒らげる。

「じゃあ鷹たか宮みや。このままフェンスを乗り越えて入ったとして、その後どうやって校舎に入る気だ？　校舎には鍵かぎが掛かってるぞ？」

「──うっ……」

「何ど処こかの窓か扉をこじ開ければ入れるだろうが、それだと強制的に警備会社に連絡が入る、そういうセキュリティになってたはずだ。……お前、そんな大ごとにする気か？」

「…………ううっ」

　理路整然とたしなめる柾に、蒼良は呻うめく。

「正面から行って、事情を話して、校舎の鍵を開けてもらった方がいい。それが結論だ。……解わかったら早く下りて来い、鷹宮」

「……速はや水みなんかに言い負かされるなんてっ」

（なんかとは酷ひどい言い草だな!?）

　憮ぶ然ぜんとするものの、柾は内心だけに留とどめた。……蒼良が普ふ段だん、柾に口で負けることなどあり得ない。今の蒼良の言葉には、いつもの切れ味がなかった。覇は気きが感じられない蒼良に、柾は不安を募つのらせる。──と。

「──え？　あ、ヤ……!?」

　焦あせった様子の蒼良の声。柾は（スカート周辺は視界に入れないようにしながら）顔を上げる。

「どうした、鷹宮？」

「ス、スカートがフェンスに引っ掛かって……取れないっ。速水、どうなってるか解らない!?」

「え、ええぇ……!?」

　せっかく視界に入れないようにしているのに、当の蒼良から見ろとリクエスト。

（た、鷹宮の考えなしの行動は、やはりろくなことにならない……！）

　とはいえ、今のままでは蒼良が動けない。柾は恐る恐る問題の辺りに目を凝こらす。

（……く、暗くてよく見えな──うびゅっ!?）

　そう思っていたら、突然焦点が合う。デニムスカートは結構危うい位置にまでずり上がっており、蒼良の脚線美の表現が似合う太ふと股ももが白く夜陰に浮かび上がっていた。

（ぅが……!?　な、何はともあれ、スカートの何処が引っ掛かっているかは確認したぞ！）

「た、鷹宮っ、スカートのちょうど真後ろの裾すそだ！　そこがフェンスの支柱の頂点に……！」

「口で言われてもよく解らないわよっ。何処!?」

　位置的にどうあっても蒼良からは見えぬ場所のため、彼女は手探りでそれを外そうとするが……上う手まくいかないようだ。もぞもぞする内に、スカートはさらに危険域までまくれ上がり──

（うおおっ、ヤバい！　見えてしまう──）

　柾まさきがばっと目を逸そらした。──と、その先で何かが動いた。見ると豹ひよう柄がらの猫。柾の視線などものともしない様子で、猫は気まぐれに金かな網あみを一気に駆け上がり……。

「──ぅひゃああああああああああああ!?」

　蒼そ良らが、珍めずらしく絹を裂くような悲鳴を上げた。

　──びりぃいいいいいいいいいいいいっ！

　……同時に文字通り、布が裂けるような音。だが柾はそれを気にしている場合ではなかった。猫に驚おどろいたらしい蒼良はバランスを崩し、その身は既すでに宙を舞っている。矢のように飛び出し、柾は蒼良の下に自らを滑すべり込ませる──

「…………くぅっ、間に合った……か？」

　仰あお向むけの自分の上に降ってきた重みに、柾は呟つぶやいた。目の前に星が散っているため、手探りで状況を確認する……。

「──ひゃうんっ!?」

　と、唐とう突とつに蒼良の可愛かわいい悲鳴。何事かと意識すれば、自身の顔の辺りにある右手が何か弾力に富むものに触れており。

（な、何だこの、ぷりぷりとした手触りの物体は？　何か、触ってると気持ちいい……けど）

　だが同時に、柾は息ができなくなっている己おのれに気が付いた。

（この何か、顔の上に乗って……!?）

　焦あせったせいか、急速に息苦しさが増す。柾は顔の上のものを除のけようとするが、手で払った程度ではビクともしない。酸素を渇望する柾は、ならばと両手で問題の何かを鷲わし摑づかみにして──

（──ぉお!?　ぐいっと喰くい込んだ指が……跳ね返されるように押し返されてくる!?　だ、だけど摑み難にくいわけじゃなく、むしろ掌てのひらにジャストフィットするような……!?）

「ひゃああああっ!?　何ど処こ摑んでるのよっ!!」

　──キンッ。

「──ぴゅぴっ!?」

　……男の急所に、衝しよう撃げき。柾の全身から、力が抜けた。──途と端たんに視界が開ける。今思えば柾の視覚が機能しなかったのも、顔に乗っていた何かが視界を塞ふさいでいたからだったのだ。……退いたその何かは、凄せい絶ぜつに柾を睨にらんできた。

「……た、鷹たか宮みや、さん……？」

　涙で霞かすむ眼で、柾は膝ひざ立だちの蒼良を捉とらえる。彼女は暗がりでも解わかる赤面で、お尻しりを押さえた。

（そ、そうか……！　俺がさっき摑んだのは、鷹宮のお尻だったのか……！　実に素晴らしいものをお持ちで──って何思っとるか!?）

　不ふ謹きん慎しんなことを思い浮かべそうだった柾まさきは、だが目の前の光景のインパクトに気付く。一いつ瞬しゆんでそちらに注意を持っていかれた。

「たたたた鷹たか宮みや!?　スカートはどうした!?」

「──え？　や、やああああああああああ!?」

　蒼そ良らから、スカートがなくなっていた。顔を逸そらした柾は、フェンスの上部に掛かる破れたデニムの布地を発見。……先程落下した時に、金かな網あみに引っ掛かったままだった蒼良のスカートは、引き裂かれて脱げてしまったらしい。

（……何という因果応報……）

　悪いことをしようとすれば、罰ばちが当たる。地にぺたんと座り込み、Ｔシャツの裾すそを伸ばして下着を隠す蒼良へ、柾はそんなことを思う。が。

（……ということは、これも因果応報？　鷹宮を庇かばった俺にこんな仕打ちは、酷ひどいぞ運命！）

　蒼良のストライプ柄のパンツを見たことやお尻しりを鷲わし摑づかみにしたことは棚に上げ、柾はぼやく。……そんな彼の前で、蒼良が拳こぶしを握り攻こう撃げき態勢に入っていた──




　　　　×　　　　×　　　　×




　頭頂部が、柾よりさらに高い所にある。筋肉の付きこそ柾に分があるが、それはあくまでも男女の体質の差に過ぎなかった。

　職員室にてそんな女教師、護ご國こく城じようレナ教諭から、柾は自分たちの教室の鍵かぎを受け取った。

「ところで速水君、その腫はれ上がった顔は何？　……大だい丈じよう夫ぶなの？」

「……ええ。見た目ほど痛みはないんで」

　外見通り厳しくもある。だが生徒への気遣いも忘れない護國城へと、曖あい昧まいに答える柾。その背後で不ふ機き嫌げん顔がおの蒼良の腰には、柾の羽は織おっていたシャツがパレオ状に巻き付けられていた。

「──あまり遅くならないようにね」

　護國城に釘くぎを刺され送り出された柾たちは、夜の校舎内へと足を踏ふみ出す。

（……何か、普ふ段だんとは別の建物みたいだ……）

　終業式以来、久々に入ったことも理由の一つかもしれない。夜の校舎は良く知る昼間の校舎とは、全く別物に感じられた。──ふと、右腕に軽い重み。蒼良が柾の肘ひじを摑んでいた。

「……鷹宮？」

「──!?　な、何でもないわよっ。それから、気安く話し掛けないで！　さっきのこと、まだ許してないんだからっ！」

　振り払うように柾の腕を放し、そっぽを向く蒼良。しかし何ど処こか無理をしているような彼女の様子に、柾は眉まゆ根ねを寄せる。

（……何か、また様子がおかしくなってきたな）

　とはいえ、ここで声を掛けてもへそを曲げた台詞せりふが返るだけだろう。柾まさきはひとまずは本来の目的、蒼そ良らの夏休みの宿題を回収すべく、自分たちのクラスの教室を目指す。

　やがて何事もなく、校舎二階、二年Ａ組と札が掛かった教室まで来た。借りてきた鍵かぎを使い、教室の扉を開く。そのまま柾は同クラスである聖しよう介すけや七な紘づな、臨のぞ美みの机の脇わきを抜け、蒼良の机にまで到る。……が。

「……本人はどうした!?」

「い、今行くところよっ」

　蒼良は、なぜか入口で立ち止まっていた。柾に呼ばれ、教室を一通り見回した後、小走りで自身の机に近寄る。

「…………で、あったか、宿題？」

「ちょ、ちょっと待ってよ。……あ、あった！」

　蒼良が、己おのれの机から引っ張り出したプリントの束をトートバッグに詰め込む。柾はやれやれと肩をすくめた。

「これで回収完了だな？　……さすがにご神体を明めい重え神社に返しに行った時や、呪のろいの喫茶店を解放した時ほどは苦労しないか──」

　柾が軽口を叩たたいた。──その刹せつ那な。

　……かたんっ。──キラッ。

「──ひゃっ!?」

　かすかな物音、そして、何かに反射する光。それに、蒼良が跳び上がった。……ばかりか柾に跳び付く。勢いよく柾の胸板へ、蒼良の胸部が当たった。平地染じみたそれでも、弾はずむような弾力が伝わってくる。さらに蒼良の髪から上る、柑かん橘きつ類るいに似た香り。不意打ち気味のそれに動揺して、柾は滑すべって転んだ。

「～～～!?　あ、頭打った……！」

　隣となりの机の角で後頭部を強打し、悶もん絶ぜつする柾。そんな彼にしがみ付いたまま、蒼良が叫ぶ。

「い、今の音、何!?　ここにはアタシたちしかいないのにっ!?」

「風か何かだろっ。そんなに驚おどろくことかっ？　というか鷹たか宮みや、お前に圧のし掛かられてると俺は起き上がれない──」

（というか……相変わらずこいつ何かいい匂においが。──って、駄だ目めだドキドキするなっ。嗅かぐな！　これは七紘に悪い……!!）

　柾が文句を言って（今度は変な所を触らないように気を使いながら）蒼良を引っぺがそうとした瞬しゆん間かん。……何かが引きずられる音。同時に引っぺがそうとした蒼良の手が、柾のＴシャツの胸元をぎゅうっと握る。

　揺れる蒼良の双そう眸ぼう。その行方を追った柾は、放り出された彼女のトートバッグを捕ほ捉そくする。──それが、軽快に床を滑すべって教室の出口へと向かった。……勝手に、ひとりでに。
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「ふ──ふんぎゃああああああああああ!?」

「ぐ──ぐぎぃえっ!?」

　蒼そ良らが絶叫。柾まさきの襟えり首くびを摑つかみ、揺さぶる。

「なななな何あれ!?　ポルターガイストッ!?」

「ぐっ、おぅ、落ち着けっ。ぐぁっ！」

　ガンガン床に頭を打ち付けられる柾は、蒼良の手を引っ摑つかんで襟から外す。ズキズキと痛む後頭部を撫なでつつ、柾は気付いて起き上がる。

「鷹宮、お前の宿題のプリント、盗とられたぞ！　早く追い掛けないと見失う!!」

　言うが早いか柾は、教室の出口を駆け抜けた。……柾自身自覚はないが、次々に超常現象へと巻き込まれてきた経験が、不可解な事態の中でも冷静に行動できる慣れを生じさせている。

（……まだ遠くには行ってないはず──）

　その予想通り、蒼良のトートバッグを廊下で見み出いだした柾。舌打ちする。

「くそっ、待ちやがれ！」

（結構散々な目に遭あって、それで宿題回収失敗しましたなんて……ふざけるなよ!!）

　憤いきどおり混じりに、柾の巨きよ軀くが廊下を疾しつ駆くした。

「ちょ、待っ……速はや水みぃっ!?」

　教室に取り残された蒼そ良らが、柾まさきの消えた教室の出口に向かい手を伸ばす。

　……しかしそれで柾が戻ってくるはずもなく。彼の足音が離はなれていくのが耳に入るのみで……。

　──ひゅぅぅ～～～……。

　──ぴし……みし……。

　何ど処こかからの隙すき間ま風かぜと、家鳴り。何でもないはずのそれらの音に、蒼良の肩が震ふるえた。

　恐る恐るという具合に蒼良が教室内を見回す。窓からの月明かりだけが照らす教室は、何やら非常に冷ややかな印象で──

「──ま……待ってよ速はや水みぃぃっ！」

　蒼良はあたふたと、柾の後を追った……。




　廊下を滑すべるトートバッグはすばしっこく、柾は見失わないようにするのが精一杯であった。……が、だからといって危機感は覚えていない。先刻は戸惑って見逃していたが、トートバッグは誰だれの手にも触れられず動いているのではなく、人の頭くらいの大きさの何かに持っていかれているのが解わかったからだ。

　柾は、インターハイの剣道全国大会にも出場できる実力者だ。当然相手の動きを先読みする能力にも長たける。本当にトートバッグが勝手に動いているならともかく、それを牽けん引いんする存在がいるなら、そちらの動きを先読みすることでその素早さにも対応できた。……今は、廊下という障害物の少ない場所での追走劇だからこそこの有様だが、相手が教室等の限定された空間に逃げ込んでくれれば即刻捕まえる自信がある。

　それを待ちながら、柾は事態を分析していた。

（こいつは……何だ？）

　一学期後半の紆う余よ曲きよく折せつの中、七な紘づなの服を透視するなど多様な超常現象を体験してきた柾は、つい先日に、それらの体験について調べていた聖しよう介すけや、それらが起こったことに深く関かかわっているまなこから、重大な話を聞かされている。




『……この街はさ、人に仇あだ為なす怪異の、刑務所みたいなものなんだよ。街のあちこちに、そういうものが封印されてるらしい』




『目の神様であるまなこ様は、その力でそれらの怪異を見張り、睨にらみを利きかせて、封印を守る役目を持ってる。というかそれが本来の役目』




『……だが、そちたちが神社からご神体を持ち出した折に、一時的にその役目が満足にできぬ状態になったんだべ。その隙すきを突いて、封印を破った怪異が何体かいるんだべさ』




　全すべての発ほつ端たんの事件で、柾まさきはまなこが祀まつられた明めい重え神社から偶然ご神体を持ち出してしまった。そのせいでまなこが封印していた怪異たちが、街へと放たれてしまったのだという。その怪異たちは、ご神体が持ち出された影えい響きようで弱体化中のまなこを、さらに弱めたいと考えている──

（……そのために、俺と七な紘づなを破局させようとするなんてっ）

　今まなこは力を回復するために、まなこが縁となって結ばれた男女──柾と七紘から感謝の念を吸収している。怪異たちはその供給を断つために、柾と七紘を引き裂こうと企くわだてていて。故ゆえに二人の周りで事件を起こすというのだ。

　柾が蒼そ良らのトートバッグを追い掛けたのは、もちろん蒼良の宿題を取り戻すためでもあるが……これらの情報が頭をもたげたからでもある。

　──蒼良の宿題を奪った何者かも、柾と七紘の仲を裂こうとする怪異なのではないかと。

（──そう疑ってはみたが……こいつは何だか違うような気がするな……？）

　今までに幾いく度ども怪異に関かかわってきたことから、柾も何となくではあるが、そういうものとそうでないものの区別がつくようになってきていた。柾の感覚で言えば、今追っている相手はその手の類たぐいのものではない──

（……じゃあ何なのかと聞かれても困るんだが）

　相手がすばしっこい上に、周囲も暗く。暗視ゴーグルでもないと正体を確認しようがない。ならばとにかく捕まえるのが先決だと、柾が足を速めようとした、ところで。

「……とっ!?」

　相手が柾の望み通り、とある限定された空間に逃げ込む。通り過ぎかけた柾は、つんのめりながら足を止め──頰ほおを引き攣つらせた。

「……よ、よりによってここか……!?」

　女子トイレ。健全な男性なら入った経験などないはずのそこは、柾も立ち入り難にくい場所で。

「……ど、どうするか……？」

　柾が苦悩していると、後ろから近付いてくる足音。振り向けば、小走りの蒼良が見えた。

（──ああ、何だ。解決したじゃないか）

　これ幸いと蒼良に、状況を伝える。

「鷹たか宮みやの宿題を盗とっていった奴やつ、ここのトイレに逃げ込んだんだ。まだ中にいるはずだから、ここからは鷹宮が捕まえに行ってくれ」

「────ぅえっ!?」

　蒼良の顔が、先の柾以上に引き攣った。

（……おや？）

　蒼良の性格上、「ここまで来て役に立たないんだから！」とか言いつつ託されてくれると柾は思ったのだが、どうにも反応がおかしい。冷や汗を垂らし始めた蒼良は、トイレを凝ぎよう視しする。

「……は、速はや水み？　ここ、あの噂うわさの……」

「……噂？」

　歯切れの悪い蒼そ良らの言葉に、柾まさきは訊きき返す。

「だからその……花子さんがいるって噂の」

「………………は？」

『花子さん』──恐らく誰だれしも聞いたことがあるはずの、学校の怪談の定番だ。様々なパターンがあるが、ようはトイレに現れる女の子の幽ゆう霊れい。

「……いや、待て。鷹たか宮みや……？」

「な、何っ？　アンタ知らないのっ？　ここのトイレの奥から二番目の個室を三回ノックして呼ぶと出てくるっていう──」

「ああいや、確かそんな噂を聞いた憶おぼえはあるんだが。……そんなもの信じてるのか、高校生にもなって？　しかも、もしかして……怖い？」

「～～～!?　そそそそんなわけないぅあ！」

　……言葉尻じりを嚙かんだ時点で、説得力はない。蒼良の意外な弱点に、柾は目元を押さえる。

「いや待て鷹宮。お前まなこは全然平気だろ？　何でそれで花子さん程度に……？」

「ま、まなこ様は神様じゃないっ。花子さんのようなのとは一八〇度違うわよ！　……って、だから怖くなんてないわよ!?」

「まなこが違うってのは解わかるが。……お前この前のマッチョラウネは平気だっただろ？　あれは確実に花子さんに近い類たぐいだぞ？」

　マッチョラウネ──先日柾たちが解放した、呪のろわれた喫茶店。そこで悪さをしていた怪異である。その正体は、ドイツの伝承にある妖花の精アルラウネらしいが……あまりにごつい外見だったため、柾たちはそう呼んでいる。

「………………え？」

　柾の発言に、蒼良が蒼あおざめた。小刻みに震ふるえ出した蒼良に、柾はあることを思い出す。

（……鷹宮に、マッチョラウネはまなこが封印してた怪異だって伝えてなかった。そういえば）

　それを知った途と端たん、目に見えて変わる蒼良の表情。……本当に物もの凄すごく苦手らしい。

（……なるほど。今日様子がおかしかった理由が、やっと解った……）

　その手の類いのものが苦手な蒼良が、夜に家から放り出され。なおかつ学校の怪談を始め、怖い噂が色々聞かれる夜の学校に行かなければならぬとなれば……調子も狂うだろう。

　だが理解したら、新たな問題。つまりそんな蒼良が、花子さんがいるというこの女子トイレに足を踏ふみ入れるのは難しいということで。

（ということは……俺が入るしかないのか!?）

　柾、女子トイレの入口を見て苦渋の顔。……一いつ瞬しゆん、蒼良の宿題を放ほう棄きして帰ってしまおうかと思ったが、それだと蒼そ良らは自宅に帰れない。お人ひと好よしの柾まさきは、蒼良を見捨てるような選せん択たく肢しは選べなかった。

　柾は酷ひどく真ま面じ目めな顔で、蒼良に向かい合う。

「……鷹たか宮みや。俺は不ふ埒らちな考えを持ってこういう真ま似ねをするんじゃないからな？　お前を憐あわれに思うから、ここまでするんだ。──解わかれよ!?」

「……は？　え？　一体何──」

　蒼良が不理解の色を消さない内に。柾は断だん腸ちようの思いで女子トイレの入口を潜くぐった──




「──うぉぅ!?　個室しかない……」

　……考えてみれば当たり前だが。小用便器が見当たらない女子トイレの光景に、柾は唸うなった。

（……って、まじまじ見てると変態みたいだ。早く鷹宮の宿題奪った犯人を捜さないと……）

　柾は邪じや念ねんを振り払い、トイレ内の電灯を点灯させる。闇やみに慣れていた目には痛いほどの光が辺りを満たし……柾は再度トイレ内を眺めた。

「…………いない」

　女子トイレは男子トイレより個室が多いこともあり、隠れ場所には事欠かない。だから柾としてもすぐに見付かるとは思っていなかったが……捜すとなると気が滅め入いった。

「……個室トイレ、一つ一つ開けていかないとならないのかー……」

（……何か俺、本当に変態みたいだ……）

　自分がこれからやらねばならぬ行為に、少しヘコむ柾。渋々と、一番手近な個室を開く──

「──って、ここは掃除道具入れか!?　くっ、ごちゃごちゃしてる……！」

　その様相は、男子トイレの場合と変わらない。その中に紛まぎれ込んでいる可能性もあるので、柾はホースやらラバーキャップやらを搔かき出す。

「……ここには……いないっぽい……か？」

「──速はや水み……？」

　と、背後から突然声を掛けられ、柾は跳ねた。振り返った先で怪け訝げんな顔をしている蒼良に、柾はなぜか後ろめたくなり、咄とつ嗟さにまくし立てる。

「あ、あのな鷹宮!?　俺は下げ卑びた考えでここを漁あさっていたわけじゃないぞ!?　お前の宿題がここに紛れてるかもしれないと思ってだな──」

　が、どうもそれを聞いていない様子の蒼良に、柾は口を閉ざす。もじもじと内うち股またを擦こすり合わす彼女の仕草に、さすがに柾も事情を察した。

（……もしや、もよおしておられる!?）

　このトイレに入ることをあれほど拒んでいた蒼良が、それでもここに入らざるを得なかったということは、かなり切せつ羽ぱ詰つまった状態のはず。

（けど、俺がいたらすることもできないよな？）

「悪い鷹たか宮みや。俺は一いつ旦たん、外に出てる──」

　柾まさきが蒼そ良らの横をすり抜け、トイレから出ようとした──瞬しゆん間かん、強きよう烈れつな力で腕を摑つかまれた。柾を押し留とどめたのは、蒼良。口をパクパクさせて、苦悩を顔に滲にじませていた彼女は……何かを振り切るように叫んだ。

「あうぅ……。──待って速はや水みっ。ここ、いて！　変なのがいないか、見張ってて!!」

「はああああああ!?　正気か、お前!?」

（てか、そんなに怖いのか!?）

　柾は、心底呆あきれて蒼良に吠ほえた。

「鷹宮、いくら何でもそれは駄だ目めだっ。各おの々おのの便器が個室になってるからって、男の俺がこのままここに留まるのはさすがに──」

「解わかってるわよっ。だからアンタは入口の所にいて！　外を向いて耳も塞ふさいでて！　それなら何とか我が慢まんできるからっ！」

「我慢するなら恐怖を我慢しろよ!?　というか、そこまで怖いものか花子さんて!?」

「だ、だからアタシは怖がってなんか──あぅ、も、もうこっちの我慢が……限界っ」

　蒼良はそのままぴゅーっと一番奥の個室へ。……やはり柾からできるだけ離はなれた所でないと落ち着けないのだろう。柾は頭を抱えたくなりつつも、代わりに頼たのまれた通り耳を塞ぐ。

（……俺、何やってるんだろう……）

　誰だれにも出せない問いを頭に浮かべながら、柾はふとあることに思い到る。

（……鷹宮が入った個室って、花子さんが出るっていう個室の隣となりじゃ──）




「──うぅぎゃああああああああああああ!?」




　耳を塞いでいてもそれを貫く蒼良の絶叫が、トイレ内に反はん響きようした。

（──まさか、本当に花子さんが出た？）

　確かに、柾が今まで体験してきた超常現象を鑑かんがみれば、花子さんが実在していても不思議ではないと思えはする。……するのだが……。

（……でもなぁ。俺の感覚だと、その手のものはこのトイレにはいないように感じるんだよ）

　だからこそ柾も、警戒が薄うすかったのだが。

　しかし悲鳴が上がったということは、何かがあったということ。柾は、とにかく蒼良の許もとに行くべきか、しかし花摘み中の女の子に近付くなどやっていいものかと、少々思い悩む──

　その間に、個室が開いて蒼良が飛び出てきた。

「──ふぉぎゃああああああああああああ!?」

　今度の悲鳴は、柾。蒼良は何かの拍子に汚すとまずいと思ったのか、腰に巻き付けていた柾のシャツを外しており。そして、当然であるがパンツは下ろしており。それが片方の足首へと引っ掛かった状態で……。

　そのとんでもない格好のまま、蒼そ良らは柾まさきへと抱き付いてきた。

「いやああ！　は、花子さんが出たぁっ!!」

「それどころじゃない！　鷹たか宮みや、下、下ぁ!!」

　お互いの脚を絡からめ合い密着してくる蒼良に、柾の危険度測定器は振り切れる。蒼良の太ふと股ももに挟まれた柾の膝ひざが心ここ地ち好よく締しめ付けられて、何とも精神衛生上よろしくない。なのに蒼良の方は明後日あさつての方へと思考を飛ばしていた。

「──そうなの、下からなのよ！　何か視線を感じると思ったら、個室のしきりの下の隙すき間まから光る目が覗のぞいてて……!!」

「…………いや、それ……花子さんなのか？」

「うちの学校の花子さんは、ドアをノックして下の隙間から中を覗くと、床から頭部を上半分だけ出した状態で睨にらんでくるって話なの!!」

「──斬ざん新しんな花子さんだな、おいっ!?」

　などと思わずツッコんだ柾であるが、本心を言えばもう脳みその沸点を超えそうだった。

　蒼良は用を足すため、Ｔシャツをお腹なかの辺りまでまくり上げており。つまり抱き付かれた形であっても、柾が視線を下げれば形のいいお尻しりが拝見できてしまう。……そしてお尻がそんな状態であるということは、ただ今蒼良の太股の結構深い部分に挟まれている柾の腿ももは、大変にデンジャラスな箇所にズボンの布一枚しか間に挟まず触れようとしているわけで……。

（おおおっ!?　触れたらアカン!?　触れたらアカン!?　そこには触れずに──何ど処こであれ触れたらアカンのだよ!?）

　無音の咆ほう哮こうを上げながら、柾は気を紛まぎらわすことができるものを周辺に探す。──と。

「………………え？」

　花子さんがいるという、奥から二番目の個室の戸が開く。柾が目を見張る中、そこから出てきたのは──蒼良のトートバッグ。

　それで柾は事態を把は握あくした。

「鷹宮ぁ！　お前が見た光る目って、花子さんじゃない！　お前の宿題を奪っていった奴やつだ！」

「ぃやああっ!?　じゃあ、やっぱりお化け!?」

「……え？　あ、いや、多分あれは違うと──」

　迂う闊かつな発言をしてしまった柾が蒼良を宥なだめている隙に、二人の足元をトートバッグが掠かすめる。

「ヤバい、また逃げられ──」

「ぅやああああ!?　今足に何か触ったぁ！」

　蒼良が柾の首に腕を回し、しがみ付く。それに連動し、蒼良が太股で挟んでいた柾の腿を、膝から下まで絡めて深く深く引き寄せる──

（──密着？　俺の腿が鷹宮の……♀へ？　あ、何かほのかに温か──）

「ぬおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　仰ぎよう天てんした柾まさきは後頭部から転倒、本日三度目の蒼そ良らの下した敷じきとなった。




　　　　×　　　　×　　　　×




「……今度は、こっちに落ちてるな……」

　柾は階段を一階に降りた所に放置されていた、夏休みの宿題のプリントを拾い上げる。

「……あっちにも一枚見える。この先に逃げていったのは間違いないか……」

　既すでに数枚持っているプリントに新たな一枚を加え、柾は廊下の先を睨にらんだ。

　あの後。蒼良の宿題を奪った何者かを完全に見失ったと思った柾たちだが、運命はまだ細い糸を繫つないでくれていた。──女子トイレの出口から廊下の先へ点々と、蒼良の宿題のプリントが落ちていっていたのだ。

（そういえば女子トイレで見たトートバッグは、何にも引っ張られてはいなかったな……）

　と言っても勝手に動いていたわけでもない。蒼良の宿題を奪った何かは、宿題が入っているトートバッグを被かぶった状態で移動していたのだ。……つまりトートバッグは逆さまであり。そこから宿題のプリントが零こぼれ落ちたというわけだ。

　それを辿たどって柾たちは、蒼良の宿題の行方を追っている。──しかし、状況は芳かんばしくない。

「……下半身……丸出し……いやああっ!?」

「……っ!?　思い出させるな、鷹たか宮みや……！」

　自分の横で上がった蒼良の思い出し悲鳴に、柾も先程の蒼良の痴ち態たいを思い出し紅潮する。

（し、下丸出しの女の子とくんずほぐれつ……。な、七な紘づなとだってそんなことは……！）

「速はや水みっ!?　思い出さないでぇぇ！」

　あの女子トイレの一件以降、蒼良は随ずい時じこの状態だった。再び腰に巻いた柾のシャツを握り締しめ、俯うつむき加減で頰ほおを染めている。いつもより内うち股またでしずしず歩き、羞しゆう恥ち心しんＭＡＸ状態だ。

（……まあ、そうもなるよな……）

　いつもは結構お高い蒼良が、ああいう醜しゆう態たいを晒さらしたのだ。自分自身で看過できないのだろう。

　とはいえ柾も、あれの落としどころを自分の中に見付けられずにいるのだが。ちょっとしたきっかけで、布一枚越しに触れてしまった蒼良の下半身の温ぬくもりが甦よみがえってきてしまい……。

（うぐおお!?　思い出すな俺ぇ！）

　そんな感じで微妙な距きよ離り感かんを醸かもす柾と蒼良。そのいたたまれなさに、柾は意を決して述べる。

「────鷹宮っ！」

「──え？　……あ、あぅぅ……!?」

　柾の呼び掛けに、蒼良がぼふんと赤くなった。まるで蛇へびに睨まれた蛙かえるの如ごとく、固まっていく。

　そんな蒼良に柾は、勢いのまま言葉を紡つむぐ。

「──さっきのことは、お互い忘れよう！」

「──え？　…………ぅえ？」

　柾まさきの提案に、蒼そ良らが不理解の色を滲にじませた。柾は嚙かんで含めるように、彼女へ説く。

「さっきのは事故みたいなものだ！　いつまでも気にしてたっていいことはない！　だから、忘れてなかったことにしてしまおう！　な!?」

（いや、まあ、本当に記き憶おくを自在に消去するとか、人間の身には不可能なわけだけど！）

　それでも、そうなったふりはできる。それで自分自身さえもごまかしてしまおう。そう柾は主張したわけだ。

「きっと、それがお互いにとってベストだ!!」

　その柾の言い分に対し、蒼良は──

「……………………………………」

　──やけに長い、沈ちん黙もくを落とした。急変した蒼良の様子に、柾も訝いぶかしむ。

「……？　鷹たかみ──」

「──速はや水みにとっては事故で、忘れてなかったことにできる程度なんだ、あれ……」

　苦みの混じった蒼良の声に、呼び掛けを途中で止める柾。蒼良は何ど処こか悔くやしげな顔で柾へ問う。

「……ねえ。もしさっきと同じことが七な紘づなとの間に起きたら……アンタは事故だって、忘れて何もなかったことにしようって……思う？」

（……七紘との間に？　ええと──）





『──いやああっ!?　怖いですぅ！』

　下半身真っ裸の七紘が、柾へとしがみ付く。

『──はぅっ!?』

　七紘の肉感的な太ふと股ももが、むちむちと柾の脚へ絡からみ付いた。彼女の最も女の子な部分が柾の腿ももへ密着し、そこから七紘の体温が柾へと伝わる。

『柾くぅん……。もっと傍そばにいて下さい……』

　さらに、こちらは服越しとはいえ、大変豊満な七紘の乳房が柾の胸板に押し付けられていて。駄だ目め押おしに、七紘の毛先のみカールしたロングヘアからいい香りも立ち昇っており……。

　思わず七紘の細い腰に手を回した柾。右目下の泣きぼくろが特徴の彼女の美び貌ぼうと、柾の面おもてが真正面から向かい合って──






「……何してんの、速水？」

「……ほっといてくれっ」

　少し前まえ屈かがみになりつつ、柾は蒼良に返した。

（何はともあれ。そういうことが七な紘づなとの間に起きたら、俺は──）

「……あれ？　忘れようとか、思わないかも？」

　──そもそも、先の一件に匹敵するエッチなハプニングを七紘と起こしたことは、柾まさきには山ほどあった。……が、それを事故だと感じたり、忘れてしまおうと思ったりしたことは一度たりともない。そのことに柾は考え到る。

　……柾の悪い癖くせだ。考え事の内容を、無意識に口に出すのは。今回の場合、それが目の前の蒼そ良らに聞こえるわけで。──蒼良の顔に、瞬またたく間に憤いきどおりに似た感情が浮かぶ。

「──そうよね、アンタはそういうヤツよ！」

　膨ふくれっ面つらで吐はき捨てる蒼良。意味が解わからない怒いかりをぶつけられ、柾も少々カチンとくる。

（……何なんだよ、一体!?）

　二人の間に、先までとは違う距きよ離り感かんが生じた。

　……そのまま二人は無言で、不定期な間かん隔かくで落ちているプリントを辿たどっていく。間に流れる重い空気は、決して夜よ闇やみのせいではなくて。

　──やがて、柾たちはそこに辿り着く。

「……保健室、か……？」

　閉め忘れなのか、そこの戸は少し開いていた。そして、その扉の隙すき間まにプリントが落ちている。

（この中に、逃げ込んだのか……？）

　柾は、ＲＰＧのボス戦に挑む気分で保健室の扉を開く。息を潜ひそめながら中へ踏ふみ込んで──

「──って、ここにも入れないのか!?」

　それに付いてこない蒼良に、柾は無視できず振り返った。蒼良は寸前の立腹顔の面おも影かげもない蒼そう白はく顔がおで、顔中に冷や汗を浮かべていた。

「今度は何だ!?　生あい憎にく俺は保健室の七不思議には明るくないから解らんぞ!?」

「…………テ、テケテケ……」

『テケテケ』──両手に鎌かまや大おお鋏ばさみを持った、腰より下が存在しない人型妖怪。目もく撃げきした人間を追い掛けて、足を切り落とすと言われる。

「ほ……保健室のベッドの下には、テケテケががいるって噂うわさがあるのよ……！」

「……それ、他の都市伝説と混ざってないか？」

　指摘した柾は、疑わしい眼まな差ざしでベッドの下をちらりと見る。暗がりの中何かが潜んでいる気配は、全くと言っていいほど感じなかった。（……また、らしくない臆おく病びよう風かぜか……）

　柾は半眼になり……やや嗜し虐ぎやく心しんが芽生えた。少し前からの蒼良の態度に苛いら立だっていたこともあり──蒼良の手を摑つかみ保健室へ引っ張り込む。

「──い、いきゃああああ!?　何するのよ!?」

「お前の宿題を捜してるんだ。少しは手伝え」

　明かりを点つけ、嫌いやがる蒼そ良らを引きずるように柾まさきは保健室の中央まで歩む。そこで保健室全体を見回し……今回はすぐに目的の物を見付ける。

「──あ。あった。薬棚の上。トートバッグが載ってる。……だけど……」

「……ぅぅ……」

　それどころではない様子の蒼良を、だが逃走させないように捕まえつつ、柾は呻うめく。

　薬棚の上には、崩れそうなほど段ボールやらが積まれており。蒼良のトートバッグは、そのさらに上の奥まった箇所に置かれていた。……柾をしても、そのままでは手が届かない位置だ。

「……ちょっと困ったな、これは……」

　足場となりそうな物を柾は探すが、唯一あるキャスター付きの椅い子すはなかなか古めかしく、柾が乗ったら壊こわれそうな気配がする。とはいえベッドを足場にするべく移動させるのは大ごとであるし、事務机を使うかと柾が考えたが……。

「……物がたくさん載ってるな……」

　養護教諭（二七歳、女性、独身）は片付けが苦手らしく、机の上は混こん沌とんとしていた。とてもではないが、足場として使えそうにはない。柾はいい手段を思い付けずにいる。──と。

「──は、速はや水み……アタシが取る。肩車してっ」

「…………はい？」

　蒼良のいきなりの要望に、柾は訊きき返した。

　……蒼良は引っ切りなしにベッドの下を気にしており。血走った目は少しでもそこから距きよ離りを置きたいと訴えていた。柾に肩車してもらうという案も、重要なのはそちらの方なのだろう。

「…………いや、ええと…………はい……」

　今にも泣きそうなくらい涙を溜ためた、蒼良の余裕なき形相に、柾は素直に頷うなずいていた。

（……こんな鷹たか宮みや、初めて見た……）

　意地悪し過ぎたかと、反省の念が頭を過よぎる。

　……だから、うっかりしていたと気付いたのは、蒼良を肩に乗せ立ち上がってからだった。

「────うにょっ!?」

　柾の両りよう頰ほおに当たる、蒼良の滑なめらかな肌。太ふと股ももの心ここ地ち好よい感触。

（……って、うああっ!?　このシチュだと、今俺の後頭部に当たってるのは鷹宮の……さっき俺の腿ももに触れた……!?）

「……何で突然鼻を押さえるのよ？　何か失礼ねっ」

（……お前が考えてるような理由じゃなくて、鼻血が出そうだったんだよ！）

　とは、実際に口に出すわけにもいかず。

「……す、すまん……」

　何とか治めて直立し直し、柾は薬棚に近付く。……本当は即刻蒼良に降りて欲しいところなのだが、柾の首回りに触れる蒼良の腿から、彼女の震ふるえが伝わってきて。真にベッドの下に恐怖している蒼そ良らを今さら床に下ろすのは、意地悪をした身としてはいささか躊躇ためらわれる……。

（こ、こうなれば早く済ますしかない！）

　蒼良の腿ももの付け根から聞こえる血管の拍動にドキドキしながら、柾まさきはそう願って動く。が。

「ひゃうっ!?　ちょ、もっとゆっくり動いて！」

「ええっ？　な、何で……？」

「速はや水みの髪、何かチクチクするからっ。動きが激しいと余計にっ。だから！」

　……何ど処こにチクチクするのかは、聞くべきではないと柾は思った。地雷原に踏ふみ込むことは避さけるべく、柾は素直に言うことを聞く。

　何とか薬棚に到着。上で蒼良が棚の上に手を伸ばす気配。重心が移動して、後頭部に触れるものの存在感が増すが、柾は般はん若にや心しん経ぎようを唱え心を落ち着ける。

「──な、何でお経なんか唱えてるの!?　近くに何かいるのやっぱり!?」

「そういうわけじゃないから早くしてくれ！　人一人担かつぐのは結構重労働なんだぞ！」

「アタシを担ぐのを重労働とか言うなぁ!!」

　軽口が蒼良に火を点つけたのか、ようやく彼女がやる気を出しトートバッグに触れる。やっと終わりかと柾が息を吐はいた。──刹せつ那な。

　──ガサッ。シュバッ！

「んきゃああああああああああああああ!?」

　トートバッグが動いた。──跳んだ。どうも、宿題を盗とっていった何かがまだトートバッグを被かぶったままであったらしい。床へと飛び降りたそれは、高速でベッドの下に潜もぐり込む。

「あ！　コラ待て──」

「ヤダァァアア！　そっち行かないで！」

「ぐふっ!?」

　ベッドに向かおうとした柾は、それを拒んだ蒼良に頭を捻ひねられた。さらには恐怖に強こわ張ばった彼女の太ふと股ももが首を圧迫し、顎あごを絞しめ付ける。

「ベッドの下に逃げ込んだのよ!?　てことはあれがテケテケなのよ！　そんなのに近付くのはイヤァァ!!」

「ちょ……鷹たかみ……苦し……!?」

　頸けい動脈の血行が悪くなって、柾の顔から血の気が引く。蒼良の腿を叩たたいて訴えるが、怯おびえる彼女は察知しない。

「ぬ、ぬぐぁああああああああ……!?」

　どころか、蒼良が重心を左右へ揺らすものだから、柾の頸けい椎ついが嫌いやな音を奏かなで始めた。

（転てん蓮れん華げか!?　折れる折れる!!）

　もう強引に柾は蒼良を振り解ほどこうとする。が、如い何かに相手が女の子でも、向こうが使っているのは腕の三倍の筋力があるという脚。腕力しか使えない柾では、そう簡単に外せない。せめて少しでもましになればと、柾まさきは己おのが腕を自身の首と蒼そ良らの腿ももの間に差し入れる──

「──にゃぅんっ!?」

　──が、それが劇的な変化を生んだ。蒼良が甘い声を上げ、ビクンッと痙けい攣れんする。

（……あ、あれ？　どうなって……？）

　焦あせって蒼良の体勢や位置など確認せずに、柾は腕を差し込んだ。今改めて意識すれば、蒼良は重心移動で肩の上辺りまでずれてきており。……ちょうど柾が手を差し入れたのは、彼女の股またの間の所で……。

「……ひゃぅ……」

　蒼良の脚から唐とう突とつに力が抜け、柾は首の絞しめ付けから解放される。──も、しがみ付く力も失った蒼良が、柾の上から身を傾かしがせる。

「──ぅおおっ!?」

（鷹たか宮みや!?　まず……！）

　このまま彼女が床に落ちたら、恐らく惨さん事じになる。けれど、受け止めようにも彼ひ我がの体勢が悪過ぎた。腕を伸ばしても、蒼良の身体からだを柾は支えきれない。そして考える時間もまた激短で。ぎりぎりの状況に、柾は力任せの手段に出た。

「──え？　きゃああ～～～っ!?」

　柾、疾しつ走そう。蒼良の悲鳴が尾を引く。そのまま柾は、蒼良ごとベッドへダイブした。

　蒼良が転落するのは防ぎようがない。ならば落ちても大事にならないはずの場所へ、本来の落下よりも早く、わざと落とす。柾が取ったのは、そういう被害を最小に抑える方法だった。

　上う手まくいったと一安心する柾。──そこで、未いまだ酸欠状態の己おのれを理解する。頸けい動脈の血流は確保されていたが、気管も絞められ呼吸もままならなかった身、血液中の酸素が絶対的に不足していた。肉体の欲求に従い、柾は視界も思考もぼんやりしたまま、ただひたすら空気を吸い込もうとする──

（──って、ちょっと待ったちょっと待った！　よく考えろ、俺っ！）

　柾は血液中の残り少ない酸素を搔かき集めて、無理矢理に脳を活性化させる。

（俺は、鷹宮を肩車していたんだぞ？　そしてそのまま、ベッドに倒れ込んだんだぞ？　その体勢を鑑かんがみれば……）

　──今、柾の頭の付近に、蒼良の……下半身のとっても危ない部分がある可能性は高い。

（そ、そんな状況で息を思い切り吸うとか……駄だ目めだろ、絶対！）

　気が付いてみれば、柾の頰ほおには未だに蒼良の、恐らく太ふと股もも辺りだと思われる肉の感触がある。

（ヤ、ヤバかった！　このまま息を吸い込んでいたら、鷹宮の下半身の匂においをくんかくんかと嗅かぐ変態に成り下がるところだった……！）

　呼吸はとにかく身を起こしてから。そう決め柾は、酸欠でだるさがある肉体を叱しつ咤たするように歯を食い縛しばり、身を起こそうとする──

「……ゃっ……ぁっ……」

　──が、思うようにいかない。何か、頭へと重みが掛かっている。下へと引っ張られているような……。このままでは身を起こせない。柾まさきはさらに歯を食い縛しばり、己おのれの身に力を込める。

「……ぃ……ゃ……っ」

　──だが、やはり起き上がれない。……正確には少しは身を起こせるのだが、ある程度以上になると首に掛かる負担が大きくなって、それ以上持ち上がらない。そこで柾は、自分の首に何かが引っ掛かっているのを感じ取る。それが邪じや魔まをして首が持ち上がらないのだ。柾は首を振ってそれを外そうとする。

「……ぅぁっ……ぅっ……！」

　すると少し、首から上に掛かる重みが減った。（──今がチャンスか？　うむっ）

　そう判断した柾は、息苦しい身体からだに鞭むちを打ち、一息に、跳ね上がるように身を起こす──

「──あっ、やぁっ……ダ、ダメェッ!!」

　ズルリン、ポッ！

「…………？」

　途と端たんに耳に届いたのは蒼そ良らの泣きそうな声。そして何かが引っこ抜けたような感触。同時に柾が感じていた重みも消える。

（な、何はともあれ……空気……！）

　からっぽの肺の要求に従って、柾は深呼吸のために口を大きく開く。──と、そこで何かが首元から落ちる。どうも首に引っ掛かっていた物が、拍子に落ちたらしい。柾は、やっと酸素を取り込んでクリアになってきた視界の端はしに、問題の物体を捉とらえる……。

　それは、蒼良が腰に巻いていた柾のシャツであった。

（……なるほど。これが首に絡からんでたせいで、起き上がり難にくかったのか。そして、途中でそれが解ほどけたから、身を起こすことができた。──それはいいんだが……）

　いや、実際はあまりよくはないのだが、柾はそのシャツと一いつ緒しよに、より問題が大きそうな物を見付けてしまっていたのだ。──三角形の、布地。白地に縞々柄の。シャツのボタンの一つに引っ掛かっている……。

（……何だろう？　物もの凄すごく見覚えがあって……それでいて危険な香りが──）

　柾の本能が激げき烈れつに警けい鐘しようを鳴らした、直後──




「～～～～～～～～～～～～～～!?　いい加減にしてよバカァァアアアア!!」




　……柾が今までに聞いたことがない、蒼良の天を衝つく嬌きよう声せい。やや遅れて砲弾の如ごとき一いち撃げき。柾の上体が吹き飛ばされる。

（っ!?　な、何……!?）

　酸欠のせいばかりでない、脳を揺さぶる威力にふらふらしつつ、しかし柾まさきは見てしまう。

　ベッドに仰あお向むけの、蒼そ良ら。半ば脱力した身体からだが、ヒクンヒクンと痙けい攣れんしていて。涙で潤うるんだ瞳ひとみは、真まっ直すぐ柾を睨にらんでいる。両脚をぴたりと閉じ、Ｔシャツの裾すそをこれでもかと引っ張り、脚の付け根部分を絶対に見えないように両手で覆おおい隠すその姿は、寸前までの一部始終を明白に説明していた。

「………………………………………………」

　──つまり柾のシャツは、柾の首だけでなく蒼良のパンツへも絡からまっていたのだ。それに気が付かぬまま身を起こした柾は、シャツを引き、さらにその先の蒼良のパンツも引っ張って……蒼良の下半身からパンツを力任せに引き抜いてしまったわけで。……柾がそれを悟った瞬しゆん間かん、蒼良はまだ防御が足りないとばかりに、身体を俯うつぶせにして胎たい児じのように丸くなった。が、それで今度はお尻しりが丸見えになったのに気付き、顔を紅ぐ蓮れんに染め上げた上で、紙を丸めたかのようにくしゃくしゃにする。それを前に、柾は。

（……あ、駄だ目めだ……）

　酸欠と脳のう震しん盪とうのダブルパンチで、意識が彼方かなたへ遠のいた……。




　　　　×　　　　×　　　　×




（…………うん？）

　水底から浮かび上がるように、柾の意識が己おのれの肉体に戻ってくる。

　どれだけ気絶していたのか？　身体の負傷の具合は？　……そして蒼良は？　柾が確認するべきことはたくさんあった。が。

（……何か、後頭部に心ここ地ち好よい感触が？）

　真っ先に求めた答えはそれだった。

　気絶する直前の蒼良の一いち撃げきがあまりに凶悪であったせいかもしれない。後頭部のその感触はあまりに優しげで──

（……待て。これは前に似た体験がある──）

　その時は、七な紘づなが柾に膝ひざ枕まくらしていた。それを思い出した柾は、反射的に目を見開き。

　──瞼まぶたを閉じ、頰ほおを染め、かすかに唇くちびるを突き出した蒼良の顔のどアップが、逆さまに視界を埋めた。

「──んのぉっ!?」

　咄とつ嗟さに柾は身を起こそうとする──

　──ゥゴッッ……！

「「おぅっ!?」」

　柾、そして蒼良の苦痛の呻うめきが唱和した。
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「～～～!?　速はや水み、アンタ何女の子に頭突きかましてくれてんのよっ!?」

　額を押さえて涙目の蒼そ良らが吠ほえる。

「す、すまん鷹たか宮みやっ。……で、でも……」

　身を起こし損なった柾まさきの頭は、そのまま元々あった位置に戻る。そこは予想通り蒼良の膝ひざの上で。何とも照れる上、七な紘づなに後ろめたい体勢に、柾の目が泳いだ。──が、それ以前に追及することがあると、柾は思い出す。

「鷹宮、お前今、俺に何しようとしてた!?　ま、まさか……キ──」

　柾の言わんとする単語に、蒼良の顔全体が紅に染まる。彼女は大おお慌あわてで首を横に振った。

「ち、違うわよ！　いつまで経たってもアンタが目を覚まさないから心配になって……じ、人工呼吸をしたら起きるかなって思ったの！　──噓うそじゃないわよ!?　本当に他意はないから！」

（溺おぼれたわけでもないのに、人工呼吸したって起きるわけがないだろ!?）

　とは思うものの、慌てまくった蒼良の様子を見ても、本当か噓かを推し量ることはできず。

「……………………」

　とりあえず、柾は蒼良の膝から起きることにした。が、まだ少しくらくらして、身体からだが傾かしぐ。

「──あ。ちょ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　結局そこを、柾は蒼良に支えられた。女の子に庇かばわれる状況に、柾は情けなくなる。……と。

「……えーと、それから……さっきは、ゴメン」

　いきなりの蒼そ良らの謝罪。わけが解わからず柾まさきは目を瞬しばたたかせる。

「だからその……さっきアンタのあれは、単に身を起こそうとしてただけなんでしょ？　ただ、アタシのパ、パンツがシャツに引っ掛かってたからああいう風になって……。そ、それにその前に、アタシは脚でアンタの首絞しめまくってたからっ。冷静に考えたら、悪いことしたなって。……ゴメンね」

「ああ、いや──」

　予想外の蒼良の謝罪に、焦あせる柾。蒼良は既すでに柾のシャツと、恐らくパンツも身に着け直しているのだが……それでも妙に彼女の方へ視線を向けられない。柾はどうにも気まずく感じて、居住まいを正す。自分こそ蒼良に頭を下げた。

「むしろ謝るのは俺の方だ。不可抗力でも──何か、色々エロいことして申し訳ない！」

　それに蒼良は……されたことを思い出したのか、また顔を赤くする。そんな彼女にまた罪の意識を刺激され、柾は頭をより深く下げた。

「く、口先だけで謝罪しても、気が済まないと思う！　何かちゃんとした詫わびをするから……」

「──じゃ、じゃあさ、答えて」

　ふと真剣な目になった蒼良が、柾に問うた。

「……さっき、アタシのパ、パンツ脱がして。……その時、その……どうだった？」

「…………はいっ!?」

　意味が吞のみ込めず、柾は声を上うわ擦ずらせた。

「……だからその……感想を訊きいてるのよっ。例えば……興こう奮ふんした、とか……」

　拗すねたような、照れたような蒼良の顔付きに、柾の先程の記き憶おくが呼び覚まされる。……無意識に嗅かいでいた、蒼良のこれ以上はない女の子の匂におい。柾の中で悶もん々もん高まっていくものがあった。

「……そ、それにトイレの時とか、学校入る前の時とか……その時は、どうだったの……？」

　トイレでしがみ付かれた時密着した、蒼良の剝むき出しの下半身。フェンスの前で下した敷じき状態の時に鷲わし摑づかみにした、蒼良のヒップ。その感触は今も柾の触感に残っており……。

「……あの……その……」

　何とも恐ろしい尋問に、柾は冷や汗まみれになりながら、顔を炎上させた。恐る恐る上げ、蒼良の様子を窺うかがう。──と。

「────あ……」

　蒼良が何かに気付いたように目を丸くした。そしてばつが悪そうに目を逸そらし、咳せき払ばらい。

「──うんっ、何となく解わかったから、もういいわ、速はや水み。……そうか、興奮はしてくれて……」

　納得した風な蒼良に対し、納得できない顔の柾。が、ふと違和感を覚え──撃げき沈ちん。

（……は、鼻血が……出ておられる！）

　それを見て、蒼良は柾の答えとしたらしい。柾は泣きたくなる。

「ぅおお……っ。この体ていたらく……！　七な紘づなに会わせる顔が……!!」

　そう漏もらした柾まさきに、はっとした様子で蒼そ良らが向き合った。

「ちょっ、待っ……アンタまさか、さっきまでのこと七紘に言う気じゃないでしょうね!?」

「……え？　それは……」

　柾は言い澱よどんだ。

（……しょ、正直に話したら、七紘は烈れつ火かの如ごとく怒おこるだろうなぁ……）

　なら、隠すのか？　──その自問に、柾は首を横に振る。

「……七紘に隠し事は、したくない。俺は七紘に、そういう後ろめたいことはしたくない」

（……いやまあ、じゃあ今夜鷹たか宮みやにしたことは後ろめたくないかといえばそうではなく。──わざとじゃない、邪よこしまな想おもいがあってしたわけではない、事故みたいなものなんだ……なんて、言い訳にしか聞こえないよなぁ～～～！）

　それでもきちんと説明して許しを請わねば。そうしないと七紘を裏切ることになる気がして。柾が自分を奮ふるい立たせている、と。

「──ダメ！　七紘に話すの禁止！　今夜の件は二人だけの秘密っ！　いいわね!?」

　蒼良がまくし立ててきた。面食らいつつも柾は、そんなわけにはいかないと首を振る。

「だって……酷ひどいことしたのは事実だし。七紘にも鷹宮にとっても。それを何事もなかったかのように済ますのは……」

（……そういえば、保健室に着く前に全く逆のことを言ってたな、俺。──何考えてたんだ。動揺してたとはいえそんな無責任な……）

　己おのれの言動に反省しきりの柾。が、その彼の肩をがっしと摑つかみ、眉まゆを逆八の字にした蒼良が柾の顔を穴が開きそうなほど睨にらんできた。

「──アタシはアンタにされたこと、もう全く気にしてないからっ。だからアンタが気に病やむことはないの！　そうである以上、七紘に報告してあのコの心労増やす必要もないのよ!!」

「……いや、しかし──」

「しかしも案か山か子しもないのっ。というかあんなの、友達同士のじゃれ合いの範はん疇ちゆうよ！　アタシだって隙すきあらば七紘や両もろ山やまの胸を揉もみ回してるし！　アンタは例えば、宇う月づきと一いつ緒しよに何ど処こかに出かけたとか、今日は何話したとか、その都つ度ど七紘に報告してるわけ!?　そうじゃないわよね!?　ならこれもそれと同じ！　報告をするほどのことじゃないの、ＯＫ!?」

「……………………えと、その、オ、オーケー」

　烈火の剣幕の蒼良に、柾は気け圧おされまくって首を縦に振った。……何となく釈しやく然ぜんとしないが、混乱気味の今の頭ではちゃんとした答えを出せそうにない。落ち着いてから改めて考えようと、柾は頭脳に焼き付ける。

「……絶対、七紘には教えられない。そりゃあ……だけど……七紘をホントに傷付けるのは」

　何か蒼良がぶつぶつ言っているが、柾はよく聞こえなかった。気になり柾が耳を澄すまそうとした──ところで。

　──がさりっ。

「～～～～～～!?」

　突とつ如じよ響ひびいた何かが動く音に、蒼そ良らが硬直した。真下からしたその音に、柾まさきも眉まゆを跳ね上げる。

　ようやく柾は、今の自分の周りの状況を正確に把は握あくした。──保健室、ベッドの上。そこに蒼良と二人で乗っている……。

「……いや、ちょい待て」

　そこで柾は思い到る。まさかと思い……だが確信を持って、柾は蒼良に尋ねた。

「……俺が気絶してから、ずっとベッドの上にいたのか？」

「……えーと……う、うん……」

　怖おず怖おずと頷うなずく蒼良に、柾は続ける。

「……一度も、床に降りてないんじゃないか？」

「……イ、イエス……」

「……ベッドの下に、まだあれがいるから？」

「…………………………」

「──アホかお前!?」

（本当に……ここまで臆おく病びようだったのか、鷹たか宮みや!?）

　呆あきれが飽和した柾の叫びに、蒼良が困り顔で指を突っつき合わせた。

「……だ、だって……何か増えちゃったから！」

「……は？」

　意味が解わからず柾は問い返すが……答えが返る前に彼の鋭敏な感覚はそれを捉とらえる。

　ベッドの下で蠢うごめく気配──元々柾たちが追跡していたものの他に、もう一つある。

（──増えたって、そういうことか！　こいつには、仲間がいたのか!?）

　相手が一体だけでもあれだけビビっていたのだ。それが二体に増えたのなら、蒼良が怯おびえてその場から動けなくなるのも不思議ではない。

（……しかし、ますますこれが何なのか、理解できなくなってきたぞ。一体こいつは、本当に何なんだ？）

　柾は迂う闊かつに覗のぞき込むとその拍子に逃げられるかもと思い、ベッド越しに音でその様子を探ることにする。……だが、しかし。

　──あ～ん。や～ん……。

「「………………」」

　耳に飛び込んできたものが信じられず、柾は一いつ旦たん呼吸を落ち着けた。蒼良の方は凝ぎよう固こ中ちゆう。

　再度、聞き耳。

　──ふぁぁああん。ひゃぁぁああんっ。

「「………………！」」

　聞き間違いかと思ったが、そうではない。柾まさきも、蒼そ良らの方も同じ結論に達した。ベッドの下から聞こえるもの。それは──喘ぎ声。

「「（ええええええええええええええ～～!?）」」

　なぜか抑えた悲鳴を、柾も蒼良も上げた。

「（な、ちょ、どういうことだ!?）」

「（ま、まさか、この下でことの真っ最中!?　テ、テケテケってどうやってエッチするの!?）」

「（……確かにそれは気になるが、こいつらは別にテケテケじゃないはずだぞ……）」

　未いまだテケテケから離はなれない蒼良に嘆息しつつ、けれど柾の耳には引っ切りなしに真下からの声が届く。

　──はぁ～ん。あぁ～ん。ふぁ～ん……。

　……聞けば聞くほど、なまめかしい声だ。柾の心臓も加速していく。──見れば、正面では蒼良ももじもじとしており。……何だかまた柾と蒼良の間に、おかしな空気が漂ってくる。

　いたたまれない雰ふん囲い気きの中、何とか柾は打開の方法を模索するが……。

　──ああぁぁんっ。ふぅああんっ。

（ええいっ。至近距きよ離りでこんな声聞かされて、頭が回るか！）

　柾はがしがしと頭を搔かいた。目の前では蒼良が、枕まくらに顔を埋うずめて悶もん絶ぜつしていた。──他人のヤッている最中の声を聞かされるのが、こうもつらいとは。……というか段々とその声に影えい響きようされて、色んな妄もう想そうが頭をもたげてきた。





　保健室のベッドの上、真っ白いシーツに投げ出された蒼良の裸体……。細やかな胸の頂きを柾の唇くちびるがついばむ──

『はぁああ……っ。ふぅああああ……っ』

　蒼良の反応する声が、柾の昂たかぶりを否いや応おうなしに高めていた。それを促すように、柾の唇は下に向かってキスの雨を降らせていく……。

『ああぁぁん……。ひゃあぁぁん……』

　鳩尾みぞおちへ、へそへ、下腹部へ……徐々に下りていく柾のキスの雨粒が当たる度たび、蒼良がビクンビクンと震ふるえた。

『あっ！　ああ……！　ぁ──』

　やがて柾のキスは、豪雨と化して蒼良の最も大事な部分へと降り注いで──






（──俺は何を考えとるかぁ!?）

　低俗すぎる妄想を、柾は気力で断ち切った。

　……向こうでは、こちらも近い妄想をやってしまったのか、柾と同じ表情で蒼良が髪を振り乱していた。

（ヤバい！　何とかしないと！　今のこの状況は、精神的健康を著いちじるしく害する!!）

　いっそもう、逃げられることを覚悟でベッドの下に突っ込むか？　柾まさきがそんな下策を死ぬ気で実行しようかと悩んだ時。

　──がらり。

「……遅いと思ったら……貴方あなたたちは何をしているの？」

「「……え？」」

　保健室の扉を開き、あっさりその場の緊きん迫ぱく感かんを破った闖ちん入にゆう者しや──護ご國こく城じようレナ教諭。

　彼女は片方の目は前髪に隠したまま、そうでない方に厳しい光を宿し、柾と蒼そ良らを見み遣やる。

「……ベッドの上で男女が二人きり。一体何をする気だったの？」

「「誤解です、先生!!」」

　さすがにその誤解は見過ごせぬと、柾と蒼良の否定の声が同調する。

「これにはわけがあって！　決して不純な異性交遊など企くわだてていたわけではなく！」

「ベ、ベッドの下にテケテケがいるんです！　だから降りるに降りられないだけで……！」

「……鷹たか宮みや。お前その説明は……」

　この期ごに及んでもテケテケに慄おののく蒼良に脱力する柾。──蒼良の言い分に間の抜けた表情になった護國城は……何の躊ちゆう躇ちよもなくベッドへと近付き、その下に腕を突っ込んだ。

「「──んなぁ!?」」

　驚きよう愕がくした柾と蒼良の前に護國城は、一部から〝女サイクロプス〟といわれるほどの剛腕にて摑つかんだ、ベッドの下の存在を引っ張り出す。

「……これが、テケテケ？」

「「……へ？」」

　柾たちの前に突き出されたのは──

「「にゃ～～～おっ♪」」

　豹ひようのような毛並みと、真っ白い毛並みをした、オスとメスの猫たちだった。

（ああっ、そういえば猫の声って喘あえぎ声っぽいよな！　……って気付けよ俺ぇぇっ!!）

　あまりなオチに、柾は天に向かって唸うなる。

「……あ、あれ？　この豹柄のコ、学校に入る前に見た……」

　蒼良のその発言に柾は改めて猫たちを見て、見覚えあるその姿を確認する。──だが、柾は豹柄の猫より、白い猫の方に見覚えがあることに気付いた。

「……こいつ……聖しよう介すけのトコの……カワ？」

　柾＆聖介と、七な紘づな＆蒼良、彼らを出で逢あわせるきっかけとなった猫は、朗ほがらか極まる鳴き声を上げた。




　　　　×　　　　×　　　　×




「──そうか。聖しよう介すけの用事って、見当たらなくなったカワを捜すことだったのか……」

『うん。でもまさか、学校にいるとはね……』

　職員用の駐車場の隅にて、柾まさきは聖介へと電話していた。携帯電話を耳に当てつつ、足にすり寄る二匹の猫を踏ふまないように注意する。

　護ご國こく城じようから聞いた話によると、少し前から夜になると、猫が校内に入り込むことがあったのだそうな。具体的に何ど処こから入り込んでくるのか不明だったこと、そして実害がなかったことから放置していたらしい。

「……まさかそれが、学校の生徒の飼い猫だとは思わなかったけど」

　とは護國城の弁である。

　ちなみに蒼そ良らの夏休みの宿題は、あの後しかと回収された。……カワと豹ひよう柄がらの猫がじゃれて遊んでいたようで少し傷んでいたが、まあ大事はない。──それを確かめた時に柾は気付いたのだが、宿題が入っていた蒼良のトートバッグには、なぜだか『チーズおかき』が入っていた。

「それ？　あ、入れっ放しにしてたんだ。暇ひまな時に食べようと思ってたおやつ」

　蒼良のその説明に、柾は考えた。

「……もしかしてこの猫は、このチーズおかきが欲しくてトートバッグを盗とっていったのか？」

　──あるいは、カワへのプレゼントのつもりだったのかもしれない。柾はふとそう思う。

『……それにしても。カワちゃんの子の父親がはっきりしなくて困ってたんだ。……そうか、その豹柄の猫が父親かもしれないね？　──柾。その猫もうちに連れてきてくれない？　うちのカワちゃんに手を出しやがって……！』

「──落ち着け、聖介」

（こいつ、将来自分に娘が生まれたら、何処にも嫁にやらんとか抜かしそうだよな……）

　そんなことを柾が考えていると、車のヘッドライトが彼を照らした。見ると一台のレジャーワゴンの横で、護國城が手を振っていた。柾はそちらへ歩み寄る。

「──それじゃあ、私は鷹たか宮みやさんを家に送るわ。……速はや水み君は、本当に歩きでいいの？」

　蒼良はこの、護國城の車で家まで送り届けてもらうことになっていた。ワゴンの助手席に腰掛ける蒼良に視線を遣やってから、柾は頷うなずく。

「ええ。カワ……この猫を飼い主の所に届けてやらないといけないですし。それに俺は、この時間に出歩いてたって、そうそう物ぶつ騒そうな目には遭あいませんよ。大だい丈じよう夫ぶです」

　柾は腕時計の時間を確認する。午後十時半を過ぎているが、高校生男子にとってはそれほど遅い時間というわけでもない。実際柾としても、もっと遅い時間まで聖介と出歩いていたことがあるのだから。

（そんなこと、教師の前では言えないが……）

「それよりも、護ご國こく城じよう先生こそお気を付けて」

「──そうね。それに旦だん那なも家で帰りを待っているだろうから、気を付けて、急いでいくわ」




（（──旦那さんがいるの、この人!?））




　驚きよう異いの事実に、柾まさきは蒼そ良らと顔を見合わせた。

　と、その時ふと、蒼良が柾を手招きした。柾は護國城に一言断って、蒼良の傍そばへ行く。囁ささやくような声で、蒼良が言った。

「あ、あのさ……今日は、ありがとね。それと借りてたシャツ、洗って返すから」

「ああ、そんなの気にしなくてもいいのに」

　蒼良は、今は護國城からジャージを借りて下に穿はいているが、それまで巻いていた柾の上着は、後で洗濯して返すと譲ゆずらなかった。

「……だって、アタシが汚しちゃったんだもん。……アタシが気にするの」

　結構大おお騒さわぎしたためか、柾のシャツは所々が薄うす汚よごれていた。蒼良はそこを気にしている。

　柾は肩をすくめつつ──やや肌寒い気もする夜気については悟られないように平然な顔で、頷うなずいてみせた。

「……あ、後……それからね」

　少し視線をさ迷わせながら、蒼良は緊きん張ちよう含みに言う。

「……こんな時間に学校まで付き合ってとか、そんな無む茶ちや言ったのに真っ先に来てくれて……ホント嬉うれしかった。アンタだけじゃ不安なんて言って、ゴメンね。──じ、じゃ、おやすみっ」

　最後の方、顔を真っ赤にして告げて、蒼良は車のウィンドウを閉めた。──そんな二人の様を見ていた護國城は、柾へ歩み寄り、こっそり告げる。

「……あまり、女の子を泣かさないようにね？」

「ひ、人聞き悪いですよっ、先生！」

「……まあ、それは冗談だけど。貴方あなたの気持ち一つで、誰だれかが幸せになったり不幸になったり……そういう身であることは肝に銘じなさい」

「──は、はい……」

　何か胸にズキンとくる護國城の言葉に、柾は首肯するしかなかった。

　──護國城の忠告もあり。柾は、まだ駐車場でごそごそやっている彼女らより一足早く、家への帰途に就いた……。




「──あー。やっぱ何か、疲れたな……」

　学校への通学路を逆に辿たどりながら、柾は呻うめく。

　そんな彼を労ねぎらうように、腕の中のカワと……足元を歩く豹ひよう柄がらの猫が鳴いた。──そこで柾まさきは、先送りにしていた問題に目を遣やった。

「……この豹柄の猫、どうするか……？」

　聖しよう介すけの家にカワを届けることは決まっている。その時、聖介の家に一いつ緒しよに預けていくか、または柾が家に連れ帰るか。そのどちらかがいいと思われる。

　というのも、この豹柄の猫、誰だれかの飼い猫のようなのだ。良く見れば首に、首輪──というよりネックレス状の物が着けられている。

（教室でこいつがトートバッグを持っていこうとした時、光って見えたのはこれか……）

　……問題なのはそれが、宝石のような物まで付いた相当値の張りそうな物だということで。

「……こいつ、ほっといたら悪い人間に攫さらわれそうなんだよな……」

　柾はカワを抱くのとは反対側の手で、豹柄の猫を抱き上げる。──改めて見れば毛並みも艶つやが良く、全体的に品がある感じ。もしかしたら血統書付きの猫なのかもしれないと、柾は思う。

「……カワを捜してた聖介みたいに、こいつの飼い主もこいつのこと捜してるのかもな……」

　ならばこの猫も飼い主の許もとに帰してやりたいが、どうにも手掛かりがなかった。首の装飾品に飼い主の電話番号や住所はなく。その上この猫、見ず知らずの人間であるはずの柾たちを前にしても、一切逃げる素そ振ぶりを見せなかった。……まあ、校内で出会った時は逃げ回っていたが、あれはあくまでカワに会いに行こうと移動していただけなのかもしれない。まあ、つまり、この豹柄の猫、この場に到っても自分の家へと帰る気配を見せないのだ。

「……何かいつの間にか、俺に付いてきてるしな。かといって、帰る家も忘れるほど野の良ら猫ねことして長くやってる風でもないし……」

　先も上げた通り、毛並みが綺き麗れい過ぎる。野良としての暮らしが長いのなら、もっと薄うす汚よごれているはずだ。

「……本当に、こいつはわけ解わからん……」

（聖介にアドバイスをもらうべきかもな……）

　──先の電話ではああだったが、聖介も本気でこの猫に腹を立てているわけではないのは、短くない付き合いの柾には解っている。彼へと頼たのめば、この猫の飼い主を捜すのに有効な発想を出してくれるかもしれない。

（……それに、いっそまなこに頼んでみるのもいいか。目の神様のあいつなら、人捜しは得意だろうし……）

　そうやって考えながら──不意に柾はある点が気になった。

「……そういやこいつ、何て種類の猫なんだ？」

　雑種かもしれないがそれにしても……柾は今までに見たことがなかった。

「……こんな立派な豹柄模様……」

　ほとんど金に近い色の中に、まさに木こ漏もれ日びの影のような黒い斑はん点てんが無数に浮かぶ。こんな見事な豹ひよう柄がらは、それこそ柾は本物の豹でしか目にしたことはなかった。

「……逆にこれだけ珍めずらしい模様なら、飼い主を捜すヒントになるかもな──」

　柾まさきがそう思い付いた、瞬しゆん間かん──

　──ピクリと、豹柄の猫が顔を上げた。柾の進行方向、その彼方かなたへと視線を向けたかと思うと……軽やかに柾の腕から飛び出す。

「──あ！　おいっ、お前……？」

　柾は慌あわてて追い掛けようとして──寸前で足を止める。……彼方というほどではなかった。柾の行く手、今夜の蒼そ良らとの待ち合わせ場所にも使ったコンビニ。その前にたたずむ人影に、豹柄模様の猫は一いち目もく散さんに駆け寄っていった。

「……ハグアル」

　彼女が、豹柄の猫の名前と思おぼしきものを呼び、それを抱き上げる。コンビニから伸びる光こう芒ぼうの中、豹柄の猫が着けていた物と酷こく似じした首飾りを、柾は彼女の首元に見み出いだす。

　──そして、彼女が柾の方を見た。

「…………っ!?」

　柾が息を吞のんだのは、無理からぬことだった。まず、年とし頃ごろが予想外。身長一四〇前後しかないと見える肢し体たいは、がりがりというほどではないが容た易やすく手た折おれそうなほど細く、どう考えても小学校の高学年以上とは思えなかった。そんな少女が、後一時間と少しで日付が変わる時間帯に出歩いていることが、柾まさきには信じられない。
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　第二に、顔立ちが予想外。首筋辺りまでの髪は、色の薄うすい金髪。目鼻立ちは絶妙のバランスで配置されており、良い意味で日本人離ばなれした美び貌ぼうを形作る。特に印象的なのは瞳ひとみで、琥こ珀はく色いろのそれが真まっ直すぐに自分を見詰めてくることに、柾は理由も解わからず気け圧おされた。

　──だが何よりも柾が息を吞のんだのは、第三の理由だ。前述した通り、少女は小学校高学年くらい。まなこの外見とほぼ同じ年代だ。その上で体付きはまなこよりも細く、表情もまなこより大人しげ、清せい楚そなイメージを受ける。……にもかかわらず。

　──たゆんっ。

（──デ、デカいっっ!!）

　そんな擬ぎ音おんを響ひびかせそうな揺れ方をした少女の胸部の物体に、柾の目は釘くぎ付づけになった。

　トランジスタグラマー。ロリ巨乳。とにかくそんな単語が頭を巡るほど、胸が大きい。……恐らく、大きさそのものは七な紘づなよりもわずかに小さいと思われた。だが、この少女は明らかに、アンダーバストのサイズは七紘より小さいのだ。……お解りになるだろうか？　つまり、トップバストとアンダーバストの差──乳房のカップのサイズで考えた場合、七紘を上回る。

　しかもこの少女、そんなわがままバストにも、夏とはいえ気温が下がり、また質たちの悪い相手が出歩く可能性が高まるという二重の夜の脅きよう威いにもかかわらず、服装が黒い薄手のキャミソールワンピースなのだ。……スカートの裾すそこそ膝ひざ下したまであるが、腕は肩から先が剝むき出し。襟えり元もとは鎖さ骨こつが露あらわ、どころかその年齢不相応の乳房の谷間が見えてしまいそうな有様で。

　柾は思わず彼女にシャツを掛けてやりたい衝しよう動どうを湧わき上がらせるが、残念にもそのシャツは今、柾の手元にない。

（や、やっぱり鷹たか宮みやから返してもらっとくべきだったぁ！）

　内心で柾が吠ほえ猛たけった、その時。

「──アリガトウ……」

　それが、自分に向けられた少女の声だと、柾は数秒間気付けなかった。

　──そもそも、それが同じ人の発する声だとは認識できなかったのだ。……柾が知らない、とてつもなく高価な楽器で奏かなでられた音色……恥ずかしながら柾は、本気でそう思っていた。

「アリガトウ。ハグアルを、ワタシのところに連れてきてくれて……」

　柾が本当のことに気付いたのは、そうやって二度目の礼を少女に言われたからだ。──同時に、いつの間にか自分のごく近くまで来ていた少女にもやっと気が付く。

「────ぅぉおおおおおおおおおおおお!?」

　気付くなり、柾は大きく飛び退のいた。

　柾の身長は一八〇以上。対して少女は一四〇。柾と少女が向かい合うと、柾が彼女をかなり上から見下ろすことになる。……そうなるとどうしても……。

　──ぼいんっ。

　……そんな少女の胸元を、ほぼ真上から拝見することになって。

（む、胸の谷間が……深い!?　こ、こんな深いのは、七な紘づな以外では見たことがない！　これで、恐らく小学生!?　最近のローティーンの発育はどうなってるんだ!?）

　……もしも内なる声が漏もれていたら、警察に捕まりそうなことを考えつつ。柾まさきは理性を振り絞り少女に抑え気味の声を掛けた。

「……そ、その猫、君のペットなの？　こんな時間まで、捜してたのか？」

「……ペットじゃなくて、トモダチ。このコ、近ちか頃ごろよく勝手にドコかに行っちゃうから……」

　少女はそう言って、柾の腕の中のカワを見た。

「……そのコに、会いに行ってたんだ。ホントに困ったコ。ハグアルは、すぐにオンナノコに手を出すんだから……」

　ハグアルという猫をやんわりと叱しかる少女。柾はやや怒おこった表情も魅み力りよく的てきに映る少女に、再度息を吞のみ込んだ。

「い、いや、そんなことより。──君さ、家は何ど処こ？　こんな遅い時間だと、親御さんが心配してるかも……」

　柾は少女に話し掛けながら、ポケットの携帯電話を探った。──詳しい事情は解わからないが、辺りにこの少女の保護者らしき人物は見えない。彼女がこの場で一人きりならば、家まで送ってやる必要があるだろう。午後一一時近い時刻の面からも、少女のはっとするほどの美しさの面から言っても、一人きりにさせておくのは身の危険があり過ぎると柾は感じる。

（俺のケータイには、鷹たか宮みやのケータイの番号も入ってる……）

　そして蒼そ良らは今、護ご國こく城じようの車に同乗しているはずだ。……早く旦だん那なの許もとに帰りたいと言っていた護國城には悪いが、柾では一いつ緒しよにいると、それこそ少女をかどわかそうとしていると疑いを持たれかねない。女性であり、車という足もある護國城に少女を託す。そちらの方が色々と都合がいいはずだ。そのために蒼良へと連絡を取る。柾はその算段を自分の中で立てた。

「──こんな時間に、女の子が一人でうろつくのは危ないよ。家まで送るから……」

「……ソレって……ナンパ？」

「んなっ!?」

　小首を傾かしげた少女からナンパを疑われ、柾はフリーズした。動きが止まった柾に、少女は何やら寂しげに微笑ほほえむ。

「……冗談。アリガトウ、ワタシのコトを心配してくれて。……だけどワタシの帰る場所は、ココからはとても遠いから。とてもまだ、帰るコトはできないの。……気持ちだけで嬉うれしい。マサキはホントに優しいのね。ペルセが懐なつくのもよく解る……」

　はにかんだ少女にそう言われて、柾は照れて……しまい掛けるが、彼女の台詞せりふにあり得ない単語を見付け、一気に背せ筋すじが冷える。

（ペルセってのが誰だれかは解らないっ。けど──）

「──何で俺の名前を知ってるんだ!?」

　柾まさきは、一足飛びで数メートルを飛び退しさった。

（俺の名前を知ってる。……できれば、実は前に何ど処こかで会ってるのを、俺が忘れてるだけであって欲しいけど──）

「……まなこに、何か関かかわりある奴やつか？」

「……そうだった。ペルセ、今はそういう名前だっけ……」

　その少女の発言で、柾は警戒心を最大級へと跳ね上げる。

　──ペルセ＝まなこ。よく解わからないものの、まなこは昔ペルセという名前だったらしい。が、神であり、実際は柾たちより遥はるかに長い時間を生きてきたはずのまなこの昔を知っているのであれば、この少女は普通の人間とはとても思えない。……だが。

（……俺はこの娘に、いわゆる怪異の気配とか感じないんだが……？）

　……柾がそれを感じ取れるようになったのは最近、しかも何となくというレベルだ。ならば、まだ精度がよくないだけなのかもしれないが。

（──待て、何か引っ掛かる……!?）

　前に、聖しよう介すけが言っていたことが思い出された。彼は、柾より余程強力な霊れい視し能力を有するのだが、確かその霊視能力について……。




『──その霊視能力の持ち主では、どうしようもないほど危険な霊現象に関するものを見た時。それを認識できなくして、持ち主がそもそもそれに近付かないようにする──』




　……そんな防衛反応があると、話していた。ならばつまり、柾の感覚にも同じことが言えるのではないか？　あまりにも危険な存在を前にした時、それに興味を持たせないために、その手の感覚が一切働かなくなる──

　そこまで認識して。──柾は悟った。

（──ヤバいっっ……！）

　目の前の少女が、本気でまずい存在だと解る。解ってしまう。本能的な防衛反応だったものを認識してしまったことで、否いや応おうなしに感覚が、本来感じるべき脅きよう威いを捉とらえてしまう。

　柾が感じたイメージは……。

　──蛙かえるを睨にらむ、蛇へび。──兎うさぎを狩ろうとする、獅し子し。……自分では、絶対勝てない。圧倒的なまでの力の差……。少女から、そこまでの気配が立ち昇る。それを柾がはっきりと意識した、刹せつ那な。

　少女が一いつ瞬しゆんで、柾のすぐ目の前に来た。如い何かに恐怖していたとはいえ、否いな、だからこそ柾は少女から目を外していない。それなのに見切れなかった彼女の動きに、柾は歯を食い縛しばり──

「──にゅおっ!?」

　……その歯が一いつ瞬しゆんで開いて、口から変な声が漏もれた。

　少女は、そのまま柾まさきの腰に手を回し、彼へと抱き付いていた。……必然的に彼女のおっぱいは、柾のお腹なかの辺りに押し付けられるわけで。

「★★★☆☆☆!?」

（何これ!?　何ですかこれっ!?）

　柔らかさこそ、七な紘づなに分があるが。その張り、弾力は七紘以上。──しかも、密着してきた時にキャミワンピの肩かた紐ひもがずれて、それで柾にも見えてしまったのだが……。

（この娘、ブラジャー着けてませんよぉぉ!?）

　……さっきまでの緊きん迫ぱく感かんは何ど処こへやら。今は柾の男の証あかしが緊迫感を増していく。が、それは非常にまずい。なぜならここで元気になると、それはきっと彼女のお腹か何処かへ当たることになり……。

　──そんな柾の状況を知ってか知らずか、頰ほおを紅潮させて少女は、幸せそうに柾を見上げた。

「──マサキは優しい。ハグアルを連れてきてくれたし、ワタシのコトを心配もしてくれた。それに……ワタシが閉じ込められていたところからも、連れ出してくれた……」

（!?　閉じ込められていたって──やっぱり、この娘もまなこが封印してた怪異なのか!?）

　柾がそれを問い質ただそうと口を開き掛けた──ところでだった。

「──大スキ」

　少女が飛び跳ねて、柾の首に腕を回す。その勢いのまま、少女は柾の首にしがみ付いて──そうすることが当然のように、柾の唇くちびるを塞ふさいだ。

（──え？）

　少なくとも外見的には、小学生のような少女とのキス。柾はとてつもない後ろめたさに肝を冷やす。

「────ぉおっ!?」

　思わず柾は、その場に尻しり餅もちをついた。昂たかぶりが治まらない鼓こ動どうに、促されるように少女を見て──硬直する。

「──ワタシは、証明する」

　そんな柾を前に、宣誓のように少女が告げた。

「ワタシが一番、マサキのコトがスキだって。ワタシが一番マサキに相応ふさわしいって。そして、絶対マサキを、ワタシのモノにする」

　覚悟して、というように少女はとびきりの顔で笑う。

　その身に、黒のキャミワンピは見えなかった。細い──抱き締しめたら折れそうな華きや奢しやな肢し体たい。その中でアンバランスに自己主張する美爆乳。……そして、まだ翳かげりも生えていない女性的というより少女的な部分──

（……って、何まじまじと見てるかぁああ!?）

　紳士的見地から目を逸そらそうと柾まさきは意志力を全身に込める。──が、できない。視線が吸い寄せられる。まるで魅み入いられたように、少女の裸体を目に焼き付けてしまう柾。……特にその中で、左脚に着けられたアンクレットが印象に残る……。

　そんな柾の熱視線に、少女の顔が朱を散らす。恥ずかしげに、困ったように……けれど何ど処こか嬉うれしそうに、少女が柾に囁ささやいた。

「──マサキの、エッチ」

　言葉の衝しよう撃げきに、柾の頭は真っ白になる。その間に少女は踊るように柾に背を向けて、妖精が跳ねるように小走りに去っていく。ハグアルという猫も、それに続いた。

　──しばらく呆ぼう然ぜんと少女が去った方角を凝ぎよう視ししていた柾は、響ひびいた車のクラクションに緩かん慢まんに振り返った。

「──ちょ、速はや水みっ、アンタこんな所で何座り込んでるのよ!?」

　レジャーワゴン、その助手席の扉が開いて、サイドポニーを揺らし蒼そ良らが降りてきた。──それを見て。

「──んおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　柾は傍かたわらの電柱に思い切り頭突きした。

「はああっ!?　速水、一体何やってるの!?」

　困惑の蒼良に、柾は何の言葉も返せない。というより、彼女を見ることすらできない。今の柾の目には、彼女は縞柄のショーツとそれとお揃いのブラしか着けていないように見えているのだから。

（……噓うそだろ……？　何でこんなことに……！）

　柾は、急展開過ぎて全く付いてこれていない己おのれの脳を叱しつ咤たして、とにかく一つのことは認識する。

　──蒼良が、この場に下着姿で現れる道理はない。それ以前に、柾は確かに見た。蒼良の肌の表面、ごくごく薄うすくだが、衣服の輪郭が見て取れることを。

（何で、こうなった……!?）

　柾は自問する……が、答えは明白だった。

（あの女の子が、何かしたのか……）

　柾のことを好きだと言った怪異。それがどうしてこれに繫つながるのか、柾には全く解わからない。




（──透視能力が、戻って来るなんて!!）




　この物語の発ほつ端たん、そして象徴たる力。

　柾の前にそれは、とんでもない不安を連れて舞い戻ってきた──







[image: 第７話　見切れ、新透視能力！]
















　──少女が首を傾かしげると、首筋くらいまでの薄うすい色の金髪がさらりと揺れる。

　絶妙に配置された顔パーツの中、特に印象深い琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが、こちらを見詰めてはにかんだ。がりがりというほどではないが、小学校高学年に見える外見からしても華きや奢しやに思える肢し体たい。その中で唯一華奢とはほど遠い、メロンの如ごとくたわわに実った乳房が、量感たっぷりに震ふるえる。

（な、何でこうも、綺き麗れいに形を保ってるんだ!?　お椀わん型がたどころかタマネギ型で、前方どころか上向きに突き出してて……重力を無視してる！　だってこの娘……ブラもしてないんだぞ!?）

　……なぜブラをしていないのが解わかったかは、簡単だ。少女は、一糸纏わぬ姿だったのだから。

　今さらながら全裸の少女を凝ぎよう視ししていたことに気付くが、時は既すでに遅く。少女は恥ずかしげに、だが何ど処こか嬉うれしげに、顔を真っ赤にして囁ささやいてくる。

『──マサキの、エッチ』




「──うぎゃああああああああああああああああっっ!?」

　悪あつ鬼き羅ら刹せつの貌かおで絶叫し──速はや水み柾まさきは、夢の世界から帰還した。

「…………ま、柾？　ちょ、大だい丈じよう夫ぶかい？　顔が真っ青だよ？」

　その声と共に、怜れい悧りな眼鏡の少年が柾を覗のぞき込む。──宇う月づき聖しよう介すけ。柾と同じ高校二年生。しかし身長一八〇半ば、ガタイもごつい柾とは違い、彼は身長こそやや高めだが、西洋剣的な瘦そう軀くだ。そんな、自分より小さい者に介抱されている事実から、柾は割と末期な己おのれを自覚する。

　周りでは、柾や聖介と同じ学校の男子数名の他、見ず知らずの他人も数多く柾を注視中だ。──新幹線という公共交通機関で奇声を上げたことにやっと気付き、柾は赤面する。

（だ、駄だ目めだ……！　あの女の子に逢あってから、調子が狂いっぱなしだ……!!）

　柾は座席に身体からだを預けたまま、夢にまで見てしまった例の少女に頭を抱える。

　……二日前、八月頭の深夜。クラスメイトの女子、鷹たか宮みや蒼そ良らの野や暮ぼ用ように付き合って夜の学校に赴おもむいた柾は、その帰り道で問題の少女と遭そう遇ぐうした。

『──大スキ』

　ストレートな好意を告げ、柾の唇くちびるを奪っていった少女。期せずして堪たん能のうした、彼女の爆乳の心ここ地ち好よさが柾の中に甦よみがえる。柾は不覚にも鼓こ動どうを加速させた。

（や、柔らかさでは七な紘づなが上だけど、張りや弾力では七紘を凌りよう駕がするっ。どうしよう……あの感触はもしかすると、七紘のそれより俺好みかも──って、そうじゃないぃぃ!!）

　蒼良の親友であり自分の恋人でもある同級生の少女、叶かの原はら七紘のおっぱいとあの少女の乳房を比較してしまった柾は、己の不ふ謹きん慎しんさに撃げき沈ちん。──そして、もっと重要なことを思い出した。

『──ワタシは、証明する』

『ワタシが一番、マサキのコトがスキだって。ワタシが一番マサキに相応ふさわしいって。そして、絶対マサキを、ワタシのモノにする』

（俺を自分のものにするって……あの娘はそう言ってた）

　それは直接彼女へ伝えられたわけではないが、七な紘づなへの宣戦布告。同時に、七紘から自分へと心変わりさせてみせるという、柾まさきへの挑戦でもあった。

　普ふ段だんならば、柾はそれを鼻で笑い飛ばす。柾が七紘と高校入試で再会した時、抱いた恋心。高二の初夏に恋人になるまでの間、焦こがし続けた切ない想おもい。それは、二日前に初めて会った相手がどうしたところで、揺るぐはずがないものだ。……そのはずである。

（なのに……それを笑い飛ばせない俺が、確かにいる……！）

　その原因は明白だ。あの少女は、人間ではない。

　今は柾の妹として過ごしているが、実際には本物の神様である天あめの眼まなこ比ひ売めの命みこと、通称まなこ。彼女は、人に仇あだ為なす怪異が数多く封印されている柾たちの街で、それらの封印を見張る役目を担になっていた。彼女の隙すきを突いて封印を破った怪異の一体が、あの少女らしい。……そのことは、あの少女のことをまなこに知らせた時の反応からしても確実だった。

『ほ、本当だべか、柾!?　そんな……あいつまで封印から抜け出ていたなんて……！』

（……何か、物もの凄すごく焦あせった様子だったよな、まなこ……）

　それがまた、柾の不安を駆り立てる。

　あの少女には、魔ま性しようの美しさがあった。心を捕らえて離はなさないような。それが、気が付けば七紘よりも、あの少女のことを思い浮かべさせている。そんな気がして柾の肝を冷やした。

（ええい、くそっ。俺が好きなのは七紘だ！　七紘が俺の恋人だっ！　それは絶対揺るがない。揺るぐことなんかないはずなんだ……!!）

　柾は、無性に七紘に会いたくなった。二日前のあの時からずっとそう思っている、けれどもお互い都合が付かず、電話やメールでのやり取りに留とどまっている七紘に。

　とはいえ、それは無理な話だ。柾は今、七紘がいる自分たちの街にはいない。そこから遠く離れた地方へと、移動している途中なのだから。

　憔しよう悴すいしている柾を見かねたのか、再び聖しよう介すけが柾へ呼び掛けた。

「……柾。もしかして、またあれかい？　迂う闊かつに誰だれか、女の人を見ちゃったとか……？」

「……そうじゃない。……でも、そのこともずっと頭を悩ませてるよ。むしろそっちこそ重大なことなんだから。本当に、どうにかしないとならないんだけどな……」

　柾が溜ため息いき交じりに呟つぶやいた。──その時だった。

「──あ、あのっ。もしかして、剣けん領りよう館かん高校の速はや水み柾選手と宇う月づき聖介選手じゃないですかっ？」

　突然、自分たちの高校の名まで挙げて呼び掛けられる。心当たりのない柾は戸惑うことしかできなかったが、彼より社交性が高い聖介は、慌あわてつつも返事をした。

「あ、ああ。確かに僕は剣領館の宇月で、こっちは速水だけど。……ええと、君たちは？」

　柾まさきと聖しよう介すけの座席の横に、彼らと同年代の少女たちが並んでいる。──見知った相手ではないはずだ。着ているのもセーラー服、柾たちの学校の女子制服とは違う。……他校の生徒だ。

「あたしたち、陽よう党とう学園の女子剣道部です。……憶おぼえていませんか？　去年のインターハイの時、他校の男子に絡からまれているのを助けてもらった……」

「──あ。ああっ、あの時の……」

　彼女たちの中心に立つ黒髪ロングの少女の言葉に、柾は記き憶おくを呼び起こされ……複雑な顔になった。昨年のインターハイ剣道全国大会中に、柄の悪い男子たちに絡まれていた他校の女子生徒たちを、柾と聖介は助けたことがある。目の前の少女たちは、その時助けた女子たちに他ならなかった。

「あの時は、ありがとうございました。きちんとしたお礼も言えないままで、すみません」

「……いやー、それは仕方ないよ。気にしないで……」

　聖介も苦笑気味に返す。──陽党学園。そこの男子剣道部は、柾たち剣けん領りよう館かん高校男子剣道部が、昨年のインターハイ全国大会は団体戦でボロ負けした相手校だ。柾に到っては、個人戦でもそこの選手に完敗している。……陽党学園女子剣道部の少女たちは、皆可愛かわいい。当時、既すでに七紘へ恋していた柾はともかく、聖介なら本来、メアドぐらい交換していただろうレベルだ。……しかしさすがにあの時は、如い何かに女子部の方とはいえ、屈くつ辱じよくを受けた相手校の生徒たちとそんな気分にはなれなくて……柾たちはとっとと立ち去ってしまったのである。

「剣領館も、今年のインターハイ全国大会に出るんですよね？　応援してますから。……うちの男子よりも。こっそりとですけど」

「はは……ありがとう」

　柾が礼を言うと、黒髪ロングの少女は花が咲くように微笑ほほえんだ。美少女が多い陽党学園女子剣道部の中でも、その娘は特にレベルが高い。……そういえば昨年出会った折に、最も執しつ拗ように他校の男子に絡まれていたのが彼女だったと、柾は思い出す。それで、何か異様に腹が立った柾が、聖介より先にそこに割って入ったのだった。……その理由は何ということもない。

（……彼女、ちょっと七紘に似てるところがあるんだ……）

　顔立ちは七紘より凜り々りしい感じだが、その表情の穏おだやかさは共通するものがある。所作の中に育ちの良さを感じさせる落ち着きがあるのも同様。……ついでに言えば、彼女の胸の膨ふくらみも七紘に負けぬご立派なサイズで……と、柾が思ってしまった、刹せつ那な──

「──ぶふぅぐっ!?」

　柾は再度上げそうになった奇声を、ぎりぎり手で抑え込んだ。顔を俯うつむかせて、黒髪ロングの少女から視線を外す。

　そんな柾の様子にいち早く気付いた聖介は、陽党学園の少女たちが訝いぶかしむよりも先に、拝むように手を合わせて事情をでっち上げる。

「ごめん。実は彼、今乗り物酔いの真まっ只ただ中なかなんだ。新幹線はあまり揺れないのに困ったもんだよね？　そんなわけだから、そっとしておいてあげてくれないかなっ？」

「あ、そうなんですか？　気付かずにすみませんっ。──それじゃあ、大会頑張って下さい」

　陽よう党とう学園の少女たちは再び頭を下げて、柾まさきたちの許もとを辞していった。黒髪ロングの少女など、偶然持っていた酔い止めを、柾のために置いていってくれたほどで……。

「……いい娘たちだったね、柾」

「……うん。──だから、余計に心が痛む……」

　お解わかりの通り、乗り物酔いなどではない柾は、顔を覆おおってしくしく泣く。

「……で。あの黒髪ロングの娘、何色だった？」

「お前に教えるわけないだろ馬ば鹿か野郎」

　聖しよう介すけの問いを払い除のけながら、柾は目に焼き付いてしまった光景を搔かき消そうとしていた。




　──黒髪ロングの少女のセーラー服が、唐とう突とつに色を薄うすくした。はっとする間もなく透明へと変わったセーラー服の下から現れたのは……彼女のあられもない下着姿。

　ぷるるんっ。とぷぷんっ。

　……服の上からでは七な紘づなよりやや小さいかと思った彼女の乳房は、実は少々サイズが小さいブラに押し込められていたからそう見えただけで、実際は七紘とほぼ変わらないことが解わかった。それは新幹線の大して大きくない揺れにさえ反応し、きつい拘こう束そくから抜け出さんばかりに妖よう艶えんにたゆたう。
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　剣道をやっているからか七な紘づなより引き締しまった肢し体たいをしており。だからこそ逆に、胸やお尻しりなどの女性らしい部分が引き立っていた。そんなナイスバディを包むのが、黄色でリボンや花の装飾満載の、高校生にしては子供っぽいブラとショーツである。何というかそのギャップが、かえって彼女の肢体をエッチに見せていて……。




　……全然消えない目に焼き付いた光景に、柾まさきは頭から蒸気を噴き上げた。

「……まさか、去年一回ニアミスしてるだけの娘にまで働くとはね。……君の新しい、透視能力」

「……言うな、聖しよう介すけ……」

　呻うめく柾。──それは、例の金髪ロリ巨乳少女の、置き土産みやげだった。

　恋している相手……柾の場合は七紘の服が、一枚だけ透ける透視能力。かつて柾がまなこに押し付けられたそれが甦よみがえった……わけではない。最初ははっきりと解わからなかったが、今日までの二日間で否いや応おうなしに理解していた。前のものとは、全くその性質が違うことを。

「──確か初めに気付いた時、鷹たか宮みやさんが下着姿に見えたんだっけ？」

「ああ。でもだからといって、誰だれ彼かれ構わず服が透けるわけじゃない」

　その時蒼そ良らの隣となりにいた護ご國こく城じようレナ……柾たちの学校の女体育教師の服は、一切透けずにいた。

「ちなみに、さっきの女の子たちはどう？　黒髪ロングの娘以外」

「……実は全員、透けてた……」

　ただ、それなのに柾の意識が黒髪ロングの少女にのみ集中したのは、他の少女たちは危険なところまで透けなかったからだ。

「セーラー服の上着は、全員透けたんだ。でも彼女たちは、全員その下にキャミソールとかを着けてて……黒髪ロングの娘以外は、その下までは透かせなかったんだよ。スカートも、色は薄うすくなったけど、透けるまではいかなかった。……彼女以外」

「……対象によって、透ける枚数が全然違うのかぁ……」

　聖介が、腕組みして天を仰あおいだ。

「しかも透ける対象も、多種多様。護國城先生みたいに、割と知り合って時間が経たってる相手でも全く透けないこともあれば、さっきみたいにほとんど交流がない相手でも下着姿にする」

「……ついでに言えば、ごく稀まれに男の服が透けることもあるんだ。……聖介たちが透けたりはしてないんだが……」

「……何か法則性があるみたいだけど、はっきりしないよねー……」

　聖介がぽりぽりと頰ほおを搔かいた。──聖介は今回の柾の透視能力のことを、柾本人と同程度には把は握あくしていた。柾自身が、聖介に話したからだ。……本音を言えば、柾はこんな不ふ埒らちな力の存在を自分以外の誰かに晒さらすことなど嫌いやだったのだが……そうも言っていられなかったのだ。

「……ねえ、柾。陽よう党とう学園の女の子たち、もしかしたら僕たちの試合、見に来るかもね？」

「……否定する根拠が、何ど処こにもないな……」

「その時、さっきみたいに彼女たちの服が透けたら……君は、まともに試合ができるかい？」

　柾まさきは、その問いに答えられなかった。だが逆に、それが明確な答えとなる。

　柾たちは今、今年のインターハイ剣道全国大会出場のために、その開催地へ向かっている。……昨年の大会では全国には行ったものの、全国区のレベルに辛しん酸さんを舐なめさせられた。今年はその雪せつ辱じよくのために、決して無ぶ様ざまな戦いはできない。

（……それなのに……！）

　柾は剣道の実力と関係ないところで、早くもその目標に暗雲が立ち込めていた。

「……個人戦では、まだいい。それで負けるのは、俺だけなんだから。──けど団体戦では、俺の失敗はチーム全体に迷惑を掛ける……」

「──柾。君を団体戦のメンバーから外せってのは、なしだから。……君がいないと、全国では戦えない。うちのチームじゃ、まだ……」

「……解わかってる……」

　柾の両肩に圧のし掛かる重荷など知らぬ風に、新幹線は軽快に目的地を目指していた……。
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「──それじゃあ、ミーティング終わりっ。各自、明日に備えてゆっくり休むこと。……寝坊とかしたら、洒落しやれにならないからね？　解散っ」

　聖しよう介すけが手を叩たたくと、剣けん領りよう館かん高校男子剣道部一同は出口に向かって動き出した。……ここは、今年のインターハイ全国大会の開催地。その地方のとあるホテル、聖介の宿泊する部屋だった。時間は既すでに大会前夜。明日から始まる戦いのミーティングが、今終わったところである。

「──柾。君ももう、部屋に戻って休みなよ？　……明日に障さわるから」

「…………そうだな……」

　……ただ一人、その場から動かなかった柾は、聖介に促されてようやく部屋の出口へ向かう。──その後ろ姿に聖介は、躊躇ためらいがちに声を掛けてきた。

「……例の透視能力、僕の方でもまだ、全然対策を思い付かない。まなこ様からは何か？」

「……夕方に一度電話があったけど、無理だった。そもそもまなこの力によるものじゃないし、どうしようもできないみたいだ……」

「力の法則性が解れば、まだ対策の立てようもあるんだけど。それが解らない以上はね……」

　顔を見合わせ、溜ため息いきを吐つき合う柾と聖介。神妙な顔付きで聖介は、柾へ続ける。

「……本当なら、君は気にしなくていい。僕らが勝ちを稼かせぐから気楽にしていてくれ。……と言うべきなんだろうけど。ごめん。僕らが団体戦で勝ち上がるには、やっぱり君の力が必要だ。──無理を承知で頼たのむ。その透視能力を何とかして、試合で勝ってくれ」

「…………ああ」

　頷うなずいて柾まさきは、聖しよう介すけの部屋を後にした。──が、即座に自分の宿泊部屋に戻る気にはなれず、とぼとぼとホテルの廊下をあてもなく進む。

　抑え気味の照明の中、白を基調とした清潔な廊下が浮かび上がる。壁には目め障ざわりにならない程度に精せい緻ちな紋様が刻まれ、邪じや魔まにならない程度に観葉植物なども置かれていた。廊下の幅も広めで、柾ほどの体格でも窮きゆう屈くつさは感じない。……高校生の身で泊まるのは、何か場違いさを覚える豪華さ。この場にそぐわないジャージ姿の柾は、居心地悪く身じろぎした。──と。

「──いよいよ明日からね。今年も頑張らないとっ」

「そうやって気負い過ぎて、失敗しないでよ、きーちゃん？」

　ごく最近、聞いた覚えがある声が……と柾が廊下の先に目線を上げると。──いました確かに。ここに来る新幹線の中で、出会った顔が。

「……って、んぎゃ──ぬぐっ……！」

　迸ほとばしり掛けた悲鳴を嚙かみ殺し、柾はすぐ傍そばの曲がり角に滑すべり込む。……それとほぼ同時。

「……？　今何か、声が聞こえなかった？」

「わたしにゃ聞こえなかったけどー……きーちゃん耳いいからなー？」

　警戒気味に辺りを見回す二人の少女。──陽よう党とう学園の女子剣道部員だ。

「……か、彼女たちも同じホテルに泊まってたのか……！」

　しかも「きーちゃん」と呼ばれている方は、あの黒髪ロングの少女。……だから、つまり。

（ぬおおおおおお!?　新幹線の時より、み、見え……！）

　着ているのが寝巻か何かで、セーラー服の時より着用している枚数が減っているのか、彼女に関しては最も早はや下着すら目に映らない有様で……。

（双丘どころじゃない双峰が歩くだけでゆっさゆっさ……!?　ヤバいっ、ブラを着けてるはずなのにここまで揺れ動くなんて……！　しかも身体からだ全体の肌がほんのり赤く火ほ照てってる感じで……まさか湯上がりなのか!?　そ、その色っぽさはまずい……って、何見入っとるか俺ぇぇ!?）

　フルネームすら知らないのに、『きーちゃん』のフルヌードを記き憶おくに刻み込み掛けてしまい、柾は悶もん絶ぜつ。いくら何でも、本名すら知らない少女の赤裸々な姿をこれ以上拝見してしまうのは駄だ目めだ。柾は、彼女が視界に入る位置から離はなれようとするが……。

「……ヤ、ヤバい……！　俺の部屋に戻るには、彼女たちとすれ違わないと……!!」

　柾の宿泊部屋は、ちょうど今『きーちゃん』たちが通り過ぎた所だった。あそこに向かうとなれば、どうやっても彼女たちと鉢合わせることになるわけで……。

（そ、そうなると彼女たちは、きっと俺に声を掛けてくる！　それを無視するのは失礼だから……で、でも、それは駄目だぁっ！）

　彼女たちに挨あい拶さつを返す時に、どうしたって『きーちゃん』の方を見てしまう。……彼女の、魅み惑わくの裸体を見てしまう。そんなこと柾には、許容できなかった。

「……と、となると、何ど処こか別の所に行ってやり過ごすしか──って、ぅおっ!?」

　そこで柾まさきは、追い詰められている自分に気が付いてしまった。柾が滑すべり込んだ曲がり角の先には、エレベーターしかなかった。しかも五つもあるのにそれらは、一台たりともこの階には止まっていない。

「ちょ、この状況……まずいだろっ!?」

　柾は慌あわててエレベーターのボタンを連打するが、どうもエレベーターは全機誰だれかが使用中であるらしく、別の階で止まったりなんだりと、全然柾のいる階には来てくれない。……その上柾は、ある嫌いやな予想に辿たどり着く。

（……もしや『きーちゃん』さんたち、このエレベーターに向かっているのでは……？）

　ホテル内の売店で何かを買うために、エレベーターで移動しようとしている。──可能性としては充分にあり得る。彼女たちの足音は、徐々にこちらに近付いてきているし。

（……とすると。下へ手たすれば俺は、全裸に見える『きーちゃん』さんと一いつ緒しよにエレベーターという密室に入ることに!?）

　風ふ呂ろ上がりで艶つやを増した『きーちゃん』の黒髪。恐らくそこからは、シャンプーの匂においとかが立ち昇っているはず。それが密室内に充満した状態で、あのナイスバディがオールヌードで隣となりにあったりしたら……。

「くぉぉっ!?　鎮しずまれ衝しよう動どう！　立ち上がれ、俺の理性!!」

　柾がじったんばったんしていると。

「──ところでさ、きーちゃん。あの速はや水み柾って彼に、実際のトコ、どーなのさ？」

「……え？　ど、どうって……？」

『きーちゃん』たちの会話に自分の名が出てきて、柾は固まった。

（……何か、雲行きが怪しい……？）

　そう思った通り、話は柾にとって複雑な方向へ進み始める……。

「一年前のことでわざわざお礼言いに行こうとか。それも新幹線で彼を見付けてすぐだったし。そりゃ勘かんぐるよー。一年前に助けてもらった時、もしかして惚ほれてたかい？」

　思わず柾は、角から覗のぞくように『きーちゃん』たちを見た。──柾の視界の中、『きーちゃん』の顔が見る見るうちに炎上していく……。

「……え？　や……ち、違うの……っ。そんな惚れたとかじゃ、ないと、思う……」

「ほうほう。じゃあ、一体どういうことかね？　おねーさんに話してごらんよー」

　相手の少女に促され、『きーちゃん』がぽつぽつと口にする。

「……だから、本当にそういうのじゃないの。去年、助けてもらう前に、あたしは彼の試合を見てたから……。確かにうちの男子に負けちゃったけど、最後まで諦あきらめずに向かっていって。ほら、うちの男子って、高校生レベルの大会だと強過ぎるから。ほとんどの相手は戦っても、途中で勝つことを諦めちゃうじゃない？　彼はそうじゃなかったから……何だか、凄すごいなって思って。機会があれば、ちょっとお話ししたかっただけなの。──本当にそれだけっ」

「──なるほどー。助けてもらう前に、もう惚ほれてたってことだねぇ……」

「だから！　そういうのじゃないんだってば～～～!!」

　──聞いてはならないガールズトークを聞いた気がして、柾まさきは凍結していた。……こういう時、男は一体どういう反応をすればいいのだろう？　出せない答えに柾が無常を感じていると。

「……ん？　あれ？　何か、引っ掛かる……？」

　何がと言えば、今柾が得ている透視能力についてだ。──今の『きーちゃん』たちの会話に、あれに関しての重大なヒントがあったような……？　それに柾は思考を巡らそうとする、が。

「そんなに気になるんなら、もっと積極的に迫るといいと思うよ、わたしゃ。きーちゃんの、この実りまくったおっぱいを押し付ければ、大たい概がいの男はいちころだよ！」

「──ひゃあっ!?　ちょっと、やめて……！」

（──ぶひょぉっ!?　な、何しとりやがりますか……!?）

　片割れの少女が『きーちゃん』の背後に回り、彼女の爆乳を揉もみ回していた。五本の指を胸の付け根から先せん端たんに向けて、順番に食い込ませていく。……服の上からでも相当扇せん情じよう的てきだったであろうその乳のたわみ具合が、柾には生で見えているわけで……。

（な、何て柔らかそうな指の食い込み具合！　なのに指から力が抜けると、それを跳ね飛ばすくらいの弾力で元に戻るっ！　機会があるのなら俺もぜひ触れて──いいわけないだろぉ!?）

「な、何だか最近、理性が弱くなってきてる気がする……！」

　ヘコむ柾などお構いなく、『きーちゃん』たちのじゃれ合いは続く。

「うりうり～。きーちゃんさ、もうインターハイ期間中に速はや水みって彼を口く説どいちゃいなよー？」

「だ、だからそういうことをしたいわけじゃないのっ。……そ、それに、突然言われたら、彼もきっと迷惑よ……」

「きーちゃんほど美人でナイスバディの女の子に迫られて、悪い気する男の子はいないって。そーだそーだ。次はいつ会えるかだって解わからないんだから、思い切って決めに行こうっ。今年のインターハイ中に、迫って落として、彼にヴァージン♥　奪ってもらっちゃえ～♪」

「「ヴァ……!?」」

　……奇くしくも柾と『きーちゃん』の叫びが重なるが、逆にそのおかげで柾の声は搔かき消され、『きーちゃん』側は柾の存在に気が付かなかったようだ。……自分を置いてきぼりにして進む桃色トークに、柾は硬直してしまう。

「だいじょーぶ。きーちゃんのお初を奪えるなら、世の男たちは家が建つくらいの金額だろうと出すよ。それをタダで頂いていいって言われて、断る男はいない──」

「──もうあんたはいい加減にして！　この話は終わりっ。早く行くわよっ！」

　顔を耳まで真っ赤にした『きーちゃん』が、怒おこった様子で片割れの少女を振り解ほどく。彼女はそのままズンズンと、エレベーターの方へ歩き出した。

「──はんぎょっ!?　ま、まず……！」

　やはり彼女たちは、エレベーターを利用するつもりだったのだ。このままでは、恐れていた鉢合わせが起きてしまう。柾まさきは焦あせった。

（……と、いうか……もしこのタイミングで鉢合わせたら、俺がさっきの会話を聞いていたのが『きーちゃん』さんたちにバレ……!?　そ、そんな気まずいのは避さけたいぃぃ！）

　柾がこの困難な状況の打破を天に祈った、その時。──それは叶かなえられた。

　軽快なチャイムの音と共に、一台のエレベーターの扉が開く。柾は、風の如ごとき速さでその扉が開き切るより早く、その隙すき間まに身をねじ込んだ。

「──ん？　んおっ!?」

　……誰だれか既すでに乗っている人がいたようだが、柾は気にしていられない。自身の身体からだが完全にエレベーターの箱の中に収まるが早いか、『閉』のボタンに手を叩たたき付ける。

　──再び軽快なチャイムを鳴らして、エレベーターが下降を始めた。ひとまず危機を脱し、柾は息を吐はく。……と。

「……痛～っ。何事だ、一体……？」

　苦痛の声に、柾ははっとして振り向いた。見れば、エレベーターの先客が尻しり餅もちをついていた。──もしかしたら、柾が乗り込んだ時に弾はじき飛ばしてしまったのかもしれない。相手は柾よりもずっと細く小柄な、中学生ほどの体格の少女で、それ故ゆえに柾の罪悪感も一ひと際きわ膨ふくれ上がる。

「──ご、ごめん！　大だい丈じよう夫ぶか？　立てる……？」

　柾が、身を屈かがめて少女に手を差し伸べるのと。

「全く……エレベーターであれ電車であれ、駆け込むのは感心しないぞ──」

　黒髪を緩ゆるい三つ編みお下げにした少女が、顔を上げるのはほぼ同時。──そして、お互いが顔見知りであることに気付くのも、また。

「……速はや水み柾？」

　実は中学生などではなく、柾と同い年。どころか学校もクラスも同じである少女、両もろ山やま臨のぞ美み。……当然彼女の家も、柾たちの街にあるはずで。なのになぜ彼女がここにいるのか？　困惑が柾の脳を支配──しようとした瞬しゆん間かん。

「──ぶひゅがっ!?」

　柾は見てしまう。──今の臨美は、下はチェック柄のプリーツミニスカート。上は白い半はん袖そでブラウスの上に落ち着いた色合いのベストを合わせている。……そんな服装で尻餅をついたのだから、彼女のスカートは乱れ、どうしてもその中が柾に見えてしまうわけだが……。

（──────ないっ!?）

　そこにあるべき布地が、見当たらない。見えるのは、ひたすら肌色。あるいは、色彩を確認することすら躊躇ためらわれる、女の子の最デンジャーゾーン──

「──ふんぎゃああああああああああああああああああああ～～～!?」

　エレベーターが揺れるほど絶叫して、柾まさきはブリッジの形で後方へひっくり返る。……そんな彼を、臨のぞ美みは眼鏡を押し上げてきょとんと見詰めていた。
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「──ほら。これでも飲んで、少し落ち着くといい」

「……夜のこの時間、明日早起きしないとならない状況で、どうしてお前はコーヒーを勧すすめる？」

　臨美から渡された缶コーヒー（ブラック）に、柾は納得することができずにぼやいた。

　二人がいるのは、ホテル正面玄関の前。そこには、大きな噴水を中心に据えた広場があった。到る所に植え込みがあり、それが入り組んでいて、ちょっとした迷路の様相。その一角で、柾はベンチに腰を下ろしている。臨美はといえば、その目の前でくるくる踊るように回っていた。

「……両もろ山やま。その意味不明な踊り、やめろ。……頼たのむから」

「ん？　……ああ、そうか。速はや水み柾、これが気になるか？」

　言うなり──臨美が己おのれのスカートを、ぴらりとまくり上げた。飲んでいたコーヒーを、柾は盛大に噴き出す。

「げほっ！　げふがっっ……!?」

「……ふむ。その様子だと、相変わらず見えていないようだな？　私のパンツ」

「──見えてようが見えてなかろうが、いきなりスカートまくられたら普通噴くぞ!?」

　柾は口元を拭ぬぐいつつ目を逸そらすが、既すでにはっきり見てしまった後であった。──意外に形が良い、綺き麗れいな丸みを帯びた臨美の生尻を。

（……も、両山がこちらに背を向けている時だったから、まだ良かった！　正面で向き合っていたら、大変なことになってたぞ!?）

　絶息しそうなほど動揺している柾を尻しり目めに、臨美は興味深そうに自分のスカートをひらひらさせる。

「これが、速水柾の代名詞とも言える透視能力か。……ああ、話に聞いていた、まなこ様から授かったものとは違うんだったな？　鷹たか宮みや蒼そ良らの服が透け、大して交流もない女子の服も透け──私の場合、パンツだけが透けるとは」

　──それが、今の状況の全容だった。……確かに臨美は学校一の変人と悪名高く、そういうことも平然とやってしまいそうな雰ふん囲い気きがあるが……別にノーパンであるわけではない。彼女は今、常つね日ひ頃ごろから愛用している紐ひもパンを、であるが、穿いている。……柾に見えないだけで。

（まなこから授かったやつも変だったけど、今回のこれはそれを上回るおかしさだ……）

　柾は、余計に解わからなくなった己の透視能力の性質に呻うめいた。

（……本当はまなこや聖しよう介すけ以外には、この力のことは話さないでおくつもりだったのに……）

　臨美にあっさりバレたのは、エレベーター内で彼女のスカートの中を見てしまったからだ。

──パンツが透けて、見えなくなっていたせいで、柾まさきは臨のぞ美みがノーパンだと勘かん違ちがいしてしまい。混乱した柾は、そのことを彼女に問い質ただしたのだ。……が、気付けばいつの間にか、質問者は逆になっていて。柾は透視能力について、何から何まで白状させられてしまっていたのだった。

（……ほ、本当に我ながら、尋問の類たぐいに弱い……）

　剣道だけでなく、そちらについても精しよう進じんするべきかと柾が悩む中──

「──それにしても、速はや水み柾たちもこのホテルに泊まっていたとは驚おどろいた。割と高級で、宿泊の費用もお高いはずなんだがな？　……確か君ら剣道部は、金欠気味だと聞いていたのだが？」

　臨美が問うてきた内容は、もっともだった。柾はその金欠のせいで、夏休みの前半をバイトに費やしたのだから。……柾は嘆息気味に、疑問の答えを返してやる。

「……ここのホテルのオーナー、俺の親おや父じの知り合いなんだよ。だからその縁で、安く泊めてもらってるんだ。──本当は、親父絡がらみのコネは使いたくなかったんだけど……」

　金がないのだから仕方がないと、柾は肩をすくめる。

「……というか。むしろ俺は、そんなホテルに両もろ山やまが泊まれてるってことの方が疑問だ。お前こそ、宿泊費をどうしてるんだよ？　──しかも、お一人様なんだろ？」

　──そう。臨美は一人でこのホテルに泊まっていた。連れはいない。本人曰いわく、「暇ひまだったのでな？　速水柾たちの応援でもしようかとやって来たんだ」とのことだが……それも柾を驚きよう愕がくさせた。今年のインターハイ全国大会は、柾たちの街からかなり離はなれた地方での開催だったのだ。その分旅費もかなり掛かる。だからこそ柾たち剣けん領りよう館かん高校男子剣道部も、レギュラー及び最低限の控え選手だけで来ていたし、家族や知人の応援も一切来ないはずであったのだ。柾も、いくら家が裕福なお嬢じよう様さまであっても、来てもらうのは心苦しいと七な紘づなの応援は遠えん慮りよしていたし、それ以外の蒼そ良らやまなこたちは、そもそも最初から来られる可能性がなかった。……だから、臨美が気楽にここまで来て、さらにこんなお高いホテルに泊まれている、その費用をあっさり捻ねん出しゆつできていることに、絶句してしまう。

「……んー。私にも、このホテルのオーナーと親しい知人がいるんだよ。そのコネさ」

　簡単に答えを述べたように見えて、実のところ肝心な部分をはぐらかしている臨美に、柾は不信感を募つのらせる。

（……考えてみれば。俺はこいつのことをほとんど知らないんだよな……）

　今年同じクラスになるまで、柾と臨美の接点はあまりに薄うすい。その上後に知ったが、彼女は高校に入学する前までは他県に住んでいたそうで、中学以前のことを知る者が同じ学校に一人もいない。柾たちは彼女と比較的親しくしているが……それでも他に知っていることといえば、土佐犬とブルドッグの雑種を飼っているらしいということくらいだ。

　柾が改めて臨美の謎なぞの人物ぶりを嚙かみ締しめていると、臨美がトコトコと柾の目前まで来て。

　──ぴらりんっ。

「────ぶごがっっ!?」

　今度は向かい合った状態で、臨のぞ美みが自らのスカートをめくった。柾まさきはすんでのところでそこから視線をずらすが、勢い余ってベンチからずり落ちる。

「──私が話し掛けているのに反応を示さないとは。失礼な奴やつだな、速はや水み柾？」

「考え事してて聞いてなかったのは悪かったけどなっ。それで何で人の前でスカートの中身を晒さらす!?　もっと恥じらいを持てよお前!?」

「前にも言ったが、私は別に君に見られても気にしない。……それに今日の君は、私が目の前でスカートをめくってみせた時の反応が大変面おも白しろい──」

「俺は面白くねぇぇええええええええええええええええ!!」

　柾はぜえはあ言って、汗を滝の如ごとく垂らした。よろよろとベンチに座り直す。……と。

「……速水柾。私は、怒おこっているんだぞ？」

「……………………は？」

　唐とう突とつで、そして予想外の臨美の言葉に、柾は間抜けな声を上げた。

「先日、鷹たか宮みや蒼そ良らと二人きりで夜の学校に行って、色々やっていたそうだな？　──私は全然知らなかった」

「……え？　あ、いや、だって……」

　問題の透視能力を、柾が得てしまった日のことだ。その時のことを思い出し、柾は嘆息する。

「──両もろ山やまお前、あの晩早めに寝てたんだろ？　それで連絡が付かなかったって、鷹宮が……」

「確かにそれは事実だが、それでも私にだけ伝えられていなかったのは面白くない」

「そりゃそうかもしれないが……いや、だからってそれで怒られるのは何か理り不ふ尽じんだし、大体それがどうしてスカートぴらぴらめくることに繫つながるんだよ!?」

「──速水柾。君は鷹宮蒼良と学校に行った晩……彼女と何かなかったか？」

　臨美の問い掛けに、柾は凝ぎよう固こした。顔も一気に熱くなる。……まあ、何というか。実際色々とあった。主にエロいハプニングが。──柾がこうもあからさまな反応をしてしまったのは、実はそれらのことが今の今まで頭から吹っ飛んでいたため、それを言われる心の準備が全くと言っていいほどできていなかったからだ。それだけ例の金髪ロリ巨乳少女の衝しよう撃げきが大きかったからだが……思い出すタイミングがあまりに悪過ぎる。臨美の表情はよく読めないが……彼女から威圧感が放たれたのは柾にもはっきり解わかった。

「──私はな。不公平だと思うんだよ……」

「な、何がだよ……？」

　やけに改まった様子で言う臨美に、柾は怖々尋ねる。

「叶かの原はら七な紘づなや鷹宮蒼良は、君とうれし恥ずかしエッチな体験があるのに……私にはない」

（──いや、本当はあるのですけどね!?）

　柾が初めてまなこと出会った事件の折。まなこに自分の肉体を奪われ幽ゆう霊れいになっていた柾が、まあ、色々と。……しかし、それをこの場で言うわけにもいかず。

　臨のぞ美みはしばし、何かを考える仕草をした後──唐とう突とつに話を明後日あさつての方に飛ばした。

「ところで速はや水み柾まさき。君は今持っている透視能力を、どうにかしたいわけだな？」

「──え？　あ、ああ、そうだけど……？」

　この透視能力があったままでは動揺して、とても明日から始まる大会をまともに戦えるとは思えなかった。何とかできるなら、藁わらにもすがりたい気分ではあったが……。

「私にいい考えがあるんだが、やってみようか？」

「……えぇー……？」

　臨美の提案に不安が湧わき上がったのは、それまでの流れから致し方なかった。柾としては、ぜひとも遠えん慮りよしたい。──が、そもそも臨美は、柾の意見など聞く気はなかったようで。

「──ぅぶひゅっ!?」

　臨美がいきなり、自分のスカートの中へ手を突っ込んだ。そのままごそごそやって、そして出てきた臨美の手には──紫色でレース満載の紐パンが握られていた。

「！　？　!?　お、お前はなぜに脱ぐ!?」

「落ち着け速水柾。君の目で見る分には、先程までと大して変わるまい？」

（大違いだよぉっ!!）

　紐ひもパンをポケットに押し込む臨美に、柾は声を出す余裕もなく、心でツッコんだ。見えないが穿はいているのと、穿いていないから見えない。似ているようだが実際には、限りなく破は壊かい力りよくが違う。現に……。

　ぴゅー。ふわり。

「んのぉぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　夜風で浮き上がり掛けた臨美のスカートの裾すそに、跳ね上がる柾の鼓こ動どうは先刻の比ではなく。──ついでに臨美がかすかに眉まゆをひそめる。

「……何か、すーすーするな？　おかしな感じだ」

「だったら穿き直せよぉぉおおおおおおおおおお!?」

　柾の喉のどが涸かれんばかりの提案に、しかし臨美は頷うなずかなかった。

「それはできないな、これからすることを考えると」

「一体何する気だよ!?　パンツ脱がなきゃできないことって何だ!?」

「……そんなの、そう多くはないだろう？　少し考えれば解るはずだ。──セックス」

「……………………は？」

　……とんでもない単語が聞こえた気がして、柾は耳を疑った。できれば何かの間違いと思いたい。──が、臨美はそんな柾の願いを踏ふみ潰つぶす、有言実行の人だった。

「だから、セックスだ。今から私と速水柾で、しよう」

　言うと同時、臨美がベンチに座る柾の腿ももの上に、跨またがってきた。当然、剝むき出しのはずの臨美の女の子の部分が、柾の腿へと密着して──

「ほんぎょぉぉおおおおおおおおおおっ!?」

　思わず柾まさきがビクンと身を跳ねさせた。途と端たん、わずかに臨のぞ美みが顔をしかめる。

「ぅ……んんっ……!?　そんな突然、腿ももを動かすな。いきなりアソコが擦れると、驚おどろく」

　臨美の問題発言に、柾は今度は逆に瞬しゆん間かん凍結した。

　そんな柾の腿の上で、臨美はベスト、続いてブラウスのボタンを外していく。──そして、開かれた胸元から、彼女の小振りながら形の良い丘きゆう陵りようが覗のぞいた。先端はぎりぎり見えないが、夜陰に浮かび上がる真っ白な乳房はどうにも艶なまめかしく……柾は息を吞のむ。

「……ん。そうやって見詰められると、さすがに恥ずかしいな……」

　珍めずらしく少しだけ頰ほおを染め、臨美が柾の胸へしな垂れ掛かってきた。その指が前を開いていた柾のジャージを潜くぐり抜け、その内のＴシャツ越しに彼の胸板を撫なでる。──柾は、背せ筋すじを駆け上がるぞくぞくとした感覚に身み震ぶるいする。

「速はや水み柾。君も、触れ……」

　臨美の手が柾の手を取り、片方を乳房へ、片方をお尻しりへ導いた。柾の左手に触れる、想定外に柔らかく、予想以上の弾力に富む双そう丘きゆう。右手に触れる、滑なめらかな手触りと絶妙な曲線の尻肉。柾の手は、本人の意志を無視して力が入った。

「……っ!?　こら、乱暴に触るな。女にはもっと、優しく触るものだ……」

　身長差故ゆえ、耳元というわけではないが……酷ひどく近くから聞こえる臨美の吐と息いき。柾の心臓は柾自身がわけ解わからないほど速く脈打って──

　──と、その刹せつ那な、柾は左手首に違和感を覚えた。目線を下ろすと、臨美の胸を撫で回す己おのれの左手、その手首に腕時計。それが、微妙に手首の動きを阻そ害がいしているようで……。

（────────!?）

　そう、腕時計。さる七月三〇日、柾の誕生日に七紘が彼に贈った──

「…………っっ!?」

　いつの間にか靄もやが掛かっていた柾の脳に、ようやく理性の光が灯ともる。柾は、恐るべき速さで臨美の身体からだを自分から引き剝はがした。

「……！　おま……両もろ山やま……な、何考えてるんだっ!?」

　柾は、割と本気の怒ど声せいを臨美に叩たたき付けた。……さすがに地面に転げ落とすわけにもいかず、今も柾の膝ひざの上で肩を摑つかまれていた臨美は、憮ぶ然ぜんとした表情で言う。

「……据え膳ぜんを前にして尻込みするとは……男子力が足りないぞ、速水柾？」

「ここで意味も解らずやっちまうのが男子力なら、俺はいらないよ！　だから、おま……何でこんなことしようとするんだ、答えろっっ!!」

　青筋を浮かべんばかりの柾の形相に、何ど処こか呆あきれた風に臨美は首を振り……やっと口を開く。

「──速水柾。君、叶かの原はら七な紘づなと、したことないだろう？　セックス」

「──んな……!?」

　図星を貫く指摘に、柾まさきは一いつ瞬しゆん、前後のことを忘れて停止した。

（……い、いや、確かに……そうだけど……）

　キスしたことや、色々触ってしまったことはあるが……それ以上のことは、柾と七な紘づなの間には、ない。それは事実であった。

（で、でも、俺はそれを、別におかしいとかどうだとか思ってはいない。俺たちはまだ高校生だし……。い、いや、高校生でもやってる奴やつは確かにいるけどっ。俺はその、そういう物事の筋が通らないことは嫌いやっていうか……）

　男と女がそういうことをすれば、どれだけ避ひ妊にんに気を付けていたとしても子供ができる確率はあるわけで。……世間的に立場の弱い未成年。男に到っては親の許可があろうとも結婚などできぬ年齢。そんな身で親になるかもしれない行為に耽ふけるというのは、柾の思考パターンからすれば絶対にあり得ないことなのだ。

（だから俺は、け、けけ、結婚するまでは……とかまでは思ってないけど、自分が一人前の男になるまでは、七紘とそういうことは──）

　──しない。……しかし、そんな柾の誓約などお構いなしに、臨のぞ美みは自分の言葉を続けた。

「──君が、たかが女の裸や下着姿を見た程度で大きく動揺してしまうのは、ようは女の身体からだに慣れていないからだ。慣れてしまえば、その透視能力でいくら女の裸や下着姿を見ようと、平然としていられるようになる。そして、女の身体に慣れるのに一番いいものは……セックスだろう？」

「……え？　……いや……ちょ……？」

　臨美の強きよう烈れつ過ぎる主張に、柾の頭の中はぐるぐる洗せん濯たく機き状態だった。

「……ちなみに言うが、私は処女だぞ？　処女相手は、人によっては一生する機会がないこともあるらしい。やっておいて損はないと思うが？」

「～～～!?　いや、これは……そういうことじゃないだろ!?　そもそも……その、こういうことは、本当に好き合っている男女でするもので……」

　柾が、半ばしどろもどろになりながらも意見を述べる。──が、それには臨美から、大威力のカウンターが飛んできた。

「──速はや水み柾。君は私のことが、嫌きらいか？」

「……ぇえ？　いや、好きとか以前に、俺には七紘が──」

「叶かの原はら七紘のことは今はおいておけ。訊きいているのは、君にとって私は、全く恋愛対象になることがない存在なのか、性欲を抱くことができない存在なのか、そのようになる可能性が一切ない相手なのか……その部分だから」

「……え？　いや……その……？」

「想像してくれ。もし君が叶原七紘と出会っていなかったとして……それで私から告白されたとしたら、君は私を恋人にするか、しないか？」

　柾まさきを見上げてくる臨のぞ美みの目は、いやに真剣に見えた。熱っぽく、潤うるんでいるようにも見えて……眼鏡越しのその瞳ひとみから、柾は目を離はなせなくなる。声を出せない柾。──代わりに、臨美の唇くちびるが開いた。

「──私は、好きだぞ」

「────へ？」

「だから速はや水み柾、君のことが。少なくともここでこうして、処女を捧ささげてもいいと思えるほど」

「…………………………っっ!?」

　たっぷり数秒ぽかんとした後──柾の顔が紅ぐ蓮れんと化した。今、はっきりと告白されたのだ。……臨美に。柾のことが、好きだと。

　それを冷静に流せるほど、柾は女慣れしていなかった。

「……なっ、おま……っ、それ……なっ……かはっ……!?」

「……落ち着け。そんなに動揺することか？　私はこれでも、それなりに秋しゆう波はは送っていたんだぞ？」

　宥なだめるように頭を撫なでてくる臨美に、柾は少しだけ冷静さを取り戻したが──だが言わずにはいられなかった。

「……も、両もろ山やま……何でお前、そんなこと……平然と言えるんだ……？」

「……？　速水柾を好きだという気持ちを、こうして口に出すのがそんなに変か？」

「──変だとかじゃなくてっ。俺、七な紘づなの恋人なんだぞ!?　それなのに、俺とセックスしようとか、好きだとか……お前、七紘の友達だろ!?　躊躇ためらったりしないのかっ!?」

　柾の血を吐はくような台詞せりふに──臨美は、心底不思議そうな顔をした。

「………………なぜだ？」

「……え？　いや、お前……なぜって……？」

　そこで柾ははっとして、臨美を睨にらみ付ける。

「まさかお前──七紘のこと、友達と思ってないとか……そういうことじゃないだろうな!?」

　柾は知っている。少なくとも七紘は、臨美のことを友達だと思っていることを。──大切な少女のその気持ちを踏ふみにじるようなら、たとえ相手が女でも容よう赦しやしない。柾の目はそのように語っていた。──しかし。

「──叶かの原はら七紘のことは、友達だと思っているぞ？　当たり前だろう？　……だがそのことは、私が君のことを好きで、君にアプローチを掛ける、それを躊躇う理由にならないのではないか？　まさしく、それはそれ、これはこれ、だ」

「……ぅえ？」

　臨美の言っている意味が解わからず、静止する柾。臨美はしばし考え、教え諭さとすように話し出す。

「──例えば。宇う月づき聖しよう介すけが叶原七紘を好きだったとして。……そのことを彼が君に隠していたと解ったら、君はどう思う？」

「──んなっ!?」

　──聖しよう介すけが、七な紘づなを……？　それを聞いた途と端たん、柾まさきの胸中に濁にごりが生まれた。……ただそれは、自分の恋人に横よこ恋れん慕ぼしている相手がいる。それによる嫉しつ妬ととは、明確に違う。

　柾は聖介に、七紘への想おもいを相談したことがある。彼女との仲について、協力してもらったこともあった。もし聖介が七紘のことを好きならば……柾は彼に、とてもつらいことをさせていたことになる。──そんな、親友への負い目。そして、もしそのことを知っていたら、絶対彼にそんなことは頼たのまなかった。それをやってしまったことへの、八つ当たり染じみた聖介への怒いかり。……とにかく、物もの凄すごく裏切られた気分だった。

「──あ。一応言っておくが、例え話だからな？　宇う月づき聖介は全く、叶かの原はら七紘を恋愛対象とは見ていないようだぞ？　……というか、むしろ……」

「──ぇえぇっ……？　……両もろ山やま、お前なぁ……」

　一気に脱力して、柾は呻うめいた。最後に臨のぞ美みが何か言い掛けたが、柾は聞いていなかったし、臨美も途中で言うのをやめた。代わりに臨美は改めて自分の考えをぶつけてくる。

「──しかし、これで少しは理解してもらえたかな？　私は、友達の恋人のことが好きなのに、そのことを隠して友達と接していたら、それこそその友達に対する裏切りになると思う。その友達と、本当の意味での友達ではいられなくなると思っているんだ。だから私は、その気持ちを友達にも、友達の彼氏にも隠したくない。はっきりと告げる。……それで駄だ目めになる程度の友情なら、そもそも長続きしないだろうしな。……正々堂々と戦って、想い人を奪い合って。それをやった上でないと、友情を維持できないと思う」

　その臨美の言葉に、ふと違和感を覚えた柾は、臨美に訊きき返した。

「ちょ、待て両山。その言い分からすると……お前七紘にも、俺のことが好きだって教えてるのかっ!?」

　柾が抱くべき当然の疑問。……それに臨美は、何か締しまらない顔をした。

「私としては、それを真剣な話として叶原七紘に伝えたつもりなのだがな。……どうにも彼女は、真剣な話とは受け取っていないようだ。冗談と思っているのか、あるいははぐらかそうとしているのか……」

　臨美は、どうしようもないという感じに首を振った。

「叶原七紘のことは友達だと思っているが……どうにも彼女のああいうところは、私は好きにはなれないな。……お目当ての男以外の人間の気持ちに、酷ひどく鈍い……」

　臨美の、ほんの少し毒を含んだ言葉に、しかし柾は何も言えなかった。言われている相手が恋人であるのに……。それは、その言葉を吐はいた臨美の顔が、とても痛々しいものだったからかもしれない。

　柾が、どうにもこうにも動けずにいる、と──

「……しまった。タイムリミットか……」

「…………え？」

　前触れなくそう呟つぶやいた臨のぞ美みが、今なお乗ったままだった柾まさきの膝ひざから、自主的に降りる。それまでのことが噓うそのようにてきぱきとブラウスを、ベストを着直し、あまつさえ紐ひもパンまで穿はき直して──そうして完全に身だしなみを整えた上で、柾から見て右の方に目を遣やる。……その方向から、まるでタイミングを計ったかのように、人影が一つやって来た。

「──って、ぶびゅっ!?」

　柾、思い切り吹く。なぜならそこに現れた相手は少女で──柾には真っ裸に見えたのだから。

　──陽よう党とう学園女子剣道部の、黒髪ロングの少女。渾あだ名なは『きーちゃん』。

　またも迂う闊かつに、彼女の均整の取れた裸体を拝んでしまった柾は、ベンチに転がってがくがく震ふるえる。そんな柾の奇行に、本当に奇くしくもこのタイミングでここに来たらしく、前後のことを一切把は握あくしていない様子の『きーちゃん』は戸惑った表情を浮かべた。──と。

「──やあ。誰だれかと思えば、きーちゃんじゃないか。君までこのホテルに泊まっているとは、縁とは面おも白しろいな。……こんな時間に、こんな所にどうして？　明日から大会なのだし、今日は早く眠っておいた方がいいのではないか？」

『きーちゃん』にやけに親しげに話し掛けたのは……臨美だった。それに『きーちゃん』は、黒瞳を大きく見開く。

「……え？　速はや水み柾……くんと……片かた岡おか臨美さん!?　えぇ!?　何で二人が一いつ緒しよに……!?」

　その言葉に、柾の記き憶おくがわずかに疼うずいた。

『きーちゃん』は臨美のことを、片岡臨美と呼んだ。その名に、柾は聞き覚えがある気がする。

（……ど、何ど処こだ？　何処で聞いた？　くそっ、出てきそうで、出てこない。嫌いやな感じだっ）

　柾のもどかしさをさらに増すように、臨美が『きーちゃん』に意味ありげな返事をする。

「もう片岡ではないよ。──両もろ山やま臨美。母が再婚して、名字が変わったんだ」

　その言葉は、柾たちの知らない臨美の顔を垣かい間ま見みせるものだった。

　そんな臨美と旧知らしい『きーちゃん』は、困惑が強い様子である。

「……えっと……な、何で臨美さんが速水くんと一緒に？　それに臨美さんは、どうしてここに？　確か高校生になってから、剣道をやめたって聞いたけど……？」

（は？　両山って剣道やってたの!?）

　柾としてはその辺りのことを詳しく聞きたかったが、『きーちゃん』の言葉でまず臨美が反応したのは、柾の名前だった。「どういう関係？」と言わんばかりの目で、臨美は柾を見てくる。──柾が簡単に事情を説明すると、納得顔になって、臨美は『きーちゃん』に言葉を紡つむいだ。

「速水柾は、同じ学校に通う友人だよ。彼が明日からの大会に出ると聞いて、応援に参上した次第だ。……残念ながら、また剣道を始めて、それで全国に出場したというわけではないんだ」

　悪いな、と付け加えて、臨美は『きーちゃん』に悪戯いたずらっぽく笑ってみせた。──茶目っ気がたっぷりの臨美の表情に、柾は目を白黒させる。

（両もろ山やまって……こんな顔もできたのか？　……それに、俺たちのことをフルネームで仰ぎよう々ぎようしく呼ぶくせに、『きーちゃん』さんは渾あだ名なで……。な、何か、両山が遠い……）

　柾まさきが少なからず寂しさを感じていると。

「それで、きーちゃんはここに何の用で？　……と訊きくのは野や暮ぼか。大方速はや水み柾もこのホテルに泊まっていると聞き、ホテル内にはいない様子の彼を探しに来たのだろう？」

（……なぁ!?　おぃぃ!?）

　臨のぞ美みの言ったことは正解だったらしく、一いつ瞬しゆんで『きーちゃん』の顔が赤熱化した。わたわたとする彼女とは逆に、臨美は冷静なまま、どこか懐なつかしむ風に言う。

「君は相変わらずだな。下へ手たに剣の腕が立つ分、誰だれかに守られることに、免めん疫えきがない。だから、自分を何かの拍子に守ってくれた相手に、物もの凄すごく弱くなる。……速水柾に心を奪われたかな？　可愛かわいいぞ」

「ちょ……臨美さん!?」

　焦あせり顔の『きーちゃん』に、ますます面おも白しろそうな様子で、臨美は続けた。

「──せっかくだし、私は少し席を外そうか？　二人きりで速水柾と、話をするかい？」

「だ、だから、あたしはそういうんじゃないのぉー！」

　からかう臨美に、悲鳴を上げる『きーちゃん』。そのような少女二人を、柾は見守るしかない。……その最中、臨美が挑発するように微笑ほほえんだ。

「──本当にいいのかい？　そんなのんびりしていると……私が速水柾を、ものにするぞ？」

「────!?」

　臨美のその言葉に、『きーちゃん』の顔がわずかに真剣味を増した。鋭い視線が、臨美と柾を往復する。

「……臨美さん、あなたは──」

「……すまないな。速水柾は友人だと言ったが──今はまだ、という言葉が付く」

　臨美と『きーちゃん』、少女たちの間に、斬きり合い寸前のような緊きん張ちよう感かんが走る。二人はお互いの目を見て──まばたきもせず、一瞬たりとも逸そらさない。当事者たちよりも、脇わきの柾の方が満ちる緊迫感に耐え切れず、二人から目を逸らそうとした──その瞬間。

（ぶぶひょぉっ!?　な、何でここで!?）

　臨美の着ている服が、ブラウスもベストもスカートも、すぅっと消えていく。元々見えないパンツはそのまま。つまり臨美まで『きーちゃん』と同じく全裸に……。とびきりの美少女、それも二人分の裸を前にして、柾が平静を保てるはずもない。この場から逃げ出そうと、柾がベンチから腰を浮かし掛けた……その時だった。

（……え？　──あれぇ!?）

　臨美とは反対に、『きーちゃん』の身体からだには服が出現し始める。やはり少しばかり子供っぽいブラとショーツが現れたのを最初に、次から次へと衣類が現れて──数秒で『きーちゃん』は、スポーティな印象のＴシャツとジャージ姿になった。

　……ふと気付けば、『きーちゃん』のその顔も、何ど処こかさばさばとしたものになっていて。

『きーちゃん』が何かを悟って、そして吹っ切ったようにくすっと笑ったのを皮切りに、臨のぞ美みと彼女の間に流れていた戦場のような空気が一気に和やわらいだ。

「──そっか。あの臨美さんが。あんなに恋愛事には程遠い感じだったのに……」

「それは失礼だぞ、きーちゃん。私は昔から、情熱的な恋心をこの胸の内に燃やしていたのだ」

「はいはい。──速はや水みくん。お騒さわがせして、ごめんなさい」

「……へ？　は、はあ……？」

　突然『きーちゃん』から名前を呼ばれ、驚おどろきの渦中の柾まさきは生返事を返すしかなかった。

「──臨美さんは変なこと言ってましたけど、本当にやましい気持ちがあって、速水くんに声を掛けたわけじゃないですから。気を使わせてしまったのなら、申し訳ありません。……それから、あたしから言うのもなんですけど……臨美さんいい娘ですよ？　……泣かしたら、駄だ目めですからね？」

　──『きーちゃん』は、柾と臨美に一礼すると、憑つき物が落ちたような足取りでホテルへ踵きびすを返した。口を半開きにしたままそれを見送りつつ、柾の中に一つの確信が浮かぶ。──それは、今自分が持っている透視能力の正体についてだった。

　恐らく『きーちゃん』は、確かに柾に対して、恋心に近い感情を抱いていたのだろう。ただそれは、今この場で旧知たる臨美と会話する中で、別のものに昇華されたように思えた。──つまり、『きーちゃん』から柾への恋心が消えた途と端たん、柾の透視能力が彼女に働かなくなった。

　そして、この場で臨美は恐らく、『きーちゃん』の柾への想おもいを前にして、自身の柾への恋心を負けじと燃やしたのだろう。──つまり、臨美の中の柾への恋心が強まった途端、彼女の服が透ける枚数が増えた。

　そこから考えれば、今柾が宿す透視能力の性質は見えてくる。

（この透視能力、俺が好きな相手じゃなく……俺を好きな相手の服が透けるのか!?）

　しかも、その対象の柾への想いが強いほど、透ける枚数が増える。

　辿たどり着いた答えに、柾が呆ぼう然ぜんとしていると。

「……速水柾？　どうした、魂たましいが抜けたような顔をして？」

　臨美が訝いぶかしむように柾に問うてきた。──先まで透けていた彼女の服は、また元通り透けずに見えるように戻っていた。……『きーちゃん』が去って、柾への想いがひとまず落ち着いたからだろう。

（……本当にこいつ、俺のことが好きなんだ……）

　そんなことも確信してしまい──それでふと疑問が浮かぶ。柾は、改まって彼女に質問した。

「……なあ、両もろ山やま。お前、俺を好きって言ったけど……何でだ？」

「？　人を好きになるのに、理由など必要か？　……と、お決まりの文句で返すが？」

「……そりゃあ、そうかもだけど。……俺とお前って、高校も二年になって、初めて関かかわりが生まれた仲だろ？　それで、何で……？」

　こんなにも強く、それこそ純潔を捧ささげてもいいと思えるほど、柾まさきを慕したうのか？　何となくだがそれに疑問を覚え、柾は問い掛けた。……と。

「……速はや水み柾。今に始まったことではないが、君は結構物覚えが悪いぞ？」

「──なぜいきなり暴言!?」

　意味の解わからない罵ば倒とうに、柾はショックを受けた。

　そんな柾を、どうにも表現しづらい色の瞳ひとみで見詰め……臨のぞ美みは、また爆弾発言を投下した。




「──私と君が初めて出で逢あったのは、高校二年の春ではないよ」




「……え？」

「……君と叶かの原はら七な紘づな、それに鷹たか宮みや蒼そ良らは、小六の冬に出逢ったそうだが……私はそれよりも前に、君と初めて出逢っている。そして、君に恋をした。さらに言えば、当時の私は間違いなく、当時の君と、一番親しい女の子だったよ。……君は、私がその女の子だと気付いていないようだが」

　臨美が暴ばく露ろした過去に、柾は完全にわけが解らなくなってしまう。

「……え？　……いや、まさか……ええっ……!?」

　柾の記き憶おくには、そんな女の子の姿はない。そもそも七紘と付き合う以前の柾に、そのように女の子と親しくした経験は皆かい無むのはずで。

「……いや、それ……本当に俺か？　他の誰だれかと間違えてるとか……？」

「それはない。私と君が旧知の間柄であることは、君の母上に聞いてみるといい。きっと保証してくれるから」

「か、母さんが!?」

　意外な人物を証人に挙げられ、柾は驚おどろきの咆ほう哮こうを上げた。

「……夏休み前に一度、君の家に押し掛けたことがあっただろう？　まなこ様が君の家に妹としてやって来た日だ。初めは気付いてもらえなかったが、後できちんと名乗ったら思い出してもらえたよ。……あ。私の正体について、あの方に訊きいても無む駄だだよ。口止めしておいたから」

　あまりのことに、柾は声も出せなくなっていた。──そんな彼に、臨美は先に『きーちゃん』に向けたような、茶目っ気たっぷりの顔で言う。

「……さて。ところで君の透視能力だが、もうほとんど平気なのではないか？　さすがにこれだけのことがあって、それでもそのことを気にしていられるほど、君のキャパシティは大きくはないだろう？」

「──へ？」

　言うなり臨のぞ美みが、ぴらんとスカートをめくってみせるが──柾まさきは多少はビクついたものの、その程度だった。心は平静に、流りゆう麗れいな動きで目を余よ所そに向ける。少し前までのように、動揺をしまくって前後不覚に陥おちいるまではいかない。……臨美の、言う通りだった。

「……待て、両もろ山やま。まさかお前、本当は最初からこっちを狙ねらっていたんじゃ……？」

「──別に私は、君と本当にエッチしてしまっても良かったんだがな？」

　悪戯いたずら者ものの顔で言う臨美に、ふと柾はデジャヴを感じた。──半信半疑だったが、間違いない。確かに柾は、高校二年よりもずっと前に、この顔を見たことがある。それだけは、思い出した。

　柾は、答えが返らないことを半ば解わかっていながら、それでも訊きかずにはおれなかった。

「──両山。お前は……何者なんだ？」

「──君が思い出したら、教えてやってもいいぞ？」

　彼女には珍めずらしい、というか柾は初めて──否いな、恐らくは久し振りに見る、臨美のとびきりの笑顔。輝かがやくようなそれに、柾は目を細めた。




　──そして。この晩の臨美のおかげかは解らないが……柾たち剣けん領りよう館かん高校男子剣道部は翌日、団体戦で予選リーグを突破。さらにその翌日には、柾と聖しよう介すけも個人戦で予選リーグを突破した。さすがに優勝こそできなかったが、剣領館高校男子剣道部としても、柾個人としても、昨年を上回る結果を残すことができたのだった。

　……その後、柾たちは残る夏休みを各おの々おの特に波乱なく過ごし……時は二学期の始業式に到る。




　とても大きな運命の待つ、その日へ──




　　　　×　　　　×　　　　×




「──柾。宿題は持ったべか？」

「ちゃんと持ってるよ。──というか、お前こそ忘れ物はないだろうな？」

　九月一日。高校も小学校も、等しく二学期を迎える日の朝。

　柾は今まさに、自宅の玄関から学校へ出発しようとしていた。

　その傍かたわらでランドセルを背負っているのは、柾の妹……ということになっている、真の姿は本物の神様である少女、まなこ。

　薔ば薇ら色いろの縦巻きツインテールをふりふり揺らしながら、左側を大きな眼帯で覆おおった顔を面めん倒どう臭くさそうにしかめていた彼女は、柾に言われて目を丸くした。本当に小学生そのものにしか思えない小柄な細身を翻ひるがえし、家の中へ駆け戻る。

「う、上うわ履ばき忘れたべさ～。お母さ～ん！」

「……やれやれ。遅刻するなよー？」

　柾まさきは肩をすくめ、自分も遅刻するわけにはいかないと学校へ向かい家を出る。……少しだけ、溜ため息いきを吐ついて。

（……結局、この透視能力自体は、未いまだどうすることもできてないんだよな……）

　柾は、朝の陽ひ射ざしに霞かすむ目を擦つぶる。──例の、金髪ロリ巨乳少女の置き土産みやげである透視能力は、夏休みが終わっても柾の瞳ひとみに宿ったままであった。夏休み中にまなこや聖しよう介すけと消すことができないか色々試してみたのだが……全く成果なし。

　その上、あの金髪ロリ巨乳の少女も結局、出で逢あったあの夜以降姿を見せず。……まなこは何やら酷ひどく警戒している感じなのだが、柾としてはこうも放置されると、そもそも彼女との遭そう遇ぐう自体が夢だったのではないかと思えてくるほどで。

（……いや、実際そんな都合がいい話ではないと解わかってるんだけど……）

「……できればこのまま、ずっと再登場しないままでいてくれればいいんだけどなぁ……」

　一応あの娘も、まなこが封印していた怪異らしいので、このまま野放しにしておくことなどまなこ的にはＮＧなのだろうが、柾はそう思わずにはいられなかった。……自身の平へい穏おんのために。

「……ついでに何かの拍子に、この透視能力も消えてくれればなぁ……」

　柾の言い分は、少々自じ堕だ落らく的てきだった……。




「──お母さ～ん！　まなこの上うわ履ばき、何ど処こだべぇ～!?　……ん？　～～～!?」

　上履きを求めリビングを覗のぞいたまなこは、そこで柾の、そして今は自分の母ということにもなっている女性を見て、正確には彼女が見ているＴＶの画面を見て、時間を止めた。

　そんなまなこに気が付いて、柾の母は結い上げた黒髪を軽く揺らしながら、その淑しとやかな瞳をまなこに向ける。

「あら、真ま菜な子こ？　一体どうしました？　何か忘れ物でも──」

「………………テ、テス……？」

　自身の呼び掛けは聞こえていない様子でＴＶに釘くぎ付づけのまなこに、柾の母はまなことＴＶの間で視線を往復させて──理解した様子で告げた。

「──ああ、そういえば言ってませんでしたね？　彼女、今日本に来ているそうなんですよ」

「……え？」

　さも当たり前のように語る柾の母に、まなこは困惑気味に問い返した。

　……まなこが見詰めていたＴＶ画面では、報道番組のキャスターが、あるヨーロッパの小国の王女が、日本に留学してくるという内容のニュースを伝えているのだが……。

　その画面を指差して、柾の母は言った。

「──この王女様はね、柾の……」

　──その、語られた内容に。




「～～～～～～～～～～～～～～～～!?」




　まなこは、ムンクの叫びを超える表情で、叫んだ。




　いつも柾まさきたちが、登校途中の待ち合わせに使うコンビニの前。柾が辿たどり着くと、そこには既すでにほとんどの顔触れが揃そろっていた。

「ん？　ああ、速はや水み柾。おはよう」

　半はん袖そでブラウスにプリーツスカートという、剣けん領りよう館かん高校の女子制服の夏服を身に纏まとった臨のぞ美みに。

「あ。速水、おはよう。──いきなりで悪いけど、学校着いたら宿題見せて!?」

　夏休み期間中、わざわざ夜中に宿題のプリントを回収するべく学校に赴おもむいたエピソードを、かなり台無しにする台詞せりふをほざく蒼そ良ら。元気いっぱいのサイドポニーがぴょんぴょん跳ねて、けれど真っ平らな胸は相変わらず全く跳ねない。そんなどこもかしこも細い肢し体たいの上を、玉のような汗が弾はじけていった。それを包むスポーティなブラとショーツが、肌に貼はり付いている。

「──あっ。柾くん、おはようございます。……何だか、久し振りの気がしますね？」

　そして、右目下の泣きぼくろがキュートな美び貌ぼうを綻ほころばせて微笑ほほえむ七な紘づな。毛先のみカールしたロングヘアが舞い、それに包まれているような、乳房もお尻しりも豊満なナイスバディが柾の目に焼き付く。お淑しとやかに柾に歩み寄ってくる彼女の胸部で、お淑やかではない肉感的な爆乳が、とぷとぷたっぷん悩ましく揺れる。……そんな彼女の肢体は、申し訳程度に純白のショーツに包まれているのみで……。

（はいっ、彼女たちは例外なくその衣服を、俺の透視能力で透けさせられています！　申し訳ありません!!）

　本当は蒼良も七紘も、臨美と同様の制服を着ているはず。それを許可もなく透かして、二人のあられもない姿を拝見していることに、柾は罪悪感を覚えさりげなく目を逸そらした。

　柾としては本当は、この透視能力のことも七紘たちに伝えて、各おの々おの何かしらの対策を講じて頂きたいと思っていたのだが……それにはまなこや聖しよう介すけから待ったが掛かっていた。──この透視能力を柾に与えたロリ巨乳の少女の目的がはっきり解わからない以上、下へ手たに七紘たちに事情を話すのは、危険なことに巻き込んでしまう可能性があるのではないかということだった。

　柾は未いまだ、その辺りのことははっきりと聞いていないのだが、例のロリ巨乳少女は、まなこが封印していた怪異の中でも、かなり強力で、危険な個体らしい。……確かにそれを踏ふまえるなら、七紘や蒼良を危険な目に遭あわせたくないという意見は共通している柾としても、まなこたちの言い分を聞かざるを得ないわけで。

（ああ……。全部を片付けたら、絶対全すべてを話して、謝らないと……）

　柾はその誓いを新たにする。──この中で、柾以外で唯一事情を知っている臨美が、何やら含んだ目で柾まさきを見ていた。

「？　柾くん？　一体どうしました？」

　そんな風に思考の海を漂っていた柾を、不思議そうに七な紘づなが見上げてきた。……正面、すぐ目の前で。その位置に七紘がおられると、柾としては非常に目のやり場に困ることになり……。

　ぷにゅにゅんっ。ふにゃるんっ。

（おおおっ!?　な、夏休み中に匹敵するサイズのものを何度か拝みましたが、やはり形といい色といい、俺にとっては七紘のおっぱいこそ至し極ごくの一品──とか何とか評価してるなぁ!?）

「──ごほごほっ。ちょっとぼぅっとしてた。……二学期の初日から遅刻するのもあれだし、そろそろ学校に向かおうか？」

　誤ご魔ま化かし気味に柾は、少女たちを促す。──が、それに蒼そ良らが疑問の声を上げた。

「ちょっと待ってよ、速はや水み？　宇う月づきがまだ来てないわよ？　待ってなくていいの？」

「──ああ。聖しよう介すけさ、今朝珍めずらしく寝坊したらしいんだよ。何か気になる情報があって、昨晩は遅くまでネットで調べてたらしくてさ。だから今日は先に行ってくれって、家を出る前に電話があった」

　……ちなみに聖介が調べていた情報は、どうも柾にも関係があることらしいのだが……学校に行く時間も迫っていたため、柾は電話口でまくし立てようとする聖介を制し、後で学校にて聞くと言って、電話を切って出てきていた。

　説明にようやく納得した蒼良を引き連れて、柾たちは通学路を進み始める。他愛たわいのない会話を楽しみながら柾は、七紘を……正確には、服が透けている彼女の姿をチラ見する。……一応言っておくとやましい想おもいからではない。

（……良かったよな。七紘の服が、ちゃんと透けてて……）

　それも、今柾が確認している限りでは、最も多くの衣類が透けていて。──柾はそのことに、何となく安あん堵どする。

　柾が今持っている透視能力は、柾のことを好きな相手の服を、その恋心の強さに応じて透視する。──つまり、その相手の柾に対する好感度を、数値化する能力とも言えるわけだ。

　臨のぞ美みは、普ふ段だんは下着だけが透ける。時折全すべての衣類が見えなくなるが、それはまあ、時折であるから、総合的な好感度には入れないことに柾はしている。

　蒼良は、制服が完全に透けているが、下着は残る。……まあこれで、今まで疑わしく思っていたこと……彼女も柾のことが好きなのではないかという懸け念ねんが、しかと解わかってしまったわけだが……ひとまずそれも、柾はおいておくことにした。

　七紘は、制服が完全に透けている上に、下着も、ブラジャーは透けて見えなくなっているのだ。常時七紘ほど服が透けて見える相手を、柾は今のところ知らない。──つまり、柾のことを今一番強く好きでいてくれているのは、七紘なのだ。……そのことが、柾には誇らしい。

（──そうだよ。それでいいじゃないか。俺は、七紘が好きだ。この世で、一番七紘のことが好きなのは、俺なんだ。……そして。七な紘づなも俺のことを、この世で一番好きだと思ってくれているなら、きっとこれから何があっても、怖いことなんてない。恐れる必要はないんだ。絶対に、乗り越えて行ける……）

「？　柾まさきくん？　どうしましたか？」

「──いや、何でもないよ」

　暖かい気持ちのまま、柾は七紘に微笑ほほえんだ。七紘も釣られて、柾へ微笑み返す。……そんな二人を、複雑そうに蒼そ良らは見ていたが、何も言わなかった。……けれど、臨のぞ美みは違う。

「──なあ、速はや水み柾」

　……ただ、その声はお邪じや魔ま虫むしになろうとした、というわけではなさそうだった。本当に心底不思議そうに、柾に確認してくる。

「……何か、様子がおかしくないか？　通学路の……」

「……え？　……あれ？　そういえば……」

　ざわついているというか、何というか……周囲に落ち着きがない。その上よく観察すると、通学路の所々に、明らかに柾たちと同じ高校生ではない者たちが立ち並んでいた。

「……カメラ持って、何かを待ってるような連中……。マスコミ関係か？」

「……あそこに立っている背広の男は、多分警官だぞ？　銃を持っている……かどうかは確認できないが、あの背広のおかしな盛り上がり具合……多分、中に防弾チョッキを着ている」

　ただ事ではなさそうな周りの様子に、柾たちは顔を見合わせた。恐る恐る校門を潜くぐって校内へ入ると──柾はそこに知った顔を見付ける。

「あ、護ご國こく城じよう先生。おはようございます。……あの、これはどういうことですか？」

　女サイクロプスとも謳うたわれる、剣けん領りよう館かん高校最強とも名高い女体育教師、護國城レナ。憮ぶ然ぜんとした表情で辺りを見回して、どうも何か事情を知っていそうな雰ふん囲い気きの彼女に、柾は問うた。

「──ああ、速水君、おはよう。……ちょっとね。わけありの転校生が来るのよ……」

　二学期始業式の朝だというのに、真に疲れた様子の護國城。彼女の説明に柾たちは、混迷を深くする。

「……わけありの転校生って……？　え？　まさかこの様子からすると……芸能人が転校してくるとかっ!?」

　ややはしゃいだ声を上げる蒼良に、護國城は首を横に振る。「……それならまだ、楽だったんだけど」と前置きして、話し出した。

「……来るのは、本当はまだ一一歳なんだけど、飛び級して高校生になっている天才少女よ。……しかも、校長先生たちははぐらかしているけど……どうも、何ど処こかの国のお姫様らしくて」

「………………いや、ちょっと待って下さい、先生？　それは現実の話ですか？」

　柾の言い分は、もっともだろう。そんな設定、今時十八禁ＰＣゲームでしかあり得ない。

「私も今、自分が現実にいるのか悩んでいるところよ……」

　護ご國こく城じようがぐったりと告げた。その、直後だった。

　軽い、ブレーキ音。見れば、先程柾まさきたちが潜くぐった校門の前に、それこそ映画などでしか見たことがないような、超有名高級外車、ロールスロイスが止まっていた。

「……あ、あんなの、七な紘づなの家にもないわよね……？」

「え、ええ。わたしだって、初めて見ます……」

　蒼そ良らと七紘が絶句するのを尻しり目めに、柾は──もっと強きよう烈れつに絶句して、固まっていた。……彼かの車の後部座席が開き、そこから、見覚えがある顔が降りてきたからだ。

　──首筋くらいまでの、色合いの薄うすい金髪。絶妙の配置で並んだ顔パーツの中で、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが特別に強い印象を残す。

　背は、本当に小柄。華きや奢しや、繊せん細さいという言葉が最も相応ふさわしい細身と相あい俟まって、酷ひどく弱々しくも見える体格は、実に小学校高学年くらいにしか見えない。……が。

「……なっ!?　デカいっ!?」

　隣となりで臨のぞ美みが上げた驚きよう愕がくの声。蒼良も自分の胸を押さえ、打ちのめされたような顔をしていた。──その少女は、そんな小ささながら……胸だけはアンバランスに、七紘に匹敵するサイズであったからだ。

　運転手の手を取り、優雅な仕草でロールスロイスから降りたその少女は──上げた視線の先に柾を見付けた。途と端たん、花が満開になるように、その顔に輝かがやく笑みが生まれた。その場の誰だれもが、女性さえも見入ってしまうとびきりの笑顔のまま、彼女は駆け出す。

「──マサキっ、会いたかった！」

　そう言って自分の胸に飛び込んできた少女──柾に新たなる透視能力を与えた、まなこが何よりも恐れ、警戒している怪異であるはずの相手を、柾は無意識に抱き止めてしまった。

「……ま、柾くん……？」

「……は、速はや水み……？」

「……速水柾？」

　自分の周りで、七紘、蒼良、臨美が引き攣つった声で呼び掛けてくる。……が、柾はそれには反応できなかった。──代わりに、問題の金髪ロリ巨乳の少女が声を上げる。

「……このお姉さんたち、マサキの友達？　初めまして。ワタシ、テスっていいます」

　柾にしがみ付いたまま、少女は柾も初めて聞く彼女の名を名乗る。──テス。そういう名前らしい少女に、護國城が尋ねた。

「……君が、今日転校してくる予定だった？　うちの制服を着ているし……。一一歳だけど、飛び級してるっていう……？」

　その護國城の問いに、テスはさらなる内容も加え、答える。

「はい、テス・カトリ・ポーカニアです。ポーカニアの、王女でもあります」

　そう言って、同時に自身の首飾りを示すテス。護國城はそれを見て──目を剝むき何度もそれを確認した後、よろめいた。慌あわてて七な紘づなたちが三人がかりで支える中、呟つぶやく。

「ポーカニア……確かに、国連で認められた独立国よ。その首飾りの紋章は確かに、その国の王族しか使うことを許されていないはずの……？　ま、まさか……本物、なの？　噓うそ、そんなことあり得ないわ。それほどの人物が、一体どうしてうちの学校に？　何で速はや水み君と……？」

　その護ご國こく城じようの新たな疑問は、最大級の爆弾をこの場に投下する、呪じゆ文もんとなった。




「マサキは、ワタシの将来の夫です。いずれワタシと結婚してワタシの国の王位を継ぐ、大切な人なんです。──ワタシは、彼に会いにココに来ました」




　テスのその言葉に、周囲から怒ど号ごうに似た叫びが上がった。七紘は貧血のようにくずおれる。

「……う、噓です。そんな……婚約者？　いずれ結婚して、遠い国へ？　そんな、そんな……」

放心気味に呟つぶやく七紘を支えた蒼そ良らは、しかし彼女も目が何も映していなかった。

「……な、何よ一体？　──あ。そうか。アタシまだ、寝てるんだ。ヤダなぁ。今日は始業式なのに。早く起きないと……」

　ぶつぶつ漏もらす蒼良の隣となり。ただ一人臨のぞ美みだけが、凄すさまじい闘とう志しを孕はらむ瞳ひとみでテスを見ていたが、テスの方は何ど処こ吹く風という様子だった。……そして柾は、これ以上ない焦あせりの中、七紘への弁明のために頭を回す。
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「ま、待ってくれ七な紘づなっ。俺の話を聞いてくれ！　こんなの俺も知らない！　大体こいつは、本当は余よ所その国の王女とかじゃ──」

　まくし立てながら七紘を見た柾まさきが、そこで言葉を切る。テスの方を振り返り、彼女を鬼の眼で凝ぎよう視しして……柾の背を、冷た過ぎる汗が伝った。

（──み、見えない……！）

　何がといえば、テスの服が。触れてみれば、確かに制服のものと思われる布地の感覚があるのだが、柾の目にはテスの身に着けているはずの衣類が、一切見えない。──そう、一切。

　七紘には、見えた。純白の、ショーツが。なのにテスには、制服である以上七紘と服の枚数は同じはずなのに、ショーツさえ見えない。……それはつまり、一つの事実を示していた。

（……七紘が俺を好きな気持ちよりも、この娘の……俺を好きな気持ちの方が、強い……!?）

　柾の脳裏に、かつてテスが言った言葉が甦よみがえる。

『ワタシは、証明する』

『ワタシが一番、マサキのコトがスキだって──』

　確かに、今この瞬しゆん間かん、それは証明されていた。

　柾は、世界がガラガラと崩れていく音を聞く。




　──自分が踏ふみ締しめる大地がこんなに頼たよりないものだったと、柾は生まれて初めて知った。







　あとがき




　──一巻に引き続き、筆者との打ち合わせを根気よく行って下さる編集の西にし谷たに様。変わらず素す敵てきなイラストで作品を彩いろどって下さる雛ひな咲さき様。その他、この本及び筆者に関かかわる全すべての方々。……何より、今この本を手に取って下さっている読者の皆様方。

　おかげさまで、こうして第二巻を上じよう梓しすることができました。




　……の、ですが。残念なお知らせをしなければなりません。この作品は、次の第三巻で完結となります。

　第一巻の売れ行きが伸び悩んだことが、理由です。──何でも電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥでの連載はなかなかの反はん響きようを呼び、決して低くない人気を得ていたそうなのですが。……それを文庫の売り上げに反映することができなかったのは、自分の力不足に他なりません。

　この作品を応援して下さった皆様には、大変申し訳なく思います。残り短い期間だけとなりますが、引き続きこのシリーズを応援して下さると幸いです。




　──思えば。この本の発売日である二月十日。一年前のこの日に私は、「シースルー!?」の第一話を電撃文庫ＭＡＧＡＺＩＮＥに掲載して頂き、デビューしました。

　そんな記念すべきデビュー一周年の日に、このような体ていたらくを読者様に晒さらすことになり、真に不ふ甲が斐いなくて仕方ありません。

　せめて、これから先の一年間、昨年よりずっと精しよう進じんして。二周年の二月十日には、もっときちんとした姿を読者様にお見せできることを目標に、頑張りたいと思います。




　……まあ、暗い話はこれくらいにして。──皆様、ロリ巨乳はお好きですか？

　昨今、各所で流は行やっている感じのロリ巨乳。その属性を持つヒロインが、ついに今作にも姿を現しました。

　そして話の流れをご覧になれば解わかる通り、次巻ではそのロリ巨乳のターンが始まります。

　当然、彼女のムフフなシーンも満載。どうぞお楽しみ下さい。

　既存のヒロインたちの方も、特に臨のぞ美みが負けず劣らず活かつ躍やくし……もちろんうっひょーな展開も多数ある予定です。

「シースルー!?」は最後まで、そんなノリで行くぜ!!




　それでは、機会がありましたら「シースルー!?」の最終巻でお会いしましょう。





天羽あもう伊い吹ぶ清きよ
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天羽あもう伊い吹ぶ清きよ

愛知県名古屋市に生息。今作が残り一巻で終わることを受けて、次のシリーズを構想中。今度はバトルか、もっとドロドロしたラヴコメをやりたいと願っているものの、どうなることやら……。
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イラスト／雛ひな咲さき

ここ最近ずっと夜型になっていてほとんど日光を浴びてないです。そろそろ生活サイクルを昼型に戻して、健康的な生活をおくりたいです。……出かけるかはわからないですが。
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